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　コルネリアゥスは考えていた。

　忙しい仕事の合あい間まにも熟じゆく慮りよに熟慮を重ねていた。

　しかし、考えはまとまらなかった。

　自分はどうするべきなのか。

　いや、どうするべきなのかは決まっている。

（これは文字通りの茶ちや番ばん劇げきです。夜姫という役者による未み曾ぞ有うの茶番劇……いえ、役者は夜よる姫ひめだけではありませんが。ともかくこの茶番劇を終わらせる。それがわたしの揺るぎない信念）

　けれど。

　自分はどう動くべきかと考えたとき、あまりにも選択肢が少ないのにコルネリアゥスは愕がく然ぜんとする。




　夜姫の正体を言い立てるのは論ろん外がいだ。

　それを言ったところで、誰も耳を傾けないだろう。

　夜姫のおかげで復ふつ興こう軍ぐんはバイデリュンヘン軍を押し返しているのだ。

　全ぜん土どの復興も夢ではないというところまで来ているのだ。

　そんなとき、いくら六ろく姫き士しの一人であっても、いや、六姫士の一人だからこそ、夜姫を貶おとしめるような言葉を吐はけば、周囲の矛ほこ先さきは夜姫にではなくコルネリアゥスに向く。

　だいいち、いま夜姫の正体を暴いたら、復興戦争が頓とん挫ざしてしまう。

　エルゲン王国の復興を完かん遂すいさせたいのは、コルネリアゥスも夜姫と同じだ。

　バイデリュンヘン軍を追い出し、祖国を奪とり戻すという願いは同じだ。

　その願いが成じよう就じゆする日が見えてきた今、夜姫の正体を暴いたら。

（復興軍は瓦が解かいする。そして、もう二度と立ち上がれない）

　自分の手で復興軍に止とどめを刺すような真ま似ねはできない。




　夜姫の正体を暴き、茶番劇を阻止する手立てが見当たらない。

　仮に手立てが見つかったとしても、正体を暴けば復興軍が瓦解する。

　二重の意味でコルネリアゥスは手詰まりになっていた。

　机の上の山積みになった書類に手を伸ばしながら、コルネリアゥスは、もう何度目になるかわからないため息を吐つく。

（仕方がないですね。もう少し様子を見るしかありません。エルゲン王国の再興が成就すれば、何か新しい取っかかりが出てくるかもしれないですし。いざとなれば復興軍を、というより新生エルゲン王国を出ていくしかないのでしょうか）

　それしかないのなら故こ国こくを出ていくことも辞さず、とコルネリアゥスは思った。

（それにしても夜姫がドレスドゥド医士を襲わせるとは、随ずい分ぶんと思い切った手を打ったものです。わたくしも少し用心したほうがいいかもしれません。とくにレオンハゥトの存在は他人に気づかれてはならないし。いろいろと難しいわね）

　またもため息を吐いたコルネリアゥスは、意識を現実──書類の山──に引き戻す。

　彼女はうんざりとした顔で書類に目を通し、うんざりとした顔で書類に署しよ名めいする作業を再開させるのだった。
















　　　　　１




　夜よる姫ひめ率いる別働隊二千は主要街道を外れて南下していた。

　ゲーリンゲンの街を目指しているはずのバイデリュンヘン軍別働隊を追いかけ、探しているのだ。

　街道を行くほうが早いのは承知しているが、これは隠おん密みつ機き動どうであるから、味方にすら知られてはならない。

　街道を進んで誰かに目撃されれば、噂うわさに上る。

　噂に上れば、バイデリュンヘン側に通じている者の耳に入らないとも限らない。

　この行軍を秘ひしておけるかどうかが、バイデリュンヘン軍別働隊を奇き襲しゆうして討ち破れるかどうかの分かれ道。

　だから夜姫は、味方の兵にすら行き先を告げてはいなかった。




　こうして三隊に分かれて昼夜の別なく駆けてきた復ふつ興こう軍別働隊は──夜姫が消える昼間の本隊の指揮は副官格のスナイデルッラが執とった──ゲーリンゲンの街があるエルゲン王国南部地域に入った。
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「なに？　カオルゥが!?」

　夜間、小休止を取っているとき、伝令からカオルゥの来らい訪ほうを知らされた夜姫は、

「すぐに本ほん陣じんに通せ」

　と応えた。

　ほどなく、数名の配下のシノビを連れたカオルゥが本陣に現れた。

「おお、カオルゥ。大事な任務、見事やり遂げてくれたな」




　夜姫が言った「大事な任務」とはドレスドゥド医士暗あん殺さつのことだが、さすがにそれを口にするわけにはいかないので、彼女は「大事な任務」という曖あい昧まいな言い方をしたのである。

　それならその場に居合わせた将しよう兵へいも、唐突に現れたカオルゥが何か秘密の任務を遂行して戻ってきたのだろうと受け取るだけだ。




「ご苦労だった」

　夜姫はカオルゥに向かって両手を広げ、笑いかけた。

　それに対して、カオルゥは片かた膝ひざを落として無言で低てい頭とうしただけだった。

　いつも口数が少なくぶっきらぼうなカオルゥなので、そんな態度もとくに不自然というわけではなかったが、夜姫に向けた彼女の視線に、一瞬だけ仄ほの暗ぐらい情じよう念ねんの炎が灯ともったのには夜姫も気がつかなかった。

「で、どうしてここに？　というか、よく吾われの部隊の存在が察さつ知ちできたな」

　カオルゥは面おもてを伏せたまま、低い声で応えた。

「夜姫様がこちらへ来られるのはわかっておりましたから、ライオネルまで戻るより、こちらでお待ちしていたほうが間違いないだろうと思ったであります」

「たしかに、そのほうが二度手間にならないが。カオルゥは主力組に回る予定だったのではないか。アイオリスはカオルゥの力を当てにしていたが」

「主力はアイオリスに任せておけば問題ありません。それより、山中で敵の隠密部隊を見つけ出して急きゆう襲しゆうするという夜姫様の部隊にこそ拙せつ者しやの力が必要なのではと思った次第であります。例の任務は予定より早く片が付きましたので、後始末を済ませて、こちらで待っておりました」

「そうか。たしかにカオルゥとシノビ部隊の参さん陣じんはありがたい。勇気凜りん々りん、百人力だ。しかし。シノビたちの人数がいつもより少ないな。偵てい察さつにでも出したか？」

「いえ。例の任務で二人、失いました」

　その件は任務成功の報告を受けた際に話に出なかったので、夜姫も初耳だった。

「……そうか。残念だったな。遺い族ぞくはいるか？」

「いえ。二人とも単身で拙者に付いてきてくれた者でありますので」

「ならば、残りの者たちに報ほう賞しよう金きんを出そう。手厚く弔とむらってやるがいい」

　頭こうべを垂れているカオルゥはさらに腰を曲げ、はい、と応えて頭を下げた。

　そのまま額が地面に触れそうなほどだ。

「で。来てくれたばかりで悪いのだがな」

　という夜姫の声に、カオルゥはようやく面を上げた。

「早速、カオルゥとシノビたちの力を借りたい」

「リーザ部隊の居場所、でありますね？」

「まだリーザが率いていると確定したわけではないが」

　と答えて宙ちゆうを見上げた夜姫は、

「いや、リーザが率いているはずだ。率いてゲーリンゲンの街を狙っているはずだ」

　と呟つぶやいてから顔を戻し、再びカオルゥに視線を据えた。

「すでに物もの見み部隊を多数放って探らせてはいるのだが、まだ見つけ出せていない。敵の居場所を把は握あくしていないと奇き襲しゆうも叶わないからな。頼めるか？」

「もちろんであります」

　立ち上がったカオルゥは、背後で同じように片膝を落として低頭していた配下のシノビたちに声をかけた。

「聞きましたね？」

　シノビたちは面を伏せたまま頷いた。

「では、行きましょう」

　というカオルゥの声に立ち上がったシノビたちは、すぐに回れ右すると、元来た道を戻り始めた。

　そのあとをカオルゥが滑すべるような足取りでついていく。

「頼んだぞ、カオルゥ」

　一瞬、足を止めたカオルゥは、肩越しに振り返り、夜姫に向かって目もく礼れいすると、すぐに前を向いて歩き出した。

　遠ざかっていくカオルゥの背中を見つめたまま、夜姫は小さく独ひとりごちる。

「ふむ。いつも無ぶ愛あい想そうなカオルゥだが、今日はまた一段と無愛想だな」

　傍かたわらに控えていたスナイデルッラが、ですね、と応じた。

「少し疲れているように見えました」

「疲れは疲れでも、おそらく精神的な疲労なのだろうな」

　夜姫がそう言うと。

「カオルゥの精神が疲労するほど柔やわだったとは知りませんでした」

　などとスナイデルッラは皮肉っぽく応えた。

「ずいぶんと酷ひどい言い草だな、センレリゥムとは違うんだ、カオルゥの心が鉄のように固いというわけではあるまい？」

「いえ？　リゥムは体が硬かたいだけであって、心まで固いわけではありませんが」

　スナイデルッラが真面目くさった顔でツッコんできたので、夜姫は思わず苦笑する。

（カオルゥは見知った者を暗あん殺さつしてきたばかりなのだ。そのとき、異国から連れてきた部下を失ったのだ。彼女が気分的に落ち込んでいても無理はないだろう）

　夜姫がそんなふうに思ったのも無理はなかった。

　カオルゥの態度の裏に潜ひそむものに夜姫が気づくことはなかった。
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　夜姫の下もとを辞したカオルゥとその配下たちは、夜の闇の中、静かに休きゆう憩けいを取っている兵たちのあいだを抜け、復興軍別働隊の陣じん地ちから離れていった。

　充分に離れたところでカオルゥは足を止め、振り返った。

「どうしました、カエデ？　震えているようですが」

　カエデも足を止め、カオルゥの顔を見つめた。

　たしかに顔色が悪い。

　握りしめた拳こぶしも小こ刻きざみに震えている。

　ほかのシノビたちの視線がカエデに集中した。

「あ、いえ……カオルゥ様、わたしは……」

　カエデはドレスドゥド医士襲しゆう撃げきの際、カオルゥに付き従っていたシノビだ。

　そしてドレスドゥドの最さい期ごに立ち会った者でもある。

　だから彼女も、ドレスドゥドの最期の一言を聞いていた。

　夜姫の正体に触れたドレスドゥドの一言を。

　その夜姫の御ご前ぜんにいたため、自分を抑えるのに必死だったのだ。

　夜姫の下を離れた今、緊張が一気に緩ゆるんだのだろう。

　カエデもカオルゥと共に何度も死線を潜り抜けてきた猛も者さである。

（いくら復興軍の命運を左右する大おお戦いくさを前にしたからといって、あんなふうにカエデが震えるとは珍しい）

　事情を知らない他のシノビたちは、そんなふうに意外に思った。

　カオルゥはカエデに優しく声をかける。

「カエデが恐れる気持ちもわかります。ですが、今は目の前の任務に集中するように。もう少しだけ我慢するように。そうすれば懸けん案あんは解消されるでありますよ」

「！」

　その言葉で、カエデは理解した。

　夜姫の件に関しては自分に考えがあるから、今は他の者に気け取どられないように黙っていなさいとカオルゥが言っていることに。

「申し訳ありませんでした」

　カエデはうなだれるように頭を下げ、そんな彼女の肩をヒイラギが軽く叩いた。

「気楽に行こうぜ、カエデ。大戦なんていっても、あたしらが生きるか死ぬかの戦いをするわけじゃないんだからな」

（おまえは事情を知らないから、そんな能天気なことが言えるんだ）

　と内心でツッコんでおいて、カエデは無理やり笑顔を作った。

「そうだな。気楽に行こう」

　カオルゥは再び歩き始めた。

「では、行きますよ」

　と配下に声をかけたカオルゥが走り出し。

　そのあとをシノビたちの一団が追いかけていった。
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　カオルゥたちは、ずっと十人で行動してきた。

　カオルゥ本人と配下のシノビ九人だ。

　そのうちの二人がドレスドゥド医士襲撃の際に犠ぎ牲せいになっている。

　カオルゥは八人を二人ずつ四組に分けて、主要街道の西に連なる高こう峰ほう群ぐんの麓ふもとを南北に走る間かん道どう沿いに索さく敵てきを行うことにした。

　敵の隠密部隊はおそらく二千から三千程度だろうと思われる。

　それだけの大部隊を密かに、且かつ急いでゲーリンゲンの街方面へ移動させるとなると、この間道くらいしか使う道がない。

　二百、三百規き模ぼの部隊に分けて、というならもっと狭い、もっと険けわしい道も使える。

　しかし、道案内を付けたとしても、バイデリュンヘン軍にとっては見知らぬ土地で、しかも敵地なのだ。

　上う手まく合流できない部隊が出る可能性が高い上、移動する部隊が多くなればなるほど、誰かに見み咎とがめられる虞おそれも出てくる。

　部隊を細かく分けて移動させるという手段は使えない、というのが夜姫の読みだ。

　カオルゥは自分の相手にカエデを指名し、残りはサユキとヒイラギ、アカネとクヌギ、イチョウとスギナという組み合わせにした。

　カオルゥがカエデを相あい棒ぼうにしたのは、カエデが夜姫の正体に関して他のシノビに口を滑らせてしまわないように手元に置いておくという意味合いがあった。




「敵部隊を見つけた場合は、一人が見張りとして残り、もう一人が連絡のために走るという手て筈はずで。見張っているあいだに敵部隊が移動していった場合は、目印を残しながらあとをつけてください。緊急事態への対応は各かく人じんへ任せるでありますよ」

　静かな口調でカオルゥがそう言うと、シノビたちは全員が真剣な面持ちで頷いた。

　すでに日は高く昇っているから、夜姫は眠っている頃合いだ。

（たしかに夜姫は昼間には現れませんが、彼女が眠っているわけではない。何しろ……いえ。今はそれを考えているときではありませんね）

　気を取り直したカオルゥは皆を見回して言葉を継ついだ。

「では行きましょう。そして生きましょう。我々シノビの本分は、あくまで生きて情報を持ち帰ることです。それを忘れないように」

「はっ」

「よし、行って！」

　カオルゥの一声で六人のシノビたちは身を翻ひるがえした。

　たちまち六人の姿は森の木々のあいだに消えていった。

「さて、カエデ。我々も行くとしましょうか」

「はい、カオルゥ様」

「まだ少し顔色が悪いですね」

「も、申し訳ありません。わたしは……夜姫が恐かったのです。あの言葉が……ドレスドゥド医士の言葉が真実だとしたら。そう考えると、夜姫が恐ろしくて恐ろしくて仕方なかったのです」

　カエデの体がまた小刻みに震え出しているのを認めたカオルゥは、彼女に対して優しく笑いかけた。

「気にしなくてもよいのです。拙者も夜姫が恐いと思いましたから」

「カオルゥ様が!?」

　カエデは意外そうな顔でカオルゥを見つめる。













「ええ、恐ろしい。あれほど恐ろしいと思ったことはありません。拙者は、カエデ」

　カオルゥは、ふと天を仰ぎ見た。

「シノビとして様々な勇ゆう将しよう、猛もう将しようを見てきました。見るだけでなく、何人かを暗こ殺ろしたこともあります。ですが、相手を恐ろしいと思ったことなどありませんでした」

　顔を戻したカオルゥは、静せい謐ひつと喩たとえてもいいような笑みを浮かべていた。

「ですが、今回ばかりは恐ろしいと思いました。恐ろしいというより、震しん撼かんしたというべきでしょうか。何しろ夜姫は寸すん分ぶん違たがわぬほどバイオレッタ様だったのですから。本人よりも本人らしいと言えるほどに」

　そう言う以上、カオルゥはドレスドゥドの言葉を真実だと認めていることになる。

「拙者はね、カエデ」

　カオルゥはまたも言葉を切って、カエデから視線を逸そらせた。

（今日のカオルゥ様は、いつになく饒じよう舌ぜつだ）

　とカエデは珍しく思った。

「一人の人間としてバイオレッタ様に忠ちゆう誠せいを誓ったのです。シノビとしては失格だったかもしれませんが、拙者はバイオレッタ様に魅みせられたのです。でも、それはあくまで相手がバイオレッタ様だったから。夜姫がバイオレッタ様ではないのだとしたら、拙者の忠誠は向かうべき対象を喪うしなった……」

　カオルゥは小さなため息を吐ついた。

「これが最後のご奉ほう公こう。亡くなったバイオレッタ様への最後のご奉公だと、そう思ってください。拙者はバイオレッタ様の王国を復活させるためならいくらでも働きますが、夜姫の王国を創るために働く気はありません」

　カエデは恐る恐る訊きいた。

「では……その後はどうするのですか？」

「その後は、皆と話し合って決めましょう。残りたいと言う者がいれば、無理に付いてこいとは言わないであります」

　カエデはきっぱりと言った。

「そんな者はいませんよ。皆、カオルゥ様に付いていきます。もちろん、わたしも」

「ありがとう、カエデ」

　カオルゥが、ふっと笑った。

「では、拙者たちも行くとしましょうか。最後のご奉公をするために」

「はい、カオルゥ様」

　走り出した二人の姿は、あっという間に見えなくなった。
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　その頃、リーザ公こう女じよ率いるバイデリュンヘン軍の別働隊は、ようやく旧エルゲン王国の南部地域に侵入し、ひたすら南下を続けていた。

　リーザとしては可能な限り急ぎたかったのだが。

　隠密機動だから目立たないように山やま間あいの間道を使っての移動。

　しかも復興軍支配地のただ中。

　ゲーリンゲンの街を急襲して速攻で陥おとすという戦術目的を達成するには、この機動を反乱軍から隠しておけるかどうかが作戦成功のための大きな鍵かぎとなる。

　秘密を守ろうとする分、時間がかかるのは致し方なかった。




　雇やとった案内人──かつてのエルゲン王国の山の民だった者──によれば、すでにゲーリンゲンの街まではそれほどの距離ではないという。

　そこでリーザは休息を入れることにした。

　リーザの率いる別働隊は約三千。

　山間の間道には、それほどの人数が一度にまとまって休める空間的な広がりが確保できないから、部隊ごとに休憩を取らざるを得ない。

　全体で見ればかなり縦たて長ながになってしまうのだが、これもやむを得ないことだった。




（見つけました！　やはりこの道を使っていましたか）

　木々の合間に身を隠したサユキが、少し離れた場所にいるヒイラギに合図を送ると、彼女はすぐにやってきた。

「いたか!?」

「ええ。さすがに夜姫様です、読みはドンピシャ、当たっていましたね。ここの部隊の兵数はそれほど多くはありません。休んでいるようですから物見部隊でもありません。おそらく別働隊の先さき手てではないでしょうか」

「主力はこの後ろにいるってわけだな」

「でしょうね」

「じゃあ、ほかの連中に知らせよう。どっちが行く？」

「頼めますか？」

　というサユキの問いかけにヒイラギは気軽に応じた。

「いいよ」

「わたしはここで見張っています。やむを得ず移動する場合は木に目印を打っていきますので」

「近いのはアカネとクヌギだったな」

「ええ。少し北に行ったところにいるはずですが」

「適当に走っていれば、向こうが見つけてくれんだろ。アカネとクヌギに知らせたら、そのままカオルゥ様を捜すから」

「了解です」

「じゃあな。しくじるなよ」

「あなたこそ。ちゃんとアカネとクヌギを見つけてくださいよ」

「なんとかなんだろ」

「相変わらずいい加減ですね」

「そんなことはないだろ」

　と不服そうに頰ほおを膨ふくらませたヒイラギだが、すぐに笑って手を振った。

「じゃ、行くわ。気をつけてな」

「あなたも」

　ヒイラギは静かにその場を離れ、残ったサユキは、休憩を取っているバイデリュンヘン軍部隊を木こ陰かげから間道沿いに見張り続けた。
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　サユキが見張りを続けていると、そのうちバイデリュンヘン軍別働隊の先せん遣けん部隊は休憩を終えて出しゆつ立たつしていった。

　その場を動かず、なおもサユキが見張っていると、別働隊の後続部隊が次々と通りかかった。

（敵隠密部隊の全軍を捕ほ捉そくできました！）

　バイデリュンヘン軍別働隊は、幾つかの部隊に分かれて別々に移動するのではなく、まとまって移動していると見て間違いなかった。

　敵地での移動だから、分散してしまうと脱だつ落らくする部隊が出かねない。

　その判断は真っ当なものだ。

　しかし、そのおかげで、こうして縦に長い隊形での移動になる。

　全部で三千いたとしても、目に入る範はん囲いに限定すれば、兵数はせいぜい数百といったところだ。

（これなら夜姫様が率いる復興軍別働隊の奇き襲しゆうが決まる確率が高い。もっとも、敵別働隊の本陣が把握できていれば、の話ですが）

　本陣の前後を遮しや断だんし、本陣を孤立させれば。

　本陣の兵力は三、四百、多くても五百といったところだろう。

　それを一千を超える兵力で奇襲できれば。

（敵将を討ち取れる！）

　サユキは心が沸わき立つのを感じた。

　同時に、それを可能にした夜姫の読みと構想力に感心する。

（さすがに夜姫様。バイオレッタ様の生まれ変わり……ではなく、バイオレッタ様そのものだけのことはあります。ですが）

　サユキにはカエデの態度が気になった。

（カエデの奴、何か夜姫様に含むものがありそうな態度でしたが。いえ、そういえば。カオルゥ様もいつもと少し違う感じでしたが……）

　それはいつからだろうとサユキは考え、そして思い至った。

（そうだ。ドレスドゥド医士の暗あん殺さつから戻って以来……だ。まぁ、たしかに顔見知りの者を暗こ殺ろすなんて仕事は、いくらカオルゥ様だって気分のいいものではないですしね。あれ？　でも）

　カオルゥはわかるが、カエデはドレスドゥドを見知ってはいなかったはずで、だとすれば彼女が暗殺任務を気にしているというのは腑ふに落ちない。

（というか。彼女が暗殺任務を気にしていたとしても、夜姫様の前であのような表情をする理由にはならないか。なんだろう、少し気になるな）

　サユキが漠ばく然ぜんとそんなことを考えているとき。

　眼がん下かの間道を、それまでよりも立派な部隊が通りかかり、彼女の意識はたちまち現実に引き戻される。

　隠密部隊であるから、バイデリュンヘン軍ぐん旗きはもちろん、指揮官の所属や身分を示すような旗も紋もん章しようも見当たらない。

　だが、これまで数多くの偵察任務を熟こなしてきたサユキにはわかる。

（軍装も立派なら、乗っている馬も立派。兵の練れん度ども高い。もしかすると、これは本陣ではないですか!?）

　ならばサユキは今、復興軍が追い求めている目標を見つけたことになる。

（これは……追いかけなくてはなりません！）

　静かに立ち上がったサユキは、懐ふところから苦く無ないを取り出し、手近の樹木の幹みきに小さな矢印を彫った。

（よし。何がなんでも見失わないようにしなくては）

　サユキは音もなく山の斜面を移動していった。
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　その日の夕ゆう刻こく──。




「いないな」

　サユキと別れた場所まで戻ってきたヒイラギは、周囲を見渡して呟つぶやいた。

　とはいえ、もう日暮れ時だ。

　両側を山に囲まれた間道付近はすでに薄暗く、おまけに山の斜面に生えている木々が邪魔をして見通しは利きかなかった。

「あいつが敵の物見に見つかったとは思えないから、移動したのか」

「ヒイラギ」

　木々の合間にしゃがみ込んでいたアカネが手招いた。

「どうした？」

　アカネは黙って木の幹を指さした。

　アカネの指の先を見ると、木の幹が矢印の形に傷つけられている。

「やっぱり移動したのか。何か見つけたんだな」

　しゃがんでいたアカネが腰を伸ばす。

「何かというか、敵の本隊を見つけたので追いかけていったのでは？」

「かもな」

「さて、どうします？」

「あたしが追いかけるわ。アカネはここで後続との繋ぎをしてくれ。もう日が落ちた。敵はどこかで夜や営えいをするはずだ」

「ですね。地理不案内の敵地、しかも山やま間あいの間道。夜間行軍をするほど無む謀ぼうではないでしょうね」

「なら、どこかで追いつける。イチョウやスギナ、カオルゥ様やカエデが来たら案内をよろしく」

「案内というか、間道伝いに追いかけていくだけですが」

「近くまで来てくれれば、こっちで見つけるわ」

「ええ、お願いしましたよ」

「じゃあな」

「敵本隊を見つけても、近づきすぎないように」

「わかってる。それほど入れ込んじゃいないよ」

「では、後ほど」

「ああ、あとでな」

　アカネに手を振ると、ヒイラギは静かにその場を離れていった。

　すぐに彼女の姿は、黄昏たそがれの森の中に紛れて消えた。
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　そして日が変わり。

　深夜になってカオルゥ以下六人のシノビが先行したサユキとヒイラギに追いついた。

　後続の六人は梟ふくろうの鳴き真似をしながら山中を移動していたのだが、その声を聞きつけたヒイラギが出迎えに現れたのだ。

「お。カオルゥ様とカエデもいるじゃないか。これで全員集合だな」

　と軽口を叩くヒイラギに厳しい視線を据すえてカオルゥが訊いた。

「敵の本隊を見つけたのですね？」

　ヒイラギは、ぴしりと背筋を伸ばした。

「本隊だという断定材料はありませんが、まず間違いないかと。いまサユキが見張っています」

「案内してください」

「こっちです」

　ヒイラギに先導され、カオルゥ、カエデ、アカネ、クヌギ、イチョウ、スギナの六人は注意深く森の中を移動していった。




　サユキのいる場所までやって来ると、カオルゥは下方を覗のぞき込む。

　急斜面には木々が密みつ生せいしていて、あまり見通しはよくないが、木々の合あい間まから間道の様子が窺うかがえた。

　山の斜面は間道の近くまで下りるとかなり緩ゆるやかになっている。

　木々の密度も疎まばらになっていて、ちょっとした空き地に幾いく張はりかの簡かん易い天てん幕まくが張ってあるのが見えた。

「なるほど。立派な天幕を張るというのが本陣っぽいですね」

「兵士を一人、捕らえてみますか？」

　とサユキが訊いたが、カオルゥは、いえ、と首を横に振った。

「捕らえることはできるでしょうけど、行方不明になったことが知れると不ま味ずいです。止やめておきましょう」

「わかりました」

「それより、夜姫様に知らせなくてはなりません」

　顔を戻したカオルゥは、周りの配下を見回して言った。

「夜姫様の部隊は三隊に分かれて移動しています。こちらに全軍を集めなくてはなりません。ヒイラギとサユキは夜姫様とスナイデルッラが率いる本隊を、アカネとクヌギは黒くろ騎き士し殿が率いる第二部隊を、イチョウとスギナはセンレリゥムが率いる第三部隊を、それぞれ見つけて連絡してください。ここは拙者とカエデで見張ります。朝になって移動を始めれば追いかけるでありますよ。ここまで来れば、もうこの間道を外れることはないでしょう。三部隊が集結したら、別の経路を取って先回りしてもらうのがいいでありますね。待ち伏せするのはこの辺りが適てき当とうでしょう」

　カオルゥは手にした地図の一点を指し示す。

「ここを下った先で平地に出ます。ここで兵を集結させ、一いつ気き呵か成せいにゲーリンゲンの街まで走るというのが敵の狙いでしょうから、その直前に夜襲をかけるのがいいでしょう。最終的には……」

　そこで少し言い淀よどんだカオルゥだが、すぐに言葉を継いだ。

「最終的には夜姫様の判断次第ですが、拙者はこう考えます。敵が縦長の陣形で夜営するところを奇襲する。本陣の位置さえ把握していれば、本陣とその前後を遮しや断だんできます。そうしておいて本陣を狙って奇襲をかければ、敵将を討ち取れる可能性はかなり高いと思います」

　地図から顔を上げたカオルゥが配下のシノビたちの顔を見回すと、七人は無言で大きく頷いた。

「ということを夜姫様に進言してください、ヒイラギ、サユキ」

「承知しました！」

「アカネとクヌギ、イチョウとスギナは、黒騎士隊やリゥム隊が少しでも早く夜姫様の本隊と合流できるように図はかってください」

「承知であります」

「くれぐれも敵に気づかれないように」

　六人は頷いたり手を挙あげたりして、承知の意を示す。

「では、行ってください」

　二人ずつ三組に分かれた六人は、夜の闇の中に消えていった。
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　ヒイラギとサユキは、それほど苦労せず夜姫率いる本隊を見つけることができた。

　元々が移動する経路を決めてあったので、その道を辿たどれば遭遇するのは当然だ。

　本隊に駆け込んだ二人は、すぐに夜姫のいる本陣へと案内され、夜姫に目通りした。

「敵別働隊の位置を把握いたしました」

　片膝を落としたヒイラギとサユキが畏かしこまった態度でそう報告すると、夜姫はいかにも嬉うれしそうに応えた。

「そうか、敵を見つけたか！」

（敵の狙い。敵の配置。やはり吾の読みは正しかった）

　夜姫は自分で自分を褒ほめたくなったが、そんな思いは欠片かけらも見せず、

「さすがにカオルゥが率いるシノビ部隊だ。こういうとき、じつに頼りになる」

　と言って周囲に居並ぶ幕ばく僚りように語りかけた。

「今はカオルゥ様が本隊と思われる部隊を見張っております」

　とサユキが言うと、夜姫は不ふ敵てきに笑った。

「ならば見失う虞おそれはない。この戦、もらったな」

　そんな夜姫に向かって、ヒイラギが片膝を落としたまま躙にじり寄る。

「カオルゥ様からの伝言がございます」

「カオルゥから？　なんだ？」

「カオルゥ様は、こう仰いました」

　そこで言葉を切ると、ヒイラギは少し口調を変え、カオルゥの言葉を再現した。

「『最終的には夜姫様の判断次第ですが、拙者はこう考えます。敵が縦長の陣形で夜営するところを奇襲する。本陣の位置さえ把握していれば、本陣とその前後を遮断できます。そうしておいて本陣を狙って奇襲をかければ、敵将を討ち取れる可能性はかなり高いと思います』」

「なるほど」

　夜姫は少し考えていたが。

「センレリゥムや黒騎士のほうはどうなっているか？」

「アカネとクヌギ、イチョウとスギナが、それぞれ連絡をつける手筈になっております。できるだけ早く夜姫様の本隊に合流できるよう案内してくるはずです」

「そうか。よし。合流したら直ただちに軍ぐん議ぎを始めよう。そこで最終的な襲撃場所と配置を決める。ヒイラギとサユキは、センレリゥムと黒騎士の部隊がすんなり合流できるように取り計らってくれ」

「承知いたしました」




　夜姫の御ご前ぜんから下がった二人は、そのまま本陣を出て、アカネとクヌギ、イチョウとスギナの応援に向かうことにした。

　やがてシノビたちに先導される形で黒騎士隊とセンレリゥム隊が、夜姫率いる本隊と無事に合流を果たした。

　もっとも二千が集結できるような空間的な広がりが確保できないため、こちらも山の斜面に散らばっての宿しゆく営えいにならざるを得ない。

　とはいえバイデリュンヘン軍と違って地元の兵が多いから、地理的な不安はまったくなかった。

　兵が宿営の準備を進めている間に、夜姫、スナイデルッラ、センレリゥム、黒騎士が本陣に集まり、最後の軍議が開始された。

　アカネとクヌギは別働隊が集結を終えたことを知らせるためにカオルゥの下へ走り、残りの四名、イチョウとスギナ、サユキとヒイラギは軍議の場に顔を出した。
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　夜姫は野や戦せん卓たくの上に広げた地図を見下ろした。

「リーザがいるかどうかは不明ということだが、いない場合でも、彼女の腹ふく心しんが別働隊を率いているだろうな」

「夜姫様、リーザはいると思いますか？」

　とスナイデルッラに訊かれ、夜姫は大きく頷いた。

「七割方、リーザが敵の隠密部隊を率いていると思っている。おまえはどう思う、スナイデルッラ？」

「わたしも、これだけ重要な作戦を実行する部隊を他人任せにはできないだろうと思っています」

　とスナイデルッラが賛さん同どうする。

「ということで、敵の隠密部隊を奇襲し、これを討ち破れば、リーザも討ち取れるのではないかと吾は期待している」

「たとえその場で討ち漏もらしても、敵は土と地ち勘かんのない山中を少人数で逃げることになりますから、多数を投入して山狩りをすれば、捕まえることができるでしょう」

　スナイデルッラがそう言うと、そのとおりだ、と夜姫が大きく頷いた。

「最初の一撃で敵の陣形を乱してしまえば勝利は吾らのものだな。敵地の只ただ中なかだという意識がある以上、頑がん強きような抵抗はできないだろう。崩れ立てば、敗走するまでが早い」

「夜姫様、こちらの陣形は？　予定どおりでいいんっすか？」

　とセンレリゥムが確認を求めると、夜姫は、うむ、と頷いた。

「少し変えよう。カオルゥの進言どおり、敵の先せん鋒ぽうをやり過ごして本隊と遮断、同時に敵の本隊にこちらの本隊をぶつける。敵先行部隊をやり過ごし、本隊のいる第二部隊と先行部隊とを切り離すのは黒騎士隊だ。もう一隊が敵本隊の後方へと回り込み、後続と本隊を遮断しつつ本隊の退たい路ろを断っておく。吾とスナイデルッラ、センレリゥムの隊で左右の斜面から本隊めがけて突進する。その役割分担で行こう」

　スナイデルッラ、センレリゥム、黒騎士が大きく頷いた。

　黒騎士に顔を向けた夜姫は、

「黒騎士隊には敵の先鋒に備えつつ、本隊の前面から襲いかかってもらいたい。それを合図に吾らが本陣へと殺さつ到とうする。そうなれば敵の本隊は側面、後方、前方の三方向から挟きよう撃げきされる形だ、どう足あ掻がいても保もち堪こたえられないだろう」

　と語りかけた。

　それに対して黒騎士は短く、

「承知いたした」

　と応えた。

「敵の本隊にリーザがいるといいっすね、夜姫様」

「そうだな、センレリゥム。敵の総大将がいれば、そしてそれを討ち取れば、この戦、吾らの勝利でケリがつく。たとえシュバーヘンの街付近にいる敵の主力が健けん在ざいだとしてもだ。もちろんアイオリス率いるこちらの主力が無傷であるのが前ぜん提ていだが、アイオリスならば問題ないだろう」

「そうっすね。敵を引きずり回すだけ引きずり回して、戦闘に持ち込まないよう上手く立ち回りますよ」

「夜が明ければ敵は行軍を再開する。距離的に見て、平地に下りるまでにもう一度だけ夜営する必要があるはず。そのときに奇襲するのが効果的だ。サユキ」

「は」

　夜姫に呼ばれたサユキが躙り寄ってきた。

「聞いたとおり、次の夜に敵別働隊へ奇襲をかける。それまでおまえたちは、カオルゥと吾の本陣を往復して、敵本隊の居場所の報告を絶やさないようにしてくれ。できればカオルゥに、敵が夜営しそうな場所を特定してもらえると助かる」

「承知いたしました」

「悪いが、早速、仕事に取りかかってもらおうか」

「こちらにはイチョウとスギナを残しておきます。もし何かあれば、どちらかを走らせてください」

「わかった」

「では、失礼いたします」

　夜姫に一礼して、サユキとヒイラギは夜の闇の中に姿を消した。

　夜姫は二人が消えた闇の向こうを見つめていたが、やがて顔を戻し、スナイデルッラ、センレリゥム、黒騎士の顔を見回し、静かに、しかし力強い声で言った。

「いよいよ決戦だ。吾らの未来を懸けた、祖そ国こくの命運が懸かった一大決戦が始まる」

　三人は無言で頷いた。

　そっと天を仰いだ夜姫は、内心で密かにある人物の名を呼んだ。

（……様。どうか吾らをお守りください）
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　カオルゥの下へ駆けてきたサユキが夜姫の伝言を伝えた。

「委い細さい、承知であります。と夜姫様にお伝えするように。それとカエデに周辺の地形を調べさせました。敵部隊の次の野営地ですが」

　カオルゥは懐から地図を取り出した。

　シノビなら誰でも夜よ目めが利く。

　僅わずかな月明かりでも地図は読み取れた。

「おそらくこの辺りになるはず」

　カオルゥが簡単な絵地図の一点を指さした。

「この辺りが割と平坦のようです。三千もの軍勢を夜営させようとすれば、ここしかないでしょう。先を急ぎたい敵部隊は宵よいのうちも行軍するはずですから、おそらくはここまで進んで」

　カオルゥの指先が、とんとんと軽く地図を叩く。

「夜営します。夜営中に奇襲をかけ、先鋒と本隊を切り離し、本隊と後衛を切り離す。それができれば間違いなく勝てるであります」

「わかりました。では、そのことを夜姫様にお伝えいたします」

「それと、サユキ」

「はい、カオルゥ様」

「拙者たちは戦が始まったら、全員まとまって行動します。夜姫様の部隊による夜襲が始まる前に集まるよう、ほかの者にも伝えておいてください。ただし」

　そこで言葉を切ったカオルゥは、なかなか次の言葉を吐き出さない。

　不思議に思ったサユキがカオルゥの顔を見やると、地図に目を落としていた彼女は顔を上げ、強い意志の籠こもった視線をサユキに向けてきた。

「今の件は、拙者たち以外の誰にも知られてはなりません」

（え？　それはどういう……）

　サユキも、側で聞いていたヒイラギも、カオルゥの言葉に疑問を感じた。

　けれど彼女たちはカオルゥの命令に疑問を挟んだりはしない。

　言われたことを忠ちゆう実じつに実行する。

　それがシノビの本分だ。

　命令者の意図を実行者が知る必要はない。

「……承知いたしました」

　サユキとヒイラギは小さく頭を下げた。

　視線を逸らせたカオルゥは、二人の疑問に答えるように小さな声で語りかけた。

「最後のご奉公です。気合いを入れていきましょう」

（最後の……）

（ご奉公……）

　それで二人は、カオルゥがエルゲン王国復興軍の陣営を離脱するつもりなのかもしれないと想像した。

　それは二人にとって驚くべき想像だったが、だからといって、どうしてですか？　と訊いたりはしない。

　カオルゥが本当にそう決めたのなら、それに従うだけだ。

　サユキとヒイラギは無言で頭を下げた。




　エルゲン王国復興軍の、いや、新生エルゲン王国の命運を左右する重要な戦の開戦のときは、すぐそこまで迫っていた。
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　アイオリスが率いる主力部隊四千はグライルゼフトの街を攻略する姿し勢せいを見せつけているが、その実、戦わないのが基本戦略だった。

　戦わないというより、決戦をしない方ほう針しんと言ったほうがより正確か。

　あくまで夜よる姫ひめが主力を率いていて、グライルゼフトの街を陥おとそうとしている、あるいは、バイデリュンヘン軍主力と雌し雄ゆうを決しようとしている……と思わせることが重要なのだ。

　従ってアイオリスたちの戦術目標は、敵の主力五千をグライルゼフトの街の、あるいはシュバーヘンの街の周辺に釘くぎ付づけにしておくこと、となる。

　それで夜姫率いる別働隊の存在に気づかれる虞おそれはなくなる。

　敵の主力をこの場に釘付けにするだけなら敵と交戦してしまうのが手っ取り早いが、その場合、夜姫の不在を敵に気づかれる危険性が出てくる。

　不在を疑われれば、夜姫はどこかほかの場所で作戦行動に当たっているのではないかという可能性に敵の首しゆ脳のうが思い至るかもしれない。

　そうなると、敵は夜姫を捜して各地に索さく敵てき部隊を派遣するかもしれないし、ゲーリンゲンの街を目指しているはずの敵別働隊宛あてに伝令が走るかもしれない。

　それでは夜姫率いる別働隊による敵別働隊への奇き襲しゆう攻撃が空を切る虞が出てくる。

　それに、だ。

　万が一にもアイオリスたちの主力が負けてしまうと、ライオネルの街が危うくなる。

　アイオリスの主力が敗戦を喫きつすれば、グライルゼフトの街は安あん泰たいになるから、敵主力は安心してライオネルの街を囲める。

　そうなると、いくらコルネリアゥスが指揮を執とったとしても、残した千五百だけでは街を守り切れないだろう。

　だから、敗戦だけは絶対に避けなくてはならない。

　夜姫不在を知られないためにも、敗戦を喫する可能性をなくすためにも。

　アイオリスの部隊は、グライルゼフト周辺で、戦わないまま敵の主力を釘付けにしておくという難しい任務が課されているのだった。
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　グライルゼフト方面への進出を図はかる復ふつ興こう軍主力本陣で、アイオリスが物もの見み部隊全般を指揮する隊長に訊きいた。

「敵主力の動向はどうか？」

　すでに日は暮れ、部隊は夜や営えいの準備に取りかかっているところだ。




　本来ならカオルゥ率いるシノビたちが大活躍する場面だが、全員が夜姫率いる別働隊を助けるべく動いているので、今は不在だ。

　カオルゥから「夜姫様に合流する」という連絡を受けたアイオリスは通常の物見部隊を頼るしかなかったが、物見部隊の兵はみな地元出身者で、地形は熟じゆく知ちしている。

　その点ではカオルゥ配下のシノビすら凌しのいでいるから、信頼性は高い。




　アイオリスの問いに、指揮官は、は！　と応えた。

「今のところ問題はありません。シュバーヘン近郊に陣を敷いた主力は陣を畳たたみ始めたようですが、それはこちらの動きに呼応したものでしょう。シュバーヘンの街中に密かに集まった部隊は、今のところ街から討って出る気配はありません」

「そうか。ならば」

　アイオリスは、傍かたわらのサンドリヨンスと赤あか騎き士しを見やった。

「予定どおりだな」

「だね〜」

「ですな」

　サンドリヨンスは大きく、赤騎士は小さく頷いた。

「主力も我々の動きに食いついてくれたようだから、こちらはこのままグライルゼフトへ向かう姿勢を堅けん持じしよう」

「了解〜」

「もし敵の主力が、こちらではなくライオネルの街を目指して南下を始めたら、我々は転進しなくてはならないから、あまり急いでは進めない。まぁ、そこに不ふ審しんを抱かれることはないだろうが」

「だね〜。本当にグライルゼフトを攻める場合でも敵主力の動きは気になるんだし〜。敵の動きを気にしながら進むのは、むしろ自然だよね〜」

　というサンドリヨンスの言葉に大きく頷いたアイオリスは、

「いずれにしろ、敵の主力の動向次第だ。物見のほう、頼んだぞ。一いつ時ときも目を離さないように」

　と重ねて物見部隊の指揮官に言った。

「お任せください」

　一礼して、指揮官はその場から離れていった。

　赤騎士は野や戦せん卓たくの上の地図に目を落とす。

「敵の主力五千がグライルゼフト方面へ進出してきたら、適当な場所で睨にらみ合っていればいいのじゃから、楽なものよな」

　そんな赤騎士の楽らつ観かん論ろんにアイオリスが釘を刺す。

「赤騎士殿、言うほど楽ではありませんよ」

　言われて赤騎士は、ふむ、と小さく唸うなった。

「そうじゃのう。戦ってはいかんのじゃから、そこが少し難しいの」

「ええ。睨み合っての膠こう着ちやく状態を演出しなくてはなりません」

「つかず離れずといった状態になれば、自然と睨み合いになるじゃろうが……たしかに四千、五千の大軍同士となると、どこかで偶発的な衝しよう突とつがおきてしまう可能性はあるからの」

「ですから敵の部隊配置の把握は絶対です。その上で、敵の動きからも絶対に目を離せません。敵の一部が迂う回かいしたら、即座にこちらも対応しなくてはなりません」

「その手の駆け引き、儂わしは苦手じゃのう」

　とぼやくようにいった赤騎士だが。

「まぁ、黒くろ騎き士しほどではないがの。あいつは、戦う必要がないと言っても戦ってしまいかねんからな」

　そう続けて、にやりと笑った。

「あいつは、奇襲、強襲に打ってつけの男じゃ」

　赤騎士の言葉に、アイオリスは苦笑するしかない。

「それもそうだけどさ〜」

　サンドリヨンスがアイオリスと赤騎士に顔を寄せ、囁ささやくように言った。

「夜姫様がいないことを知られないようにするほうが大変じゃない〜？　とくに味方の兵にさ〜」

　アイオリスは急いで周囲を窺うかがった。

　とくにこちらに注目している者はいないようで、彼女は安あん堵どの息を吐はく。

　が、すぐに険しい顔になってサンドリヨンスを睨んだ。

「滅めつ多たなことを口にするな、ヨンス。どれだけ声を抑えても誰かに漏れることもある。打うち合あわせどおり、符ふ牒ちようを使え」

「あ〜、ごめん〜〜」




　三人は夜姫不在を気取られないようにと、夜姫の話をするときは「熊くま鷹たか」という符牒を使うことにしていた。

　例えば、隠密機動をしている夜姫部隊に触れるときは「見つからないように飛んでる熊鷹の群れ」というようにだ。




「熊鷹の居場所は味方にも知られてはならないからの。実際、そろそろ出現してもいい頃合いじゃ。熊鷹はまだ現れないのか？　と思う者が出るやもしれん」

「熊鷹については、この後、隊長たちを集めた軍ぐん議ぎの席で話します。不審に思う者もいるでしょうが、それで一日、二日はなんとかなるでしょう」

「では、その厄介な軍議を始めるかの」

　という赤騎士の言葉に、アイオリスは難しい顔で頷くのだった。
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「敵の総大将リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンが出張ってきているという情報が入った」

　居並ぶ隊長や幕ばく僚りようたちを前にアイオリスはそう言った。

　それが夜姫不在を誤ご魔ま化かすための理由付けの第一歩だ。

「リーザは主力ではなく、ライオネルの街の攻撃を指揮するため、数百ずつに分かれて密かに南下するシュバーヘン部隊のいずれかに居いるらしい」

　と、ここまでが第二歩だ。

　今の話が部下たちの頭に浸透したかどうかを確かめるようにアイオリスは言葉を切り、一同の顔を見回した。

　頭の回転の速い者にはアイオリスの言いたいことがわかった者もいるらしく、おお、と目を見開いている。

　だが、大方の者にはアイオリスの話の眼がん目もくが理解できていない。

（それでも状況は把握できただろう。さて、ここからが肝かん心じんの話だ）

　とアイオリスは思わず下したっ腹ぱらに力を込めた。

「もしリーザの居場所がわかれば」

　それだけ言って、アイオリスはもう一度、全員を見回した。

　今度は多くの者が、おお！　と目を見開き、手を打ち、膝ひざを叩いた。

「そうだ。リーザの居場所さえわかれば、我々は敵の総大将を討ち取れる！」

　静かな興奮が本陣に設えられた軍議の席を満たした。

　これまでも、この手の重要、重大な情報はカオルゥと彼女の配下のシノビがもたらすことは多かった。

　六ろく姫き士しの一員であるカオルゥは、その手の情報を直接バイオレッタに上げていた。

　だから幹かん部ぶたちは、そんな重大な情報を自分たちが知らなくても、とくに奇異には感じなかった。

「そこで夜姫様は、自らリーザを討ち取るべく、精せい鋭えい部隊を率いて出撃された」

　アイオリスの言葉に、ざわり、と場がざわめいた。

　相手の総大将を討つのに自軍の総大将がわざわざ部隊を率いて出撃するというのも、冷静に考えてみれば無茶な話だ。

　もしもリーザが予想より多くの兵を率いていたら返り討ちに遭あいかねない。

　リーザの部隊の兵数は事前の偵てい察さつで察知できるにしても、今度は敵の只ただ中なかに突出した夜姫の部隊が敵部隊に包囲されてしまう可能性もある。

　隊長や幕僚は、その危険を本能的に感じ取ったのだろう。

　同時に、自分たちの陣から夜姫がいなくなっていることを不安に思ったのだろう。

　互いに顔を見合わせたり、問いかけるような目をアイオリスに向けたりしている。

　そんな彼らの不安を解消するべく、アイオリスは自信満々の態度で言い切った。

「何しろリーザは、バイオレッタ様にとって仇きゆう敵てきであるのだからな」

　たしかにそうだった。

　夜姫からすれば、リーザは自分を殺した張本人……ではなくても、自分を殺した黒くろ幕まくと言える存在だ。

　自らの手で仇かたきを討とうと考えるのは自然であり当然。

　むしろ、リーザを討ち取るのは夜姫様でなくてはならない。

　敵の伏ふく兵へいに殺されたバイオレッタ様こそが夜姫様なのだから。

　そんな感情が居並ぶ者たちの胸に湧わき出たのは必然の流れだった。

「リーザが率いている部隊は、五、六百といったところだろう。夜姫様は精鋭部隊一千を率いてリーザの部隊を求めて、シュバーヘンからライオネルの街へと至る間かん道どう沿いを目指しているところだ。カオルゥ率いるシノビ部隊がリーザの居場所を特定してくれるはずだ」

　今ここにカオルゥたちがいないことも、アイオリスの話の補強材料になる。

　冷静に考えれば、主力に索敵の専門家であるカオルゥがいないのもおかしな話だが、それならば納得だ、と幕僚たちは思った。

「見つけ出しさえすれば、勝てる！」

　アイオリスは「勝てる」という箇か所しよに力を込めた。

「それはこの戦闘での勝利に終わらない。我々の戦争、祖そ国こく解放戦争にも勝利できるということなのだ！」

「おお！」

　居並ぶ幕僚、隊長たちのあいだから、低いが力強い声が上がった。

「リーザを討ち取れば、集まった敵主力も総崩れになるだろう。我々はシュバーヘンを解放し、そのまま北上する。全軍で迫れば、総大将を失ったバイデリュンヘン軍は王都を支えきれずに撤てつ退たいすることになる。我らは逃げる敵を追つい撃げきして蹴け散ちらし、王国内からバイデリュンヘン兵を一人残らず叩き出すのだ！」

「おおお！」

　居並ぶ幹部たちの目が輝き、顔が紅こう潮ちようした。

「そのために」

　幹部たちの興奮を抑えるように、アイオリスは冷静な目で皆の顔を見回した。

「我々の戦術目標を変更しなくてはならない」

　一同は慌てて口を噤つぐみ、アイオリスに視線を集中させる。

「敵の主力と決戦をするのではなく、敵の主力を引きつけておくことが我々主力の戦術目標となる。具体的には、敵と睨み合って戦わないことだ。戦ってしまえば、夜姫様の不在が敵に知られる虞がある。もし知られれば、夜姫様によるリーザ部隊急襲の作戦が空を切ることになるだろう。だから皆には、兵士たちにそのことを徹てつ底ていさせておいてほしいのだ」

「おお！」

「はは！」

「承知いたしました！」

　アイオリスは、とはいえ、と言って睨ねめつけるような視線を一同に向けた。

「どうして戦わないか、その理由は兵に知られてはならない。どこに敵の耳じ目もくが潜んでいるかわからないからな」

　みな緊張した顔で大きく頷くのを見て、アイオリスは内心で舌を出す。

（知られてもかまいはしないのだ。この理由ならばな）

　敵に通じる者が夜姫不在を知ってバイデリュンヘン軍に密かに知らせたとしても。

　復興軍──バイデリュンヘン側からは反乱軍だ──は居もしないリーザを捜してシュバーヘンからライオネルの街のあいだをうろうろしていることになる。

　反乱軍は間違った情報に踊らされているのだから、バイデリュンヘン側からすれば、なんの問題もない。

　リーザはそんなところにはいない。

　そこにいるのは一千のみを率いた反乱軍総大将の夜姫。

　となると。

　バイデリュンヘン側には、敵（反乱軍）の総大将を討ち取る千せん載ざい一いち遇ぐうの機会が訪れたことになる。

　その情報に接したバイデリュンヘン軍が、夜姫を討とうとして部隊を差し向ける可能性が高い。

　主力からも部隊が引き抜かれるかもしれない。

　となれば、バイデリュンヘン軍としても主力同士の決戦は避けたいところで、アイオリスたちの狙いは労ろうせず達成されることになる。

（だから、むしろ知られたほうがいいくらいだ）

　アイオリスはそこまで読んで──じっさいには夜姫の読みだが──いつもより多くの幕僚や隊長連を軍議に参加させていた。

　間違った情報に踊らされている復興軍（反乱軍）という失しつ態たいを演じることによって、バイデリュンヘン軍を踊らせ、真の戦術目標を実現させやすくする。

　それが夜姫の策さく謀ぼうだった。

　自軍の将兵までも欺あざむくことになるが、夜姫は、

「敵を欺くにはまず味方から、と言うではないか」

　と言って笑ったものだ。

　夜姫の読みの深さと沈着冷静さに、アイオリスは瞠どう目もくするばかりである。

　決戦は、まさに夜姫の読みどおりに進みつつある。

　アイオリスは夜姫の洞どう察さつ力りよくの見事さに、敵や味方の心理を操る手しゆ腕わんの見事さに感心し、同時に恐れおののいた。

（寸分違わずバイオレッタ様……いや。もしかすると、バイオレッタ様以上ではないだろうか）

　そんな己の考えを脳のう裏りから追い払い、アイオリスは声を張り上げた。

「というわけで、我らは戦わないことが戦術目標になった。ただし、あからさまに戦う気がないことを敵に見抜かれるわけにはいかない。それもまた夜姫様の不在を疑われる不安要素になる。だから皆には、部隊に戻って兵の戦意を保ったまま、グライルゼフト方面へ進出する用意を進めてほしい。わたしからは以上だ」

　アイオリスは軍議に出席している者たちの顔を改めて見回した。

　とくに質問は出なかったので、アイオリスは軍議を終え、皆を散さん会かいさせた。




　隊長たちが自分の指揮する部隊へと戻っていき、本営には幕僚たちと、アイオリス、サンドリヨンス、赤騎士が残った。

「上う手まくいったようだね〜」

　とサンドリヨンスが小声で言うと、アイオリスは小さく頷いた。

「もう夜姫様が居ないことを堂々と口にしてもいいぞ、ヨンス」

　サンドリヨンスは戯おどけた様子で手を振った。

「べつに居ないことを言い触らしたいわけじゃないよ〜？」

「しかし。夜姫様の策は深いのう」

　赤騎士がため息を吐ついた。

「ここまでは、敵も味方も夜姫様の掌てのひらの上で踊っているだけ……といった感じじゃな。我が軍の泣き所を長所にすら変えてしまう。ほんに見事じゃわい」

（バイオレッタ様がバイオレッタ様であった頃より、夜姫様となった今のほうが、むしろ切れ味が増しておるのではないか）

　とすら赤騎士には思えた。

　その思いはアイオリスとも通じるものだった。

　アイオリスはそれを恐れ、赤騎士は頼もしく感じたわけだが、その差は、夜姫の秘密を知る者と知らない者の差だったと言えるだろう。

　いずれにせよ、最終決戦は動き出している。

　どういう結末になるかはともかく、両軍の勝敗はつくだろう。

　両者──夜姫とリーザ──の決着はつくだろう。

　その時期は、そう遠いことではない。
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「反乱軍の主力がグライルゼフトの街へと向かっている」

「その進みは思ったよりも遅く、一いつ気き呵か成せいに街を陥おとすというほどの勢いではない」

「敵はこちらの動きを気にしているらしく、盛さかんに物見部隊を放っている」




　シュバーヘン郊外に陣を敷いたバイデリュンヘン軍主力の本陣に、そんな報告が次々ともたらされた。

　主力を率いるスタンドル将軍は、報告を受け、内心で首を捻ひねった。

（反乱軍はグライルゼフトまで突っ走り、こちらが間に合わない速さで街を陥とそうとする……と思っていたんだがな。もしかすると主力同士の決戦が真の狙いで、こちらを誘っているのかな）

　それなら望むところだ……と言いたくもなるが、リーザが居ない現状で敵の決戦策に乗るのは躊躇ためらわれる。

　状況次第では野戦を挑んでもいいとリーザには言われているが、敵が待ち構えているところにのこのこと出かけていくのも業ごう腹はらだ。

（それだと、たとえ勝っても味方の犠ぎ牲せいが大きくなるからな）

　本国からの増ぞう援えんが期待薄である以上、バイデリュンヘン軍としても徒いたずらに犠牲を増やすような決戦策は採るべきではない。

　リーザが率いる別働隊が空っぽになったゲーリンゲンの街を奪ってしまえば、それで戦争は勝ったも同然なのだから。

　とはいえ、敵の誘いに見向きもしないのでは疑われる虞がある。

　バイデリュンヘン軍は戦う気がないのでは？　と思われれば、もしかすると何か別の策を巡らせているかもしれないと連想される可能性はある。

　そこまで考えれば、別働隊の存在を疑われるところまであと一歩だ。

　反乱軍が別働隊の存在を疑えば、空になった王国南部地域へ部隊を派遣するかもしれない。

　それではリーザの策が空を切ってしまう。

（どころか。敵の援軍と遭遇したら、リーザ様の部隊に被害が出る。最悪、リーザ様の御おん身みにも危険が迫る。知らん顔はできないな。仕方がない。つき合うとするか）

　副官や幕僚を呼び集めた彼は、

「隙すきがあればグライルゼフトへ向かう反乱軍の背後を衝つく」

　と言って、出撃準備を少し急がせることにした。




　そして翌日。

　主力の先鋒部隊はグライルゼフト方面へと進発していった。

　本隊と共に本陣も進めようとしたスタンドルの下もとへ気になる情報がもたらされたのは、そんなときだった。
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「なに？　リーザ様の部隊を襲おうと夜姫が主力を離れて移動中!?」

　一報を聞いたとき、スタンドルはリーザの策が漏れたのかと青くなったが、よくよく説明を聞くと、夜姫はシュバーヘンとライオネルの街のあいだでリーザの部隊を探しているということだった。

　どうやらリーザの策──すなわち空っぽになったゲーリンゲンの街を奪うばってしまい、反乱軍を干ひ上あがらせるという策──が見破られたわけではなさそうなので、スタンドルは胸を撫なで下ろす。

　安心した彼は、すぐに思考を巡らせた。

（リーザ様が別働隊を率いて移動中、というところまでは敵に漏れたようだな）

　それは仕方がないとスタンドルは思った。

　基本的にここは敵地だから、反乱軍に通じる者はそこかしこにいる。

（ミニーチェもよくやっているがな。どれだけ厳重に情報を管理しても、すべての情報を遮断、隠いん蔽ぺいすることは不可能だ）

　だからスタンドルは、リーザが別働隊を率いているという情報が敵に漏れたことに、さほど驚きはしなかった。

（もちろん困ったことではある。だが、幸さいわい肝かん心じん要かなめの部分、リーザ様の狙いがゲーリンゲンの街にあるというところまでは漏れなかったのだから不幸中の幸いだ）

　敵は間違った情報を基もとに作戦行動を取っている。

（敵が誤ご報ほうに踊っているなら、放っておけばいい）

　と思ったスタンドルだが、すぐにそのことに気づいた。

（いや。踊っているのは夜姫じゃないか！　敵の総大将だ。そいつが居もしないリーザ様を求めてこの近くをうろうろしている？　だったら）

　スタンドルの脳裏に極ごく彩さい色しきの想像が浮かんだ。

（上手くすれば、夜姫を討ち取れるんじゃないか？）

　シュバーヘンに入った伏ふく兵へい部隊を指揮するミュラー将軍に夜姫の件を伝え、作戦目標を変更させれば。

　手薄になったライオネルの街を攻めるのではなく、どこかにいる夜姫部隊を探させ、攻撃させれば。

（この戦いくさ、リーザ様がゲーリンゲンの街を陥おとすまでもなく、一気にケリがつくのではないか？）

　シュバーヘンに入れた伏兵は、どのみちライオネルの街を目指して出撃するのだ。

　陥とせるかどうかは問題ではない。

　陥とさなくてもかまわない。

　攻撃する姿勢を見せておけば、ライオネルの街の守兵は釘付けになる。

　偵察に出せる部隊も最小限になるから、リーザ部隊が見つかる可能性が減る。

（だったら）

　ライオネルの街そのものではなく、ライオネルの街へ通じる街道や間道を目標にしても何も問題はない。

（どのみち南下はするんだ。ライオネルの街には向かうんだ。念入りに全軍で索敵するようなものだ。夜姫が居ても居なくても、こちらに損はない。仮に万一、本当に夜姫が居るのなら万ばん々ばん歳ざいじゃないか）

　スタンドルは心を決めた。

（よし。ミュラー将軍に使者を送り、夜姫が居るかもしれないという前ぜん提ていで、念入りに索敵してもらおう。見つけられれば儲もうけもの。見つからなくてもこちらに損はないんだからな）

　スタンドルは伝令兵を呼び寄せ、念入りに指示を送ると、シュバーヘンの街の伏兵を指揮するミュラー将軍に宛あてて送り出した。




　こうしてスタンドルは、夜姫を討ち取ることに期待し、敵主力との決戦は必要ないと判断した。

　ここでも戦の経過は、夜姫の構想どおりに推すい移いしていた。
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　スタンドルから送られてきた伝令兵の報告を受けたミュラーの動きは素早かった。

　彼は直ただちに百名単位の大おお物もの見み部隊を十隊編制すると、シュバーヘンからライオネルへ至る間道の探索をさせるべく送り出した。

　物見部隊とはいえ千名もの兵を送り出すのはそれなりに大変だが、元々、ライオネルの街を攻める（振りをする）ため臨りん戦せん態勢にあったから、準備に時間はかからない。

　ミュラーが報告を受けたのはまだ夜も明けきらぬ時間だったが、夜が明けて間もなく、十隊の大物見部隊はシュバーヘンの街を密かに抜け出していった。

　大物見は自分が受け持つ地域に着き次第、何隊かに分かれて広範囲の探索をすることになる。

（大物見の出撃、おそらく敵に通じる者の目には触れただろうが、なに、問題はない。元々ライオネルの街を急襲するための伏兵部隊なのだ。こうして何隊かに分かれて密かに街を出るのは何もおかしなことではない）

　残りの部隊を率いてミュラーも街を出て南下を開始した。

（数隊に分かれて南下するつもりだったから、地元の地理に明るい案内人はすでに雇やとってある。それにこの辺りなら偵察に出た兵が我が軍に何人もいる。本当に夜姫の部隊が出張ってきているのなら、見つけ出すことができよう。見つかれば万々歳。見つからなくても我らに損はない。たしかにスタンドルの言うとおりだ）

　しばらく南下した後、街道沿いに陣を敷しいたミュラーは、送り出した大物見部隊からの報告が入るのを、じりじりとした気持ちで待ち続けた。

　しかし夜姫隊発見の報は入らなかった。

　当然だ。

　夜姫はそんなところにはいないのだから。

　夜姫の率いる別働隊は、リーザが率いる別働隊に迫っているところだった。
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　シュバーヘンの街から出た大物見部隊が居もしない夜姫を追い求めて間道を、山中を彷徨さまよっている頃、夜姫隊はリーザ率いる別働隊の宿しゆく営えい地目前まで進んでいた。




　敵別働隊を見張り続けていたカオルゥの下へ、センレリゥムとスナイデルッラを従えた夜姫が姿を現した。

　日没間際とはいえ、まだ完全に日が暮れきっていない時刻だったので、カオルゥは少し驚いた顔で夜姫を迎えた。

「夜姫様、お待ちしておりました」

「敵状はどうか、カオルゥ？」

　という夜姫の呼びかけに、カオルゥは即座に驚きの色を消し、ぎこちなく頭を下げた。

　いつもの夜姫なら、カオルゥの態度によそよそしさを感じたかもしれない。

　だが、目前に敵の総大将がいるという震えるような状況に臨のぞんでは、夜姫とて平常心ではいられない。

「別働隊は宿営の準備を始めています。予想どおり縦に長い陣形です」

「そうか。こちらの思惑どおりの展開だな」

　夜姫はセンレリゥム、スナイデルッラと目配せを交わし、大きく頷いた。

「これなら行けそうだ。夜襲は予定どおり日付が変わって半はん時とき後ごにしておこう」

「うっす」

　と応えたセンレリゥムは、勝利を確信しているのか、不敵な笑みを顔に浮かべていた。

　一方のスナイデルッラはどこか思案げである。

「果たしてリーザ、いるでしょうか」

「こうなれば、八割方、いや九割方、いるだろう。おまえの言うとおり、こんな重要な作戦の指揮を部下任せにする奴ではあるまい」

　と言い切った夜姫は、内心でそっと一言、つけ加えた。

（そのはずだ）

　ここまでは読みどおりに来ている。

　戦いは狙った展開で進行している。

　すべてが上手く行っているからこそ、夜姫には一いち抹まつの不安があった。

　それは、上手く行きすぎているのではないか？　という不安だ。

　リーザもバイデリュンヘン軍も、夜姫の狙いどおりに動いている。

　けれど、それは承知の上の動きではないのか。

　リーザを罠わなにかけたつもりでも、じつはリーザは夜姫を誘い出すためにそう見せているだけで、本当は夜姫が襲いかかるのを牙を研といで待っているのではないか。

　そんな疑心に駆られそうになる。

（いや、大丈夫だ。そんなはずがない。リーザがそこまで読んでいるはずがない。そのためにこれまで布ふ石せきを打ってきたのだから）

　夜姫の言う布石とは。

　例えば。

　小さな砦とりでを攻める際にも動員兵力の大半を投入し、一気呵成に攻め陥とすということを繰り返した。

　リーザはこう思ったはずだ。

　持てる兵力のほぼすべてを投入して一気呵成に攻めるのが夜姫のやり方だと。

　兵力を出し惜おしみせず、分散させず、短期決戦でケリをつけるというのが夜姫の戦い方だ、と。

　だから、今回も兵力の大半を集めてグライルゼフトの街に攻めかかり、速攻で陥とそうとしている、と。

　そう、餌えさは遙はるか以前から撒まかれていたのだ。

　このときのために。

　この作戦のために。

　将棋スカツシエに喩たとえれば、五手先、十手先ではなく、二十手も三十手も先を読み、中盤の難所なのに詰みまで読み切るような膨ぼう大だいな読みの量と遠大な構想力。

（いかにリーザが優れていようと、この構想についてこられるはずがない。この狙いを看かん破ぱできるはずがない）

　夜姫はそう自分に言い聞かせ、心中に湧き出る微かすかな不安を無理やり打ち消した。

　頭をもたげそうになる疑心を無理やり抑えつけた。

「夜姫様、どうかしたっすか？」

　センレリゥムの声に、夜姫は我に返る。

　闘とう姫き士しを見やった夜姫の顔にうっすらと笑みが浮かんだ。

「……どうも緊張しているようだ。伸のるか反そるかの大おお戦いくさは、もう何度も経験しているというのにな」

　センレリゥムの顔が綻ほころんだ。

「無理もないっすね。これこそが最終決戦なんすから。伸るか反るか。はたまた死ぬか生きるか。俺らの運命を分かつ、復興軍の未来を決める、そんな大戦っすから、俺だって平常心じゃあいられないっすよ」

「そうだな。そして勝利は、未来は、吾らのものだ。もし運命の女神の賽さいの目が違うというなら、吾は賽を振り直してやる。運命すら変えてやる。じっさい吾は運命を変えてきたのだからな」

　夜姫が力強くそう言うと、センレリゥムは、

「そのとおりっすよ」

　と大きく頷いた。

（亡くなったバイオレッタ様は夜姫様として蘇よみがえった。これは運命の女神の賽の目を覆すような痛つう快かい事じじゃないか）

　そんな夜姫が自分たちを指揮していることに。

　そんな夜姫が必勝の策を巡らせていることに。

　センレリゥムは心強さを感じていた。

（そうだとも。蘇った夜姫様は運命の女神さえ出し抜くほどの存在なんだ。そんなお方に率いられた俺たちが負けるわけないんだ。勝てる。必ず勝てる。勝って、王国の完全復興を成し遂げる。夜姫様になら、それができる！）

　センレリゥムは勝利を確信していた。

　けれど、バイオレッタを夜姫として蘇らせたスナイデルッラは。

　彼女は大きな不安に囚われている。

　果たして勝てるだろうか、という不安。

　たとえ勝ったとしても、その先にある未来がどのようなものになるのかわからない、という不安。

　夜姫が何を考えているのかわからない、という不安。

　スナイデルッラは、そんな不安に苛さいなまれる。

　夜姫とセンレリゥムは夜襲の最終的な確認事項を詰めている。

　その横で、スナイデルッラは夜の闇に紛まぎれるように立ち尽くしていた。

　そんな自分を、仮面を被ったかのように表情を消したカオルゥが密かに見つめていることに、スナイデルッラは気づかないままだった。
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　空間的広がりのない地形のため、リーザ率いるバイデリュンヘン軍別働隊が分散して夜や営えいをしなくてはならないのと同様、夜よる姫ひめが率いる復ふつ興こう軍ぐん別働隊も全軍集結とはいかなかった。

　山やま間あいを縫ぬうように走る間かん道どう沿いの狭い空き地にリーザの部隊が点在しているように、夜姫の部隊も山の斜面にばらけて陣取っている。

　敵の物もの見み兵はそれほど多くないし、遠くまで巡じゆん回かいしてはこない。

　ましてや山中深くまでは踏み込んでこない。

　それも当然で、自分たちの機き動どうが反乱軍に見抜かれている可能性など、まったく考こう慮りよしていない上、兵たちも地形に明るくない。

　陣を離れて少数で山中を歩き回れば道に迷う虞おそれがあるのだから、せいぜい間道沿いを歩く程度だ。

　したがってバイデリュンヘン軍の兵士に気づかれる虞は低いが、それでも敵陣へ接近しようと思えば、復興軍の側も小部隊での移動にならざるを得ない。

　全軍が雪崩なだれを打って敵本陣に突撃……という展開は望めないのだ。

　事前に夜や襲しゆうを察知されることはなくても、局面、局面では、数的に見ればやや優位という水すい準じゆんに留まるだろう。

　その場合、戦闘指揮官の優ゆう劣れつがものを言うと夜姫は思っている。

　具体的にはセンレリゥムや黒くろ騎き士し、スナイデルッラ、カオルゥの存在が大きく、夜襲に際しては彼ら、彼女らの力が絶大な威い力りよくを発揮すると夜姫は信じている。

　そこで夜姫は、敵の本陣と思われる部隊の夜営地周辺に、本隊とセンレリゥム隊を集めた。

　カオルゥが指揮するシノビ隊も、もちろん夜姫の近くに控えている。

　黒騎士隊は敵の先せん鋒ぽうと本隊を遮しや断だんするために少し離れた場所にいる。

　後衛と本隊を遮断する役目は、黒騎士やセンレリゥムが推おしたランドルフという大隊長に任せた。

　夜姫の部隊配置はこうだ。

　間道の西側斜面にスナイデルッラ隊の三百とセンレリゥム隊の三百。

　東側斜面に夜姫本隊の六百、そしてカオルゥのシノビ部隊。

　敵の先鋒部隊と、リーザがいるであろう第二部隊の間かん隙げきを衝くような位置に陣取ったのが黒騎士隊の四百。

　ランドルフ隊の四百は、敵第二部隊と後続の第三部隊のあいだの斜面に配してある。

　夜襲は以下の手順で行われる予定だった。

　まずは黒騎士隊が第二部隊の前面へ突撃し、敵に混乱をもたらす。

　同時に、第一部隊からの援軍が駆けつけるのを阻止する。

　黒騎士隊の突撃を合あい図ずに、両方の山の斜面から、スナイデルッラ隊、センレリゥム隊、夜姫隊が斜面を駆け下り、敵本陣の夜営地に殺さつ到とうする。

　ランドルフ隊は、敵の第三部隊が応援に駆けつけられないように、第二部隊の後方に進出、同時に第二部隊の退たい路ろを断つ。

　兵数的にはバイデリュンヘン軍の別働隊のほうが多いものの、この配置なら、そして奇き襲しゆうが決まれば、勝利は動かないと夜姫は確信していた。

（そう、奇襲さえ決まれば）

　本当に敵に察知されないまま攻撃を仕掛けられるのか。

　そこがこの作戦の成せい否ひを左右する重大事だった。

（大丈夫だ。敵には吾われらの存在を疑っている様子など微み塵じんもない。警戒水準もいつもと同じで、それ以上でもそれ以下でもない。これが敵の罠わなだという可能性など、まったくないのだ）

　脇わきの下にじっとりと汗をかきながら、夜姫は闇に包まれた山の斜面で、ひたすら作戦開始のときを待った。
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　じっさい、リーザの側は復興軍別働隊の存在を察知できていなかった。

　自分たちの存在は完全に秘ひ匿とくできている。

　リーザはそう確信していた。

　それを彼女の油断と言ってしまうのは酷こくだろう。

　リーザは打てるだけの手を打ち、集められるだけの情報を集め、細心の注意を払い、ここまで進んできたのだ。

　どこにも敵の存在は感じられなかった。

　ゲーリンゲンの街は情報どおり空っぽなことが確認できていた。

　南部地域一帯に反乱軍の兵力がほとんどないことも予想どおりだった。

　行軍中の部隊を山の民たみに遠えん望ぼうされることくらいはあったかもしれないが、バイデリュンヘン軍を示す旗はたも紋もん章しようも隠してある。

　遠目にはどこの軍かはわからないはずだ。

　だいいち山の民は国への帰き属ぞく意識が薄い。

　国家への忠ちゆう誠せい心しんが薄い。

　所属不明の怪しい部隊が移動しているのを見たからといって、反乱軍へ注ちゆう進しんに及ぶとも思えない。

　このままいけば、ゲーリンゲンの街を急きゆう襲しゆうできるはずだった。

　急襲して陥おとせるはずだった。

　ゲーリンゲンの街を奪とれば。

　反乱軍の生命線、白しろ銀がねの鉱山は孤立し、そこから得られる収入は先細り。

　やがて反乱軍は活動資金もままならないほど干ひ上あがり枯こ渇かつする。

　何も決戦をして味方の兵に犠ぎ牲せいを出す必要もない。

　枯こ死しした樹木が風に吹かれただけで倒れるように反乱軍も倒れ、何もできないまま、その活動に終しゆう止し符ふを打つことになる。

　だがリーザの読みに反することがあった。

　リーザの読みを超える存在があった。

　夜姫の読みの深さは。

　夜姫の洞どう察さつ力りよくは。

　夜姫の構想力は。

　リーザの想像を超えていた。




　ゲーリンゲンの街が空っぽなのも。

　南部一帯が手て薄うすなのも。

　戦術目標攻略のため、全兵力を投入するという戦い方も。




　すべては夜姫による誘いの隙すきだったのだ。

　夜姫が撒まいた餌えさだったのだ。

　リーザは知らず、それに食いついていた。

　そして今もそのことを知らない。
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　夜営地に設しつらえた指揮所にリーザはいた。

　指揮所といっても、幔まん幕まくを張り、野や戦せん卓たくと床しよう几ぎを並べただけの場所である。

　先ほどから物見に出した部隊からの報告が次々と上がっていた。

　それら物見部隊は、自軍の周囲を警戒するためのものではない。

　ゲーリンゲンの街及びその周辺を偵てい察さつするための部隊だ。

　この時点でリーザの意識は、如い何かにしてゲーリンゲンの街を奪だつ取しゆするかという一点に集中していた。

　それは副官のランツファルトも同様だった。

　もたらされる情報は、リーザの確信を補強するものばかりだった。

　リーザの確信。

　それは、ゲーリンゲンの街を奪とれる、というものであり、戦わずして反乱軍に勝ったというものだった。

　不眠不休に近い状態でここまで別働隊を指揮してきたというのに、リーザはまったく疲れを見せていない。

　その意い気き軒けん昂こうな様にランツファルトも感心する……というより、驚いてしまう。

　が、副官としては感心してばかりもいられない。

　驚いてばかりもいられない。

「殿下、今夜はもうお休みになったほうがよろしいのではありませんか。明日は大事な一日になります。ゲーリンゲンの街を攻略中に殿下が倒れられたりしたら、洒落しやれになりません」

　そんなランツファルトの進言を、白しろ銀がねの鎧を着たままのリーザが笑い飛ばす。

「案ずるな、ランツファルト。今の吾はすこぶる調子がよいのだ。机の前に座って書類仕事をこなすよりも具合がいいくらいだ。あと一晩、あと一日くらいなら、どうということはない」

　リーザの白銀の鎧が松たい明まつの炎を受けて煌きらめいたが、ランツファルトには、その煌めきよりもリーザの笑顔が眩まぶしかった。

「さようで……ございますか？」

「あと一日の辛しん抱ぼうだ。明日になればゲーリンゲンの街に入れる。天てん幕まく内の固い敷しき布の上ではなく、柔らかな寝台の上でゆっくりと寝られるというものだ」

「で、ありますか」

「だいいち、物見の兵どもは夜通しでゲーリンゲンの街を見張っているのだ。吾だけが高たか鼾いびきというわけにもいくまい」

　そんなことを言うリーザは、最高指揮官としては少数派だろう。

　兵に任せて高鼾。

　それを当然とする最高指揮官のほうが多数派だ。

　どちらが正しく、どちらが間違っているというのではない。

　指揮官自身の考え方、生き方だろう。

　ランツファルトはそう思う。

　同時に、そんなリーザだからこそ、自分は彼女に忠誠を尽くせるのだと、そうも思うのである。

「そんな心配そうな顔をするな」

　そう言ってリーザはまた笑った。

　夜の闇を貫くような、明るく輝く笑顔だった。

「とにかくあと一日。明日になればすべてにケリがつく。いや、すべてにケリがつくだけの材料を手に入れられる、と言うべきか」

「で、ありますね。明日になれば、この難しい戦争の行く末も定まることでしょう」

「そうだ、吾らの勝利でな。とはいえ、その大事な日に満足に働けないのも困る。ここはおまえの言うとおり、少し休んでおくか」

　ランツファルトは顔を綻ほころばせ、

「ぜひ、そうしてください」

　と頭を下げた。

「仮眠するだけだ。何かあれば、すぐに起こせ。何もなくても、新しい情報が届いたら起こせ」

　そう言ってリーザは、自分用の天幕に引っ込んだ。

　天幕に入っていくリーザの後ろ姿を、ランツファルトは目を細めて見やった。

　リーザはいつにも増して輝いているとランツファルトは思った。

　彼女の体から横おう溢いつする覇は気きが、彼の目にもはっきりと見えるほどだ。

　赤々と燃えている蠟ろう燭そくの炎が、何かの拍子でさらに明るく大きく激しく燃え輝くことがある。

（今のリーザ様は、そんな蠟燭のようだ）

　ランツファルトはなんとはなしに、そんなことを思うのだった。
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　こちらは黒騎士隊──。




　黒騎士の率いる四百は闇に紛まぎれて山の斜面を這はうように進み、敵の夜営地に接近していった。

　漆黒の甲かつ冑ちゆうに身を固めた黒騎士は闇夜に同化してしまい、その巨体は味方の兵からも視認しづらいほどである。

　兵たちが木々の合間を縫ぬって静かに、慎重に斜面を進んでいく。

　眼がん下かには、間道沿いの狭小な空き地に張られたバイデリュンヘン軍の数多くの天幕が篝かがり火びに照らし出されている。

　それを目印に、兵たちは息を潜め、覚おぼ束つかない足下に注意しながら前進する。

　両手を空けておかないと、いざというときに体を支えられないから、復興軍の兵士は長なが柄えの槍やりを持っていない。

　みな弓や剣を背負っているだけだが、ただ一人、巨きよ漢かんの黒騎士は数本の槍を背に括くくりつけていた。

　全軍まとまって、ではなく、夜の闇の中を少数にばらけて接近するとなると、相互に連絡する手段がないため、奇襲する側は連れん係けいが取れない。

　全軍一斉に突撃、というわけにはいかないのだ。

　合図を送っても味方の兵には見えない。

　突撃の太たい鼓こを叩いたり鉦かねを鳴らしたりすれば離れた場所にいる兵にも伝わるが、逆に敵にも伝わってしまう。

　敵の陣営に殺さつ到とうする前にこちらの存在を知られては、奇襲の効果が半減する。

　そこで黒騎士は、数十人の兵を引き連れて真っ先駆けて敵陣に突撃することにした。

　自分の突撃を、部隊突撃の合図にしようというのだ。

　夜営地では盛大に篝火が焚たかれているから、突撃した黒騎士たちの姿は山の斜面からよく見えるはずである。

　敵陣に躍おどり込む黒騎士を突撃の合図として、潜んだ兵士が斜面を駆け下りる手て筈はずになっていた。

　この方法では、視し認にんできる場所に潜んでいる兵にしか黒騎士の突撃がわからないが、その向こうにいる兵は、直接、黒騎士の姿は見えなくても味方の兵が斜面を駆け下りていったことはわかるから、それを確認し次第、自分たちも突撃に移るのである。

　それを繰り返せば、遠くに潜んでいる兵も攻撃に加われる。

　池に投げ込んだ石によって水面を波は紋もんが伝わっていく様さまを想像してもらえばいいだろうか。

　どれだけ敏びん感かんに反応しても突撃に時間差ができてしまうが、次から次へと兵が湧わいて出る形になるので、むしろこのほうが効果的だと黒騎士は開き直った。

　万が一、味方の兵の突撃が予定よりも遅れたりすれば。

　黒騎士とその周りの兵が突撃しても、後続が来ないことになる。

　そうなったら、いくら敵の不意を衝ついたとしても、いくら黒騎士が強兵だとしても、突出した小部隊は敵に押し包まれ、討ち取られてしまうだろう。

　軍ぐん議ぎの席でコルネリアゥスにそれを指摘されたとき、黒騎士は笑ってこう応えた。

「夜姫様が命を懸けて敵の総大将を討とうとしているときに、俺が命を懸けないでどうする？」

　それは黒騎士の壮そう絶ぜつな覚悟の現れであり、エルゲン王国復興に懸ける彼の執しゆう念ねんの発はつ露ろでもあった。




　闇の中、斜面に膝ひざを落とした体勢のまま、黒騎士は持ってきた砂時計を見下ろした。

　やや大きめの砂時計は、およそ四し半はん時ときで砂が落ちきる。

　月が出ていれば、その位置を見てだいたいの時刻を知ることもできるが、生あい憎にくと今夜は雲に隠れたままだ。

　奇襲を開始する時じ機きを計るのはこの砂時計が頼りだった。

　夜姫と別れてから砂時計を引っ繰り返した回数を黒騎士は改めて確認した。

　次に砂が落ちきったときが突撃に移る時機となる。

　黒騎士は大きく息を吸い、吸った息を静かに吐き出した。
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　砂時計の砂が落ちきった。

　これで「日付が変わって半はん時とき」が経ったはずである。

　砂時計を捨て、黒騎士は静かに立ち上がった。

　闇夜にあっても圧倒的な存在感を放つ黒騎士のこと、一言も発しなくても周囲の兵はすぐに気づいた。

　兵たちは次々と立ち上がり。

　背にした剣を抜き放った。

　黒騎士は背負った槍の一本を手に取ると、周りに控えている部下たちを見回した。

　誰もが覚悟を決めた顔で頷き返す。

　それを見て黒騎士は斜面下方に向き直り。

「行くぞ」

　と一声かけて駆け出した。

　ギリギリまで敵に存在を気づかれたくないから、誰も喊かん声せいを上げたりしない。

　奇襲の先陣を切る兵たちは、無言のまま黒騎士を追って斜面を駆け下りていった。
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　闇の中から突然湧いて出たかの如き黒騎士に、陣地を見回っていたバイデリュンヘン軍の兵士は身動きを忘れ、その場で固まった。

　当然、奇襲部隊は所属を示すような物は何も持っていない。

　それはバイデリュンヘン側も同様だったから、兵は自分に向かって走り寄る巨漢が敵だとは認識できなかった。

　だが、味方にしてはおかしい。

　いったいなんだ？　と目を瞬しばたたいている兵の眼前で相手の持つ槍の穂ほ先さきが篝火の炎を受けて煌めいた。

　それが兵の見た最後の光景だった。

　黒騎士が槍を横よこ薙なぎに払うと、バイデリュンヘン兵の首が宙ちゆう高く飛んだ。

　盛大に血を噴ふん出しゆつしてゆっくりと倒れていくその敵兵に目もくれず、黒騎士は次の獲え物ものに迫った。

　槍を振り回した黒騎士が瞬またたく間まに数名の敵兵を討ち取ったとき、後続の兵が雪な崩だれ込んできた。

　奇襲は開始された。

　無言でいる必要はない。

　むしろ声を上げ、未いまだ山の斜面に潜んでいる味方の兵に奇襲が始まったことを知らせる必要がある。

　兵は雄お叫たけびを上げ、その場に居合わせたバイデリュンヘン兵に向かって斬りかかった。

　それでようやくバイデリュンヘン兵も、敵に襲われていることを実感する。

　慌てて剣を抜くが、見回りの兵は小隊単位だ。

　十名では抵抗すら叶わず、あっという間に全員が斬り倒された。

　見回りの小隊を全ぜん滅めつさせた黒騎士以下は、天てん幕まくが張られている場所めがけて走った。

　そちらにも数名の見張りの兵がいたが、何が起きているのかわからないまま、黒騎士の槍に貫かれ、首を刎はねられ、事切れた。

　深夜であるから、兵の多くは寝入っている。

　その上、強行軍でここまで急いだから兵は疲れている。

　黒騎士たちが天幕へと迫っても、起き出してくる兵はほとんどいなかった。

「篝火を奪って天幕に火を点けろ」

　黒騎士の命に、部下たちは篝火を入れた道具を持ち上げ、それを抱えて走った。

　そして手近の天幕に向かって放り投げる。

　たちまち天幕に火がつき、炎が上がった。

　天幕の中から次々と兵が転がり出てくるが、寝入りばなを叩き起こされた兵は武器も持っておらず、鎧よろいも着けていない。

　黒騎士隊の兵は、そんな敵兵を手当たり次第に斬って捨てた。

　燃える天幕の数が増えていき。

　武装をしていないバイデリュンヘン兵は辺りを逃げ回るだけでろくな反撃もできず。

　その場に宿営していた部隊は、ほぼ壊かい滅めつという有様となった。

　紅ぐ蓮れんの炎を上げて燃える天幕を見やり、黒騎士は静かに息を吐はく。

（これで夜姫様たちも奇襲の開始を知ることができよう。本隊が予定どおり攻撃を始めれば、この戦、もらったな。あとは）

　黒騎士は顔を巡らせ、険けわしい目つきで闇を見透かすように彼方かなたを睨みつけた。

（敵の総大将、リーザがいてくれることを願うだけ、だ）




　その頃になって、ようやく近くに宿営していた部隊が異変に気づいた。

「敵だ！」

「敵襲！」

「武器を取れ！」

　いち早く異変に気づいた隊長たちが大声で部下を叱しつ咤たする。

　見ればたしかに、少し離れたところで赤々とした炎が夜空を焦こがしている。

　兵たちは大慌てで鎧を着込み剣を取った。

「敵は少数だ。押し包んで討ち取れ！」

　隊長の号令で、その場の部隊が一丸となって駆け出そうとしたその瞬間。

　山の斜面で喊声が沸わき起こり。

　闇の中から敵兵が湧いて出てきた。

「こちらにもいるぞ！」

「向こうにもいる！」

「敵は少数じゃなかったのか！」

　駆け出した部隊は新たな敵の出現に狼狽うろたえ、統率が乱れる。

　ある兵はそのまま駆けていき。

　別の兵は出現した敵に向かい。

　一部の兵は臆して逃げ出し。

　部隊としての統率は失われたも同然だった。
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　少しだけ時間を戻そう。




　仮眠を取ったリーザが起き出してきたのは、一いつ時ときほど経った頃だった。

　すでに日付は変わっている。

　空は雲に覆おおわれたままで、隙すき間まから漏れる星明かりはあるものの、月明かりはない。

　雲があるおかげで気温はそれほど下がっておらず、寒さはあまり気にならない。

「何か変わったことはないか？」

　とリーザに訊きかれ、ランツファルトは、

「何もございません」

　と答えた。

　その直後だった。

　夜の闇の彼方で響どよめきが上がった。

　方角的、距離的に、リーザたちがいる第二部隊の前方だ。

「なんだ？」

　リーザもランツファルトも、周りにいた幕僚たちも、夜の闇を見透かそうとそちらに視線を向けた。

　が、何かが見えるわけではない。

　あちこちで篝火が焚かれてはいるものの、曲がりくねった間道は見通しが利きかない。

　最初は、リーザもランツファルトも幕僚たちも、明日の決戦を前に興奮した兵同士が喧けん嘩かでも始めたのかと思った。

　あるいは、篝火から飛んだ火の粉こが森の木々の枝葉に燃え移り、それを消そうと兵が消火活動を始めたのか。

　それ以外の可能性を、誰も思いつけなかった。

　しかし。

　響めきはやがて喊声や悲鳴に変わり、夜風に乗って剣けん戟げきの音までもが聞こえてきた。

　それでリーザは事態の深刻さを悟った。

「兵の喧嘩などではない。これは敵てき襲しゆうだ！」

　周囲にいた将兵が雷に打たれたように震え、硬こう直ちよくした。

　どうして自分たちの存在が露ろ見けんしたのか。

　いや、そもそも奇襲を受けるということは。

（露見したというより、かなり以前から把握されていなくては無理だ。こちらの機動が筒抜けだったというのか!?）

　さすがのリーザも愕がく然ぜんとして思考が停止する。

　周りの将兵は言わずもがなだ。

　その中で、真っ先にリーザが我を取り戻したのはさすがと言えるだろう。

「ランツファルト！」

　リーザの声は夜の闇を貫くほど凜り々りしく響いた。

　それで副官も我に返る。

「は！」

「直ただちに兵を起こせ！　武装させよ！　一箇所に集めよ！」

　振り返ったランツファルトが周囲に控えている幕僚たちに大声で指示を出す。

　ようやく幕僚たちも自分を取り戻し、リーザの命令を実行するべく散っていった。

　指揮所の周りにいるのはリーザの親しん衛えい隊たい、精鋭中の精鋭だ。

　すぐにリーザの周囲に集結を始めた。




　リーザのいる本陣には三百ほどの兵が詰めていた。

　それらの兵の大半は武装を解いていなかったため、集結するのに大して時間はかからなかった。

　しかし、離れた場所に夜営している部隊の兵たちは、まだ何が起きているのか正確に把握できていない。

　無理を重ねた行軍のツケが噴ふん出しゆつした恰かつ好こうだった。

　とはいえ、それは仕方のない面もある。

　主要街道沿いなら周囲は平原が多く、広い土地を宿営地に選ぶことも造ぞう作さない。

　だが、主要街道を進めば、どうしたって反乱軍側の人間の目に触れる。

　兵士に限らず農民や商人なども、未だ反乱軍が実効支配しているこの地域では、反乱軍に通じる者たちだ。

　帰属意識の薄い山の民とはわけが違う。

　正体不明の怪しい部隊を見かければ、即座に注進に及ぶだろう。

　だからリーザは、こうして間道を進まざるを得なかった。

　山間を通る狭い間道を三千という大部隊で進むのは、やはり無理がある。

　あるが、無理を押し通さなくては作戦成功は覚おぼ束つかない。

　自軍の存在を、自軍の機動を、敵から隠しておけるかどうかが成否を分ける要因だったのだから、リーザが無理をしたのも頷ける。

　勝利という果実を手にするためには、多少の無理をしなくては、多少の危険を覚悟しなくてはと決断したリーザだが、今やその危険が現実となって彼女を襲った。

（くそ。どこから漏れた!?　どうやって漏れた!?　誰に気づかれた!?）

　内心で歯がみし、舌打ちし、自みずからを罵ののしるリーザだったが、そんなことをしている場合ではなかった。

　作戦が漏れた原因を、別働隊の存在が明らかになった理由を考えるべきときは今ではない。

　この窮きゆう地ちを抜け出したあとで考えればいいのだ。

　今すべきことは。

（これが間違いなく敵の奇襲であるなら、この虎こ口こうから脱することだ）

　リーザは思考を切り替えた。

　目の前で起きていることに意識を集中させ、状況の把握と分析を行おうとする。

　喚声、怒号、悲鳴。

　そういったものはますます大きくなっている。

　火の手も上がっているようだ。

　剣戟の音も絶えることがない。

　ならば敵襲に間違いない。

　次は？

　敵の兵力を把握することだ。

（だが、しかし）

　リーザは地じ団だん駄だを踏みたくなった。




　夜襲を受けたとき、敵の戦力が不明なことほど厄介なことはない。

　夜襲をする側は、ほぼ相手の戦力を把握できている。

　しかし、夜襲を受ける側はまったく把握できないまま戦う羽目になる。

　そのことが兵の心理状態を危うくする。

　もしかすると敵は自軍に倍するような大軍で襲ってきたのではないかと、そんな疑心暗鬼に駆られる。

　冷静に考えれば、倍の兵力を持っているなら、何も好きこのんで夜襲をかけなくてもいいのだが、浮き足だった兵は冷静な思考ができない。

　的確な状況判断ができない。

　浮き足だった兵士には、闇の中から湧き出てくる敵兵は、実際の数よりもずっと多く感じられるだろう。

　恐慌を来きたした兵は、ふだんの半分の力も発揮できない。

　だからこそ、戦闘に際しては敵戦力の把握が何よりも重要なことだ。

　しかし、このように奇襲を決められてしまうと、敵の戦力を探っている暇がない。

　今さら物見部隊を出したところで敵の戦力は測はかれない。

　よしんば測れたとしても、物見部隊は戻って来られないだろう。

　リーザは敵の戦力を把握できないまま、この窮地を脱しなくてはならないことになる。

　敵戦力の把握が無理なら、次は何をすればいいか。

（敵の配置と敵の狙い、そして……）

　思考を巡らせかけたリーザは、

（いや違う！）

　と己を叱った。

（考えている場合ではないのだ。今は行動を起こすのみ。ここから脱出するために）

　どこへ逃げるとか、どうやって逃げるとか、それすら関係ない。

　どのみち、逃げる先は限られている。

　前か、後ろか、山の中か、だ。

　リーザは周りで右往左往している幕僚たちを大声で呼ばわった。

「脱出する。吾に続け！」

　その声で将兵たちが自制心を取り戻す。

「ランツファルト！　ランツファルトはいるか！」

　リーザの声に、隊長連に指示を与えていた副官が駆け戻ってきた。

「リーザ様、ランツファルトはここに！」

「すぐにここから脱出する。吾と共に参れ！」

「は！　で、どちらに？」

　視線を周囲に走らせていたリーザは、左手に広がる山の斜面を見上げたまま顔の動きを止めた。

「道の前後は敵が待ち受けているだろう。ならば山に逃げるしかない。敵は山にもいるだろうが、まだそちらのほうが脱出できる可能性がある」

「は！」

「行くぞ！」

　リーザは黒々とした闇に覆われた山の斜面めがけて身を躍らせると、彼女を追いかけて幕僚と兵が走った。

　リーザがその斜面を駆け上がったのは、たんにそちら側に夜営していたというだけにすぎない。

　そちらの斜面にはセンレリゥム隊が潜んでいて、まさにこれから突撃しようと身構えているところだった。
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　僅わずかな星明かりを頼りに急斜面を走るリーザの行く手で人の気配が湧いた。

　それも、一人や二人ではない。

　数十人、いや、もしかすると百人以上の気配だ。

（やはりこちらにもいるか。まぁ当然だな）

　今さら引き返すことはできない。

　引き返したところで敵の只ただ中なかにいることには変わりがない。

（であれば、眼前の敵を叩き、切り抜け、背後へ突破するのみ）

　事ここに及んでは策を弄ろうする必要もないとリーザは開き直った。

　リーザは走る速度を落とし、味方の将兵が追いつくのを待って大声を発した。

「前方の敵を斬り伏せ、突破せよ！　敵は多くない！　突破し、背後に抜け出て、そのまま走れ！」

　幕僚とその部下がリーザを取り囲むような隊形を取った。

　幕僚や隊長が兵に向かって絶叫している。

「前面の敵を突き崩せ！」

「突破して背後へ抜け出るのだ！」

「敵は薄い！　ひたすら突き崩せ！」

　リーザたちを追い抜いて、兵たちが走っていく。

　リーザを守って円えん陣じんを組むような隊形を取った一団が、兵たちのあとを追って動き出した。
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「敵の本陣に動きが出ました。どうやら奇襲を察知し、脱出を図っているようです！　その一部がこちらへ登ってきます！」

　報告を受けたセンレリゥムの決断は素早かった。

「そいつらを逃がすな！　追いかけて、押し包んで、討ち取れ！」

　センレリゥムに率いられた百名ばかりの兵が、山の斜面を駆け下り始めた。

　周囲にいた兵が次々と合流してきて、センレリゥムと共に駆ける兵は二百余りに増えていた。

　先頭を切って斜面を走るセンレリゥムは、すぐに敵の一隊を発見した。

「いたぞ！　あれだ！」

　鎧の形状その他からバイデリュンヘン軍だと思われるが、センレリゥムは念のため、予め決めてあった符ふ牒ちようを叫んだ。

「残ざん月げつ！」

　相手から答えは返ってこなかった。

「敵だ！　斬れ！」

　斬れといいながら、センレリゥムは硬こう化か法ほうで硬くなった拳を振り上げ、相手の顔めがけて殴りつけた。

　兜かぶとごと相手の顔がひしゃげ、兵は叩きつけられるようにその場に転倒した。













「合図の火を焚け！」

　センレリゥムに命じられ、側に控えていた直属の部下が手にした松明に火を点けた。

　松明の後端は鋭く尖らせてある。

　部下はその松明を手近の木の幹みきに突き刺した。

　同様に周囲の部下は松明に火を点け、手近の木や地面に突き刺していく。

　辺りは松明の炎に照らされ、少し見通しが利くようになった。

　その火ほ明あかりの中で、敵味方が入り乱れて切り結んでいる。

　明かりに照らされれば、味方の兵が腕に巻いた布きれが目印になる。

　いちいち合い言葉をかける必要もない。

　復興軍兵士は、目印を付けていない兵に襲いかかった。

　局面では互角の斬り合いになっているところもあるが、火明かりや剣戟の音、人の叫び声を頼りにセンレリゥム隊の残りの兵が集まってくると、均きん衡こうは崩れ出した。

（今ごろは本隊もこちらへ向かって駆けているはずだ。行ける！）

　センレリゥムは当たるを幸いとばかりに群がる敵兵を殴り倒した。
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「リーザ様、ここは吾らが支えます。お逃げください」

　親衛隊の隊長が叫んだ。

　闇を通しても、彼の顔が歪んでいるのがわかる。

　すでに戦闘は多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいといった局面になりつつあった。

　この場所で敵を押し返すのは不可能。

　であれば、敵に包囲される前にリーザに逃げてもらうしかない。

　親衛隊長は討ち死に覚悟で、時間を稼かせぐからその間かんに逃げてくれ、と言っている。

「貴公らの働き、吾は決して忘れない」

　とリーザが言葉をかけると、隊長は清すが々すがしく笑った。

「そのお言葉、末まつ代だいまでの誇りでございます」

　すぐに笑みを消した隊長は、リーザを促した。

「さ、お早く！」

「頼んだ」

　とだけ応え、リーザは身を翻す。

　僅かばかりの近習と副官ランツファルト、そして彼が率いている五十名ほどの兵だけを連れ、リーザは夜の闇の中に消えた。
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　夜姫は、敵の別働隊本隊が宿営していた場所に立っていた。

　すでにその場は夜姫隊が制圧しており、辺りにバイデリュンヘン軍兵士の姿は見当たらない。

　ランドルフ隊は後衛の一部と交戦中だが、今のところ問題なく防げている。

　本陣が制圧され味方が逃走したことを知れば、敵の抵抗も止むだろう。

　黒騎士隊は敵第二部隊の前衛を壊滅させた後、第一部隊の後衛を攻撃している。

　センレリゥム隊は逃げる敵を追って山中を追つい撃げき中。

　夜姫とスナイデルッラが率いる主力の半数も山に入って敵を追っている。

　今ここには主力部隊の半数が残っていた。




「夜姫様！」

　幕僚の一人が息せき切って駆けてきた。

「どうした？」

「捕らえた敵兵から尋きき出しましたっ！」

　夜姫の手前で止まった幕僚は、荒い息を必死で整えながら報告してきた。

「この別働隊を指揮していたのはリーザ公こう女じよに間違いないようであります！」

「そうか。でかした！」

　夜姫の声が弾はずんだ。

「スナイデルッラ！」

「ええ、夜姫様、あとはリーザを捕らえれば」

「そうだ。リーザを捕らえれば、敵の主力が無傷で残っていようと問題ない。吾が軍の大勝利が確定する」

　弾む声でそう言う夜姫に、スナイデルッラは冷静な声で返した。

「ですが、逃がしてしまえば」

「そうだな。リーザがシュバーヘンの街まで逃げ果おおせてしまうと、戦はまだ続くことになる。それは避けたい」

　夜姫は闇に包まれた山肌を見上げた。

「全部隊を投入して山狩りをしよう」

　夜姫は顔を戻し、伝令兵を呼んだ。

「黒騎士隊とランドルフ隊に伝えよ。リーザを討ち取ったと声こわ高だかに叫んで敵部隊に迫れ。それで敵は抵抗する気をなくして逃げていくだろう。敵が逃げたらそちらは追わずに、山へ入れ。リーザは山中を逃走しているだろうから、逃がさないように包囲して、なんとしてでも捕ほ縛ばくするのだ」

「はっ」

　夜姫の命令を復ふく唱しようした数名の伝令兵は、立ち上がると同時に身を翻し、その場から走り去っていった。

　夜姫はスナイデルッラに言った。

「この場を押さえておく必要もなくなった。ここには少数だけを残して、残りはすべて山狩りに投入しよう。どちらに逃げたかはわからない。吾は半数ほどを率いてあちら側を受け持つ」

　そう言って、夜姫は東側の斜面を指し示した。

「では、わたしは残りを率いてこちらを」

　スナイデルッラが西側の斜面に視線を向けた。

「頼んだぞ。もし見つからない場合は、ここに戻って来る」

「ご注意ください、夜姫様。リーザを守って落ち延びようとしている兵は死に物狂いで抵抗してくるでしょう」

「わかっている」

　二人は力強く頷き合い、隊長たちを呼び集めた。
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「敵主力の動きはどうか？」

　アイオリスの問いに、物もの見み部隊の隊長が答えた。

「こちらをゆっくりと追いかけてきています」

「ゆっくりとか」

「はい、ゆっくりと、です。追いついて決戦を……という動きではありません」

「ならば、こちらもこのままの速度で進軍していればいいな」

　と言って、アイオリスが隣にいるサンドリヨンスと赤あか騎き士しを見やると、二人は小さく頷き返した。

「それともう一つ、ご報告がございます」

「なんだ？」

「ライオネルの識しき姫き士し様からの使者が来ました」

「コルネはなんと言っている？」

「『シュバーヘンの街から敵部隊が出撃するのを確認した。だが、出撃した部隊に比べて街道に敵の姿が少ない。出撃した敵部隊がどこに向かったかは未確認。もしかすると迂う回かいして本隊の側面を衝つこうとしているのかもしれない。注意されたし』。以上が識姫士様からの伝言でございます」

「ふむ」

　アイオリスは顎あごに手を当てて考え込む。

「どう思う、赤騎士殿？」

「たしかにこちらの不意を衝こうとしている可能性もあるが……それより、餌えさに食いついたのではないかの？」

「わたしもそう思う。ヨンスはどうだ？」

「そうだね〜。可能性としてはそっちが高いよね〜。あたし、友だちを使って調べてみようか〜？　左側面から前方を〜。昼間なら鳥たちを使えば割と早く結果が出ると思うけど〜？」

「そうだな。念には念を入れておこうか」

「了解〜。じゃ、行軍の指揮を副長に委ゆだねてくる〜」

　サンドリヨンスはそのまま本陣を離れていった。

「では赤騎士殿、我々は行軍を再開させましょう」

「うむ、承知した」

　赤騎士も幕ばく僚りようを連れて自分の部隊へと戻っていった。

　それを見送ると、アイオリスは南西方向へ向き直った。

　今日は空気中の水蒸気量が少ないからか、視界はよく利きいていて、遙はるか遠くまで視認できる。

　エルゲン王国中部特有のなだらかな丘きゆう陵りよう地帯がうねるように続き、その彼方かなたには屹きつ立りつする山岳が遠えん望ぼうできた。

　そのさらに先のどこかに夜よる姫ひめと彼女が率いる別働隊がいる。

　自分たち主力に、ではなく、夜姫の別働隊にこそ、この戦争の勝敗が、祖そ国こくの未来が懸かっているのだ。

（どうか夜姫様の策が成功しますように）

　彼方を凝視したまま、アイオリスは何度も何度も心の中で祈り、願った。




　果たして彼女の祈りは、願いは、天に届くだろうか。
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　ライオネルの街へと南下する主要街道沿いに陣を敷いたミュラー将軍は、駆け込んでくる伝令兵がもたらす報告を受けていたが、未いまだに吉きつ報ぽうは届かない。

　上がってくる報告は、

「何も見つからず」

「敵部隊は見当たらず」

「次の索さく敵てき地域へ移行」

　というものばかりだった。

（まだ見つからんか。たしかに探す地域に比べて投入できる兵力が限られているから、そう簡単には見つからんだろうが、なんの痕こん跡せきもなしとは……しかし、スタンドルからの報告によれば、敵の幹部が明言したという話だったからな。ミニーチェが使っている手て駒ごまなら、出で鱈たら目めや誤情報を送ってくるはずもない。だったら、夜姫は間違いなく主力を離れているはずだ。もしかして）

　情報の解かい釈しやくを誤っているのではないか、という疑心がミュラーの中で頭を擡もたげた。

（リーザ様の隠おん密みつ機き動どうを察知した夜姫が、リーザ様を追い求めて主力を離れた。本当にそうなのか？　ほかの可能性は考えられないか？　例えば……そう例えば、空になったバルバリゥスを襲うとか）

　その可能性を思いついたミュラーは、思わず床しよう几ぎから腰を浮かせそうになったが。

（いやいや、それはないな。いくら守兵が少なくとも、いくら夜姫が剛ごう胆たんだとしても、千や二千の兵で陥おとせるとは思わないだろう）

　自らの思いつきを自ら否定し、ミュラーは浮かせかけた腰を床几に落とした。

　しかし、一度、脳のう裏りに浮かんだ可能性は、振り払っても振り払っても消えはしない。

　どころか、ほかの可能性も次から次へと浮かんでくる。

（敵の主力部隊から離れた振りをしただけで、じつは我が軍の主力を狙っているのではないか？）

　なるほど、反乱軍主力の後方から攻撃を仕掛けようとしたバイデリュンヘン軍主力の後方に襲いかかれば、たしかに主力は大混乱に陥るだろう。

（あるいは……隠しておいた部隊が出撃して、いま空になっているシュバーヘンをこそ狙っているのではないか？）

　なるほど、夜姫を見つければ味方の大勝利と思ったミュラーは、本来ならシュバーヘンに残すはずの部隊の一部までをも夜姫捜そう索さくのために投入した。

　シュバーヘンにはほとんど守備兵がいないから、襲われるとかなり際どいことになる。

（もしかすると、儂わしの部隊こそが狙いではないのか）

　シュバーヘンに隠しておいた部隊の存在を敵に察知されていたのだとすれば、あり得ないことではない。

　そしてその場合は、ミュラー自身、かなり危うい場所に立っていることになる。

　多数の兵を夜姫部隊捜索のために投入してしまっているから、いまミュラーの本陣には五百しかいない。

　街道沿いにも何部隊かを配置してあるが、それらの部隊はライオネルの街方面へ先行させている。

（近くに駆けつけられる友軍がいない状況で夜姫の部隊に奇き襲しゆうされでもしたら）

　あまり楽しくない未来が待ち受けていることになる。

（では、とりあえず先行させた部隊に合流するか？　だが、それだとスタンドルの主力と距離が開きすぎる。敵の主力が引き返してスタンドルの部隊を攻撃するようなことになったら、こちらの対応が遅れることになる）

　どれもが考えすぎなだけの気もする。

　しかし、一笑に付すこともできない。

　戦場では細心の注意を払うべきなのだ。

　注意を払わないため一いつ敗ぱい地ちに塗まみれた猛もう将しようをミュラーは何人も知っている。

　しかし。

　戦場では考えなくても負けるが、考えすぎた挙げ句、臆おくしても負けるのだ。

　ミュラーは、果たして今、自分が考えすぎているのかどうかわからなくなってきた。

　思考の迷路に迷い込んだミュラーは、効果的な決断ができないまま、その場に留まり続けた。
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「南下している伏ふく兵へい部隊のその後の動きはどうですか？」

　ライオネルを預かったコルネリアゥスは、配下の情報収集部隊の責任者に訊きいた。

「は。何部隊かの所在を把握できました」

「どこにいましたか？」

「街道を離れて、山やま間あいの間かん道どうを南下しております」

「こちらに向かっていると？」

「はい」

（では、密かに迂う回かい機動して、アイオリスたちの主力を襲おうというのではない？）

「向かっているのは確かです。が」

「が？」

　相手の口ぶりに引っかかったコルネリアゥスは先を促うながした。

「何か気になることがありましたか？」

「急いでこちらに向かうという歩き方ではなく、何かを探している、そんな歩き方なのです。中には間道を離れ、山中に踏み込んでいく部隊もありました」

　コルネリアゥスは部下の報告を聞いて考え込んだ。

（敵の動きは何を意味しているのかしら。探しているとしたら、何を探している？）

　そして彼女は思い至った。

　敵は主力を離れたという夜姫部隊を探しているのだということに。

（夜姫様が主力にいないことを誤ご魔ま化かそうとしてアリスが話した内容が、さっそく敵に漏もれ伝わったわけね。バイデリュンヘン軍の情報収集能力、なかなかどうして、大したものではありませんか）

　コルネリアゥスは皮肉の笑みを浮かべた。

（おかげで敵は夜姫様率いる別働隊の探索を始めた。まったく見当違いの場所で）

　であれば、シュバーヘンの伏兵部隊がライオネルの街を攻撃してくるという虞おそれは当面なくなったと言える。

（どうやら夜姫様の部隊が敵別働隊と決着をつけるまで、この街は安あん泰たいになったみたい。であれば）

　顔を上げたコルネリアゥスは、責任者に向かって言った。

「引き続き敵の動きを探ってください。敵に少しでも怪しい動きがあれば、すぐに報告を入れてください」

「承知いたしました」

　コルネリアゥスは自分の執しつ務む机づくえに戻り、書類の山に手を伸ばす。

　識姫士の執務室では、彼女の補佐官たちが同じように書類を繰って、内容を検討し、問題がなければ署しよ名めいをして次へ回している。

　その作業を横目で睨みながら、コルネリアゥスはこの先のことを考えた。

（我が軍が勝利したら一度ゲーリンゲンの街へ戻りたいところね。わたくしが直接動くことはできないけれど、ゲーリンゲンまで行けば、レオンハゥトなら動けますし。一日くらいなら継けい続ぞくして動けるだけの魔力は注そそげるようになっていますから、彼女にドレスドゥド医士の屋敷を探らせれば何か出てくるかもしれない……いえ、どうでしょうね。新生エルゲン王国の仕事をほったらかしにしてゲーリンゲンの街に出向くのは、夜姫様やアリスの注意を引きそうだから不ま味ずいわね）

　やはり自分が動くのは得策ではないだろうとコルネリアゥスは考え直した。

　そして結局、思考は袋小路に嵌はまってしまう。

　夜姫の正体を暴く手立てが見つからない。

（何か……何か新しい展開が生まれないかしら。わたくしが動くきっかけになるような新しいきかっけが）

　机の上に山と積まれた書類をぼんやりと見やったまま、コルネリアゥスはそんなことを考えるのだった。
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　呼び集めた鳥たちに上空から敵を探るようにと頼んだサンドリヨンスは、連れてきた狼たちも森に放った。

　そうして彼女は一人、山中に留まり、鳥や狼たちが戻ってくるのを待っていた。

　彼女の傍かたわらには巨大な灰色熊が蹲うずくまっている。

　鎧の上に毛皮を羽は織おったサンドリヨンスは、ごろりと山の斜面に仰向けに寝転がった。

　空は薄雲に覆われているが、ところどころに隙すき間まがあって青空が覗のぞいている。

　森を吹き抜ける風は爽さわやかで、聞こえるのは梢こずえの揺れる音くらい。

　なんとも長閑のどかな雰囲気だった。

「は〜〜、伸のるか反そるかの大おお戦いくさの最中だってのを忘れそうになるね〜」

　ここはこんなに平和な雰囲気なのに、そのすぐ向こうでは殺さつ伐ばつとした殺し合いが行われているというのが、なんとも不思議な感じだった。

「こんな雰囲気に浸ひたっていると、戦なんかどうでもいい気がしてくるね〜。いや、してきちゃ駄目なんだけど〜。なんか眠くなってきちゃった〜」

　サンドリヨンスの独り言を聞きつけた灰色熊の耳がピクリと動いた。

　熊は片目を開いたが、すぐにまた目を閉じてしまった。

「は〜、昼寝しちゃおっかな〜」

　灰色熊に釣つられるようにサンドリヨンスが目を閉じた直後、遠くのほうで鳥の囀さえずりが聞こえ、彼女は跳ね起きた。

　放はなった鳥たちの何羽かが戻ってきたようだ。

　待つほどもなく数羽の鷹たかが戻ってきた。




「人の集団は見当たらず」




　鷹の囀りを敢えて人語に訳せば、そうなるだろうか。

「ご苦労様〜」

　サンドリヨンスは用意しておいた獣けものの肉片を鷹に与えた。

　鷹たちは餌えさを啄ついばむと、満足そうに飛び去っていく。

　それと入れ替わるように、次の一団が飛来した。

　その後、索敵に出ていた鳥たちが次々と舞い戻ってきたが、どの鳥の報告も同じで、少なくとも敵の部隊は近くには見当たらないようだった。

「念のため、場所を変えて探ってみるか〜」

　狼たちの帰き還かんを待って──やはり彼らも何も見つけられなかった──移動したサンドリヨンスは、同じようなことを繰り返したが、結局、敵の部隊はどこにもいないことが確認できた。

　三度の移動を繰り返したサンドリヨンスは、そこで鳥や獣による索敵を中止した。

　森を出て丘陵地帯に立ったサンドリヨンスは、周囲を見渡して呟つぶやいた。

「どうやら敵の伏兵がこちらに向かっているかもっていうコルネの危き惧ぐは思い過ごしだったようだね〜。といっても、あたしの友だちの索敵はカオルゥが率いてるシノビたちほど正確じゃないけどね〜。そういえば」

　サンドリヨンスは、無口で無ぶ愛あい想そうな仲間の顔を思い起こす。

「あのあとカオルゥの奴、急にゲーリンゲンの街へ向かったけど何しにいったのかな〜。夜姫様の露つゆ払はらいってわけでもないみたいだしな〜。街に残ってる留守居役への伝言ならわざわざカオルゥを使わなくてもいいわけだしね〜」

　軽く首を捻ひねったサンドリヨンスだが、すぐに、ま、いっか〜、と呟いて灰色熊の名を呼んだ。

　のそりと巨体を持ち上げた熊が、サンドリヨンスの下もとへゆっくりと歩み寄ってくる。

「次に会ったとき、訊いてみれば〜」

　灰色熊の大きな背中に跨またがった彼女が熊の耳みみ許もとで何事か囁くと、その巨体に似合わぬ軽かる々がるとした身のこなしで熊が走り出した。

　灰色熊は森に走り込み、木々のあいだにその姿を消した。




　結局、サンドリヨンスがカオルゥに疑問を質ただす機会は巡ってこないままだった。
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　グライルゼフトへと向かうアイオリス率いる主力部隊は、進んでは止まり、止まっては進みを繰り返していた。

　あまり先へ行ってしまうと、後ろを追いかけてきている敵の主力部隊と距離が空いてしまう。

　それでは、もし敵主力が取って返してライオネルの街へ向かった場合、後詰めが遅れてしまう。

（コルネがいるのだ、敵が主力を差し向けたとしても、そう簡単にライオネルが陥おとされることはないだろうが）

　とは思うものの、敵の出方によって臨りん機き応おう変へんに対応しなくてはならない。

　アイオリスとしては、敵の動きにかまわず自分たちだけ先に進む、ということはしたくない。

　そこでこうして、あまり進みすぎず、かといって敵主力との距離が詰まらないようにのろのろと行軍しているのだった。




　そうしているうちに、サンドリヨンスが戻ってきた。

「主力以外の敵はいないね〜。少なくとも、シュバーヘンの街からこちらに向かう地域にはね〜」

　というサンドリヨンスの報告を聞いたアイオリスは、そうか、と応えてサンドリヨンスの労ろうを労ねぎらった。

「ということは、コルネリアゥスが心配するような事態は考えなくてもよさそうだな。ご苦労だった、ヨンス」

「いや〜、実際に働いたのは、あたしじゃなくて友だちだからね〜」

「その友だちを働かせたのはおまえの働きだろ？」

「まぁ、そうだけど〜」

「だからおまえを労っている。わたしはおまえの友だちとは話せないからな」

　アイオリスはそう言って軽く笑ったが、すぐに笑みを消して真面目な顔に戻った。

「どうやら、すべてが想定どおりに進んでいるようだ。いや、想定以上に上う手まく進んでいるのかもしれない。あとは」

「あとは〜」

「そうじゃの、あとは」

　アイオリス、サンドリヨンス、赤騎士は互いに顔を見合わせ、頷き合った。

「夜姫様が敵の別働隊を討ち破ってくだされば、この戦、我らの勝利が決まる」

「夜姫様の様子がわからないのはもどかしいのう。いま、この瞬間に敵と干かん戈かを交えているやもしれんというに」

　赤騎士がそうぼやくと、アイオリスが、

「仕方がありませんよ」

　と彼を宥なだめた。

「我々はこのまま敵とつかず離れずを保ちつつ、夜姫様からの戦せん勝しよう報告を待ちましょう。なに、それは間違いなく一いち両りよう日じつのうちに届きます」

　胸のうちに湧わき上がる微かすかな不安を無理やり抑え、アイオリスは確固たる口調でそう言った。

　赤騎士に言ったというより自分に言い聞かせただけかもしれないが、赤騎士は、そうじゃの、と頷いた。

「儂わしらは、それを信じて自分にできることを熟こなすしかないの」




　この時点で、すでに夜姫率いる別働隊とリーザ率いる別働隊の勝敗は決していた。

　アイオリスたちがそれを知るのは、この翌日のことだった。
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　地理不案内のリーザたちは、敵の追つい撃げきを振り切れなかった。

　夜が明け、辺りが見通せるようになる頃には、山中は反乱軍の兵士で溢あふれ返っていた。

　敵に追いつかれそうになる度たび、リーザを守っていた兵たちが時間を稼かせごうと敵を迎え撃ち、その都つ度ど、リーザの周りから兵が減っていく。

　今やリーザを守る兵は二十名余りしかいなかった。

　一行は大きな尾お根ねの斜面を必死で登っていた。

　夜が明けた今、尾根の上まで登れば周囲の地形が確認できるはず。

　地形が確認できれば、どちらへ逃げていけばいいかがわかる。

　しかし。

　尾根の上まであと少しというところで、一行は敵兵に遭そう遇ぐうした。

　敵は二個小隊で、最初はリーザたちのことを友軍と誤認していたらしく、警戒もせずに近づいてきた。

「リーザ様！」

　敵に気づいた副官ランツファルトが振り返った。

「後方からは敵部隊が迫っているから引き返すのは無理だな。であれば、強行突破するのみだ」

　というリーザの言葉を受け、周りの兵が一斉に抜ばつ刀とうした。

「おい、どうした？　見つけたか？」

　などと声をかけながら尾根の上から数人の兵が下りてくる。

　リーザたちの存在は把握したが、木々が邪魔をして、はっきり視認できていないのだ。

　リーザも腰の剣を抜いた。

「行くぞ」

　リーザを守ろうと、ランツファルトが彼女の前に立った。

「蹴け散ちらせ！」

　ランツファルトの声に、兵たちが斜面を駆け上っていった。
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　山狩り中の復ふつ興こう軍ぐん兵士は、いきなり斬りかかられ、ようやくそこにいたのが友軍の兵などではないことに気づいた。

「敵だ！　敵がいるぞ！」

　だが、気づくのが少し遅かった。

　兵はほぼ同数で相手は疲ひ弊へいしているのだから、ふつうなら復興軍側が有利なはずだが、完全な不意打ちの形となったため、有利さは消し飛んだ。

　その上、バイデリュンヘン側はリーザを守り逃がすために全員が命懸けである。

　復興軍側の兵士も、総大将を捕ほ縛ばくすれば莫ばく大だいな報ほう賞しよう金きんが約束されているから兵は目の色が変わっているのだが、そんな彼らも、まさか目の前にいるのが総大将だとは思っていない。

　双方の士気に大きな差があるのは否いなめず、ほぼ同数にも拘かかわらず、復興軍部隊はあっという間まに非ひ勢せいに陥った。

　いきなり斬り合いになったため、仲間を呼ぶところまで気が回らず、復興軍側はたちまち数名が斬り倒された。

　しかし。

　斬り合っているうちに、復興軍兵士の小隊長の一人がおかしなことに気づいた。

　相手の中心にいる者の兵装がやけに立派なのだ。

　輝くような白しろ銀がねの鎧に意い匠しようを凝らした立派な兜かぶと。

　周りの兵は明らかにその者を守って戦っている。

（ということは。あいつ、バイデリュンヘン軍の偉い奴なんじゃ？）

　さすがに最高司令官だとは思わないが、それでも目の前にいるのが最高幹かん部ぶ級の大物なのではないか、ということに思い至った。

「あいつだ！　あいつを狙え！　あれは大物だぞ！」

　その声に、全員がリーザに注目した。

　なるほど、たしかに一般兵とは兵装が違う。

　雰囲気が違う。

　存在感が違う。

（たしかに大幹部だ！）

（あれを討ち取れば莫大な恩おん賞しようが！）

　数名の兵がリーザめがけて突進する。

　突進した兵の前にランツファルトが立ち塞ふさがった。

「下げ郎ろうめがっ！」

　リーザに駆け寄ろうとした兵が二名、ランツファルトに斬り倒される。

　周りで斬り合っていた敵兵も集まってきて、復興軍兵士はたちまち押し返された。

「弓だ。弓で狙え」

　自らも弓を構えた小隊長の命に、弓を持参している兵は急いで剣を鞘さやに戻し、弓矢を取り出した。

　前方では敵味方が入り乱れて斬り合っているため、矢の狙いが付けられない。

　小隊長は横へと回り込み、射線を確保すると、矢を番つがえ、放った。

　矢は狙いを過たずにリーザめがけて飛んで、見事に命中した。

　しかし、鎧を射い貫ぬくほどの威い力りよくはなかった。

　鎧に当たった鏃やじりが金属音を立てて撥はね返される。

　撥ね返したものの、リーザの体にはそれなりの衝撃が走る。

　体重の軽い彼女は矢が当たった衝撃で横へよろめき。

　リーザは倒れまいとして左足をずらし、踏ん張ろうとした。

　ところが。

　彼女の左足裏が石ころの上に載ってしまった。

　左足がずるりと滑すべる。

　左の足首がおかしな方向に曲がり。

　彼女は体を支えきれずに地面に倒れ込んだ。

「リ……様っ！」

　思わずリーザの名を呼びそうになったランツファルトは、すんでのところでそれを呑のみ込んだ。

　彼は矢を撃った兵の下もとへ一直線に駆け寄り、相手が剣を抜くよりも早く、相手の喉のどを突き刺した。

　倒れ込んだリーザを見てバイデリュンヘン軍の兵たちは怒りを滾たぎらせ、狂ったように剣を振るった。

　ランツファルトも鬼き神じんの如ごとく剣を振るい、一人でさらに四人を斬り倒した。

　復興軍兵士が全ぜん滅めつするのに、さほど時間はかからなかった。

　ランツファルトは倒れたまま足首を押さえ呻うめいているリーザの下へ駆け寄る。

「大丈夫ですか、殿下!?」

「足首を捻ひねった。が、問題ない」

　気丈に笑って立ち上がろうとしたリーザだが、左足に体重がかかったとたん、顔を歪ゆがめて腰を落としてしまう。

（不味いな。敵はそこかしこにいる。ここに留まっていれば、やがて包囲されてしまう。しかし殿下のご様子では走るどころか、歩くのも難しそうだ）

　絶望的な状況に目眩めまいがしそうになるランツファルトだが、それで諦めてしまうような彼ではない。

「失礼いたします、殿下」

　ランツファルトはリーザの長ちよう靴かを脱がしにかかった。

　脱がせてみると、リーザの左足首は赤く腫はれ上がっていた。

　よくて捻ねん挫ざ、悪くすれば骨にひびが入っているかもしれない。

（これでは歩くのは無理。ならば）

　ランツファルトはリーザの顔を覗のぞき込むようにして言った。

「失礼とは思いますが、殿下を背負わせていただきます」

　ランツファルトが思い詰めた顔をしていたのだろう、リーザは小さく笑うと、頼む、と応えてきた。

「……が、鎧のままでは背負えないな。みな、吾われの鎧を脱がしてくれ」

　ランツファルトの肩越しに心配そうに覗き込んでいた兵たちが、戸惑った顔で互いを見やっている。

　いくらリーザから言われても、大公息女の鎧に手をかけるのは障しよう害がいが高すぎる。

　とくに男の兵にとっては。

　リーザは彼らの背後に控えていた二人の戦せん陣じん侍じ女じよを呼んだ。

「セナ、ライラ、脱がしてくれ」

「はい、公ひ女め様」

　軽装鎧に身を包んだ戦陣侍女が進み出て、リーザの傍かたわらに跪ひざまずく。

「男衆はあちらを向いていてくださいね」

　とセナに言われ、ランツファルト以下、兵たちは慌ててそっぽを向く。

　セナとライラは手際よくリーザの兜を外し、鎧を脱がしていく。

　鎧の下に着込んでいるやや厚手の帷かた子びら姿になったリーザに手を貸し、セナとライラで公女を立ち上がらせた。

「ランツファルト様」

　名を呼ばれてランツファルトが振り返ると、帷子姿のリーザが両肩を戦陣侍女に支えられて立っているのが目に入った。

　帷子の丈は短く、剝き出しになったリーザの白い太ふと腿ももが眩しくて、ランツファルトは思わず目を逸そらせてしまう。

「何をしている。吾を背負ってくれるのではないのか？」

　とリーザに催さい促そくされ、ランツファルトは恐る恐る視線を公女に向けると、彼女はおかしそうに笑っていた。

「おまえが言い出したことだろう、ランツファルト。何を躊躇ためらっている？」

「あ、いえ、はい、ですが」

「早くしてくれ。肩を支えられていても、立っているのは辛いのだ」

「申し訳ありません」

　一礼したランツファルトは急いで手甲を外してリーザの前に進み出ると、体を回してその場に跪いた。

「鎧のままで大丈夫でありますか？」

「問題ない。おまえが吾の足をしっかりと保持してくれればな」

「では、どうぞ」

　セナとライラは、支えているリーザの体をランツファルトの縦に長い背中に預けた。

　リーザが両手をランツファルトの首に回し。

　ランツファルトはリーザの太腿を両手で持ち上げるように支え、静かに立ち上がった。

　両の掌からリーザの体温が伝わってくる。

　ランツファルトは自分の体温が一気に上昇するのを感じた。

「重くはないか？」

「羽う毛もうを背負った程度であります」

　リーザは、またくすりと笑った。

「そこまで軽くはないつもりだがな」

　いざというときに備そなえ、リーザが脱いだ鎧を抱えた二人の戦陣侍女が露つゆ払ばらいをするようにランツファルトの先に立つ。

　兵たちはリーザを背負って歩くランツファルトを取り囲むような隊形になり。

「では行きます」

　ランツファルトはリーザを背負ったまま、軽々と斜面を登り始めた。
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　半時ほどかけて尾根の上まで登り切ったランツファルトたちの行く手を、切り立った断だん崖がいが阻はばんだ。

　垂直に近い断崖を覗き込めば、下は目も眩くらむ千せん尋じんの谷。

　手て負おいの者ではとうてい下りられない。

　リーザを背負ったままでは、ランツファルトにも無理だろう。

　誰もが呆然とした顔で立ち尽くすが、その間も、遠く近くで敵兵の呼び合う声が聞こえてくる。

　谷に逃げられない以上、尾根伝いに上に進むか下に進むか、元来たほうへ戻るかという選択肢しかない。

　だが、下方には敵兵が充満している気配が感じられる。

　先ほど全滅させた部隊を探して反乱軍部隊が集まってきているのだろう。

　かといって、尾根を上に進んでも下に進んでも、どこかで敵と遭遇するのは確実。

（いや。ともかく上へ上へと逃げて、山を一つ二つ越えれば敵の密度も薄くなるだろう。問題は）

　ランツファルトは皆を見回した。

　問題は、全員が疲労困こん憊ぱいだということ。

　しかもランツファルトはリーザを背負っている。

　今度斬り合いになったら突破は叶わない。

　押し包まれて全滅するのみ。

　もはや事ここに至っては逃げ切れない。

　状況を冷静に分析したリーザは、そう覚悟を決めた。

「ランツファルト、いったん吾をそこへ下ろせ」

　すぐにも駆け出したかったランツファルトだが、リーザに何か考えがあるのかと思い、彼は手近の岩に背を向け、静かに腰を屈め、リーザを支えていた両手を離した。

　二人の戦陣侍女は、運んできた鎧や長ちよう靴かをリーザの足下に置いてから下がった。

　岩に腰を下ろしたリーザは、付き従っている配下全員を呼び集めた。

　配下はすぐに集まってきて、リーザに対して膝を落とした。

　数えてみると、集まったのはランツファルトを含めて二十二名だった。

（五千の兵を率いて乗り込んできた吾が……最後は二十二名か）

　五千の兵を従え意い気き揚よう々ようとバルバリゥスへと入城したのはついこのあいだだったが、リーザには遙はるか昔のことのように思えた。

（人の運命など、しょせん女神の賽さいの目次第、か）

　リーザは諦てい観かんにも似た感情に包まれる。

　不思議と怒りや悔かい恨こんは湧いてこなかった。

「ランツファルト、おまえはまだ行けるか？」

「もちろんでございます、殿下」

　顔を上げた副官の目は爛らん々らんと輝いている。

　彼の闘とう志しは些いささかも衰えていないように見えた。

「殿下を背負って走ることもできます。殿下を背負ってその谷を下りることも問題なくできます」

　リーザは小さく笑って、そうか、と言った。

　だが、ランツファルトの言葉が強がりなのはリーザがよく知っている。

　自分を背負ったままで、この密度の敵の中を逃げ切れるはずがない。

　自分を背負ったままで、この断崖絶壁を下りられるはずがない。

（ならば。ここで吾がすることはただ一つ。敵の虜りよ囚しゆうとなることだけは許されない）

　リーザは改めて、自分に最後まで付き従ってきた二十二名の兵と家か臣しんを見回した。

　リーザの視線は、一人一人の顔を記憶に刻み込むように各人のところで留まり、そして次へ動いていく。

（ランツファルト。ユージン。ナバリス。フィッツァー。そしてセナ、ライラ……）

　若い兵たちの名をリーザは知らなかった。

「吾にそなたらの名を教えてくれ」

　リーザに乞われた若い兵たちは跳ねるように立ち上がると、背筋を伸ばし、名乗りを上げていく。

「エゥベゥトであります！」

「フォッファーであります！」

「ギルシュタインであります！」

「バッファであります！」

「リンツェであります！」

「リューベックであります！」

　十六名の兵が次々に名乗りを上げると、リーザは彼らに微笑んだ。

「最後まで吾に、大たい公こう家けに忠ちゆう誠せいを尽くしてくれて礼を言う。ありがとう」

　リーザは兵たちに向かって頭を下げた。

「恐れ多いお言葉でございます」

「頭をお上げください」

「まだ我らの任務は終わっておりません」

　兵たちは悲ひ壮そうな覚悟を胸に秘め、リーザに応えた。

　逃げるための時間を稼かせげとリーザは言うのだろうと彼らは思った。

　時間稼ぎ。

　それは、ここで死ねと言うにも等しい命令だが、兵たちは誰一人、不平も不満も口にしなかった。

「リーザ様のためなら、喜んでこの命いのち、捨てましょう！」

　兵の中でも年長の小隊長がそう言うと、他の兵も、おお！　と賛さん同どうの声を上げた。

「命令をください」

「我ら、リーザ様のためならどのような命めいにも従います」

「そうか」

　リーザは微笑んだまま言った。

　彼女が口にしたのは、兵たちの予想を裏切る命令だった。

「では、逃げ延びよ」

「……は？」

　誰もがぽかんと口を開け、阿あ呆ほうのようにリーザを見つめている。

「聞こえなかったか？　では、もう一度、命じる。吾に従うのはここまでだ。諸君らはよくやってくれた。あとはなんとしても逃げ延び、吾のことをミュラーやスタンドルに伝えよ。それが諸君らの任務だ」

「な……何を仰いますか!?」

「我らは最後まで公ひ女め様に！」

　リーザの表情が一変した。

　厳きびしい顔で、睨ねめつけるような険しい視線を兵たちに向ける。

「どのようなものでも、吾の命に従うのではなかったのか!?」

「……」

　リーザの迫力に、誰もが押し黙る。

「吾の命に従わぬ者は軍ぐん紀き違い反はん者しやとして処罰するぞ」

「で、ですが」

「どのみち吾はこの怪我だ。逃げられはしない。ならば、諸君が吾のために死ぬことはない。もっとも、そう簡単に逃げられる状況ではないが、足手まといがいなくなれば、多少なりと可能性は上がるだろう」

　兵たちのある者は天を仰ぎ、ある者は地に伏し、ある者はその場で俯うつむいたが。

　態度こそばらばらだったが、皆に共通していたのは泣いていることだ。

　誰しもが声を殺して嗚お咽えつした。

　兵だけではない。

　リーザの家臣であるユージン、ナバリス、フィッツァー、戦陣侍女のセナ、ライラも、溢れる涙で頰を濡らしながら歯を食いしばっている。

「どうした？　早く行け。遅れれば遅れるほど逃げ切れる可能性が低くなる」

「皆、リーザ様の命に従え」

　ランツファルトの声に押し出されるように、兵たちはのろのろと動き出した。

　その背中にリーザの声がかかった。

「走れ。そして伝えよ。リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンは大公息女らしく勇ゆう敢かんに戦い、そして大公息女らしく潔いさぎよく散ったとな」
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　残ったのはリーザの家臣であるユージン、ナバリス、フィッツァー、戦陣侍女のセナとライラ、そして副官のランツファルトの六人だった。

　リーザは、

「最後まで殿下と共に」

　と言い張るユージン、ナバリス、フィッツァーも無理やり去らせた。

　最後に残ったのはランツファルトと、セナ、ライラの三人だった。

「リーザ様」

「なんだ、ランツファルト？」

「恐れながら、リーザ様を我が背中に縛りつけさせてください。そうすれば、この崖を下りてご覧に入れます」

　というランツファルトの申し出をリーザは一笑に付した。

「そんな曲芸もどきができるのなら、おまえは軽かる業わざ師しになったほうがいい」

「ですが！」

「それよりランツファルト、おまえに最後の命を下す」

　ランツファルトはリーザがその先を言うのを遮さえぎろうと声を上げる。

「リーザ様、なりません！」

　とたんにリーザの眉が跳ね上がった。

「大声を立てるな！　敵に聞かれたらどうするつもりだ!?」

「も、もうしわけございません」

　リーザはいつもの凜り々りしい顔に戻って言った。

「吾は大公家の者として、敵の虜囚となるわけにはいかない。逃げられないのなら」

　そこで一拍おいて、リーザは吐き出すようにその言葉を口にした。

「ここで死ななくてはならない」

　ランツファルトもセナもライラも、リーザから顔を背け、強く唇を嚙かみ、溢れる涙を拭ぬぐった。













「吾の首を刎はねよ、ランツファルト。ただし、首を敵に奪とられてはならぬぞ。とはいえ、吾の遺い骸がいを燃やす暇も埋める暇もない。そこの崖から谷に投げ込めばよい」

　リーザからそう言われても、ランツファルトは動かない。

　いや、動けない。

「どうした？　時間がないのだぞ。ここにもやがて反乱軍の兵どもが押し寄せてくる。おまえが吾を斬ってくれないと、吾は敵に捕らわれ、引っ立てられることになる。吾はそれでは困るのだがな」

　顔を上げたランツファルトは声を絞り出した。

「なんと言われようと、殿下を手にかけることなど、わたしにはできません！　それよりも！　どうかもう一度、わたしの背中に！　この命に替えましても、敵中を突破してご覧に入れます。その崖を下りてご覧に入れます」

　セナとライラも、リーザに躙にじり寄った。

「わたくし共もお手伝いいたします。この命に替えて公ひ女め様をお守りいたします。どうかお気を強くお持ちください！」

　リーザの顔がふっと綻ほころんだ。

「そうか。そうだな。無理を言って悪かった、ランツファルト」

　リーザは静かに立ち上がった。

　左足に体重が乗った瞬間に小さく顔を歪めたから、足首の状態はかなり悪いのだろう。

　ランツファルトは、リーザが立ち上がったので、もう一度、自分の背に乗ってくれるのかと思った。

　だが。

「今まで吾によく仕えてくれた。ランツファルト、セナ、ライラ、礼を言うぞ。おまえたちは必ず逃げよ。それが吾の命令だ」

　それが、三人が聞いたリーザの最後の言葉だった。

　跪く三人の前で、いきなりリーザは走った。

　左足首には激痛が走っているだろうに、それに耐え、崖に向かって駆け寄ると、走る勢いのまま右足で踏み切った。

　足首に怪我をしているリーザがいきなり走るとは思ってもいなかった分、ランツファルトの反応が遅れた。

「リーザ様っっ！」

　彼が立ち上がったときには、リーザの体はすでに宙に浮いていた。

　ランツファルトの中で時間が止まった。

　リーザの体は空中に留まったままのように思えた。

　崖下に身を投げたのではなく、空に向かって飛ひ翔しようしようとしている。

　ランツファルトにはそう思えた。

（そうだ。空を飛んで逃げれば敵に捕まることはない。リーザ様なら、それができる）

　ランツファルトの夢想はすぐに破れた。

　容赦ない現実が彼を襲う。

　宙に浮かんだリーザの体は天空へと羽ばたくことなどなく、すぐに落下を始めた。

　その刹せつ那な。

　リーザの口くち許もとが微かに動いた。

　果たして彼女はなんと言ったのか。

　その言葉がランツファルトの耳に届くことはなかった。

「リーザ様ぁあっっ！」

　敵の存在も忘れて叫んだランツファルトは、崖の縁ふちまで駆け寄り、手を伸ばす。

　けれどそのときには、すでにリーザの体は遙か下方へと落ちていた。

　ランツファルトは崖下を覗き込む。

　斜度は垂すい直ちよくに近いが、至る所に出っ張りがあり、へばりつくように木も生えている。

　それを見てランツファルトは即座に決心した。

「セナ、ライラ」

「はい、ランツファルト様」

「リーザ様のお体を野の晒ざらしにしてはおけない。わたしはここを下りてリーザ様のお体を回収する。故国へのご帰還が無理なら、せめて埋まい葬そうして差し上げなくては」

　ランツファルトは、いつもの冷静で忠義心に厚いリーザの家臣に戻っていた。

「では、わたくしもお供いたします」

「わたくしも」

　二人の戦陣侍女は眦まなじりを決してそう応えた。

「危険だぞ？」

　セナは薄い笑みを浮かべ、不敵に言った。

「敵に捕まれば、わたしもライラも嬲なぶり殺しになるだけです。それに比べれば、崖から転げ落ちる危険のほうが遙かにマシでありましょう」

「そうか。ならば」

　立ち上がったランツファルトは、自分の鎧に手を伸ばす。

「急いで鎧を脱げ」

「はい」

　鎧を脱いで身軽になった三人は、崖下を覗き、下る経路を脳裏に思い描くと、足場に足を載せ、慎重に崖を下り始めた。




　復興軍兵士がその場にやって来たとき、そこにあったのは地に転がっている四人分の鎧だけだった。

　崖下を覗いた兵もいたが、何も見つけることはできなかった。

　兵たちは、敵兵が重い鎧を脱いで身軽になり、なおも走って逃げたのだろうと思い、念のため四人分の鎧を回収すると、山狩りを続行した。




　この後、三人がバイデリュンヘン本国へ帰還したという記録はなく、復興軍に捕らえられたという記録もなかった。
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　バイデリュンヘン軍別働隊を蹴散らした後、兵を率いて山に入った夜よる姫ひめだが、リーザを見つけることはできなかった。

（各部隊でばらばらに山狩りをしていても捕縛は難しいかもしれない）

　そう思った夜姫は、再び間かん道どうまで戻り、そこに本陣を置いて全軍の指揮を執とっていた。

　やはり兵を率いて山に入ったスナイデルッラも、夜姫からの伝令に呼ばれ、本陣へと戻ってきてる。

　スナイデルッラのほうも手がかりなしという状況だった。




　この追撃戦の最大の目標は、敵の最高司令官、リーザ公女の捕縛である。

　リーザを生きたまま捕らえ、エルゲン王国の民の前で処刑する。

　かつてバイデリュンヘン軍が、エルゲン王国王家の者を公開処刑したように。

　それが夜姫やアイオリスの望みだ。

　処刑する前に、檻おりに入れて車に乗せたリーザを引き回す。

　新生エルゲン王国の民はバイデリュンヘン大公国への憎しみを燃やし、同時に大いに溜りゆう飲いんを下げ、強大な敵を破った夜姫を賛さん美びすることになる。

（リーザが手の内にあれば、旧王都を奪とり返すのにもそれほど苦労しなくて済む。そして旧王都を解放すれば、王国全土の解放まであと一息だ。そうなれば、吾の願いは成じよう就じゆする！）

　全土解放のためにも、今後の新生エルゲン王国統治のためにも、リーザの身み柄がらを確保することが必要だった。

　ところが。

　リーザ捕縛の報が一向に届かない。

「どういうことだ？　まさか逃げられた？」

　怪訝そうな、それでいて苛いらついたような顔で夜姫が呟つぶやくと、それを聞きつけたスナイデルッラが声をかけてきた。

「まさか。連中、この辺りの地形はまったく知らないわけですし、山に入って逃げ切れるとは思えませんが」

「そうだな。だが、それならそろそろ発見してもいい頃だ。たとえ生きたままの捕縛が無理でも」

　スナイデルッラは、そうですね、と言って頷いた。

「バイデリュンヘン大公息女ともなれば、生きたままむざむざ捕まるとも思えません。となると……もう自害して果てたのではありませんか？」

「それならそれで遺い体たいを見つけてもいいはずだ。遺体になってしまえば、もう逃げられないのだから」

「それも、たしかに」

「スナイデルッラ、情報収集の担当者を呼んでくれないか。小さなことでもいい、何かリーザに迫る手がかりがないのか、確認してみよう」

「しばらくお待ちください」

　いったんその場を離れたスナイデルッラは、ほどなく情報収集の責任者を連れて戻ってきた。

「どんな些さ細さいなことでもいい、上がってきた報告を教えてくれ」

　という要よう請せいに、責任者は山狩り中の部隊からこれまでに届いた報告を夜姫に伝えた。

　その中に一つ、夜姫の気を引いたものがあった。

「尾根の上に四人分の鎧が脱ぎ捨てられていた？」

「はい、さようであります」

「その鎧、どうした？」

「念のため、回収したそうであります」

「どこにある？」

「見つけた部隊の者が持っていると思いますが」

「すぐに伝令を走らせ、ここへ持って来させよ」

　情報収集担当官が走り去ると、スナイデルッラが夜姫の下へ寄ってきた。

「今の話、気になりますね」

「ああ、気になるな。鎧を脱ぐということは、抵抗を諦めたも同然の行為。バイデリュンヘン兵がそのようなことをするとは思えない。そこで鎧を脱がなくてはならない何かがあったのか、それとも……」

　宙を睨んで考え込んだ夜姫だが、すぐに顔を戻した。

「いや、ここで考えていても始まらない。その鎧が届けば何かがわかるだろう。スナイデルッラ、現地へ行く必要があるかもしれないぞ。それを見つけた部隊の兵を何人か、案内のためにここへ下ろしておいてくれないか」

「承知しました」

　スナイデルッラは夜姫の指示を伝えに情報収集担当官のあとを追いかけていった。
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　運び込まれた四人分の鎧を見て、集まっていた夜姫もスナイデルッラもセンレリゥムも目を瞠みはった。

　四つの中の二つは、明らかに一般兵の物とは格が違っていた。

　中でも比較的小ぶりの白銀の鎧は作りも丁寧で意い匠しようも凝っており、将軍級、あるいはそれ以上の地位にある者の鎧に思えた。

「この寸法、男の物ではないな？」

　という夜姫の問いに、二人は大きく頷く。

　進み出たセンレリゥムが鎧を持ち上げ、矯ためつ眇すがめつ、外を中を確認する。

「とくに大公家を示す紋章などは見当たらないっすけど、これだけの鎧を着られる女子がいるとすれば、大公家の者以外には考えられないっすよね」

　というセンレリゥムの指し摘てきに、夜姫は大きく頷いた。

「おそらくリーザの物と見て九割方、間違いないだろう」

「そちらの大きな鎧は彼女の幕僚の物でしょうか」

　というスナイデルッラの問いかけに夜姫は、もう一度、頷いた。

「残りの二つはやはり女子用に見える、おそらくはリーザ付きの戦陣侍女の物」

「ってことは……どうなるんっすかね？」

　首を傾げるセンレリゥムに向かって、スナイデルッラが応えた。

「このままでは逃げ切れないと思ったリーザ一行が身軽になろうと鎧を脱いだ……のではないかな？」

「四人だけが？」

「そこが少し不ふ審しんだけど。追っ手から逃げているうちにその人数に減ってしまった……のかもしれない」

　スナイデルッラがそう応えると、夜姫が、いや待て！　と鋭く叫んだ。

「その鎧があった場所、片側が切り立った尾根のすぐ近くという話だったな!?　尾根の向こうは千尋の谷だと」

「あ！」

　目を見開いたスナイデルッラに向かって、夜姫は頷いてみせた。

「そうだ。崖から身を投げた可能性がある」

「どうしまっすか、夜姫様？」

「吾はそろそろ時間切れだが、現場を見ておきたい」

　即座にスナイデルッラが応えた。

「承知しました。ほかにも何か残されているかもしれません。現地へ行きましょう」




　夜姫は直ちよく属ぞくの兵たちを引き連れ、スナイデルッラ、センレリゥムと共に、鎧が残されていたという尾根の上まで登ることにした。

　途中で夜が明けて夜姫は消え、代わりにティターニアの意識が戻ってきた。

　一行はかまわず歩き続け、やがて現場に到着した。
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「ここか」

　スナイデルッラが辺りを見渡した。

　尾根筋に樹木はさほど多くなく、すでに日は中ちゆう天てんに昇っているから見通しは利いた。

　ところどころ白い雲が浮かぶ青空を背景にして、尾根は緩ゆるやかな傾斜のまま左前方に見えるさらに大きな尾根へと続いていた。

　そちらへ向かって尾根の右手側が切れ落ちている。

　斜度は垂直に近く、覗き込めば足がすくみそうになるほどの高度感。

　なるほど、千尋の谷と言うに相応ふさわしい。

「リゥム」

　尾根の縁に立ったスナイデルッラが隣に立つセンレリゥムを呼んだ。

「なんだ、ルッラ？」

「おまえならこの谷を下りられるか？」

「いや……どうだろうな」

　センレリゥムは崖の間際まで進み出ると、改めて崖下を覗き込む。

「やってやれなくはない気もするけど、あまりやりたくはないな。いくら俺でも、ここから落ちれば死ぬぞ」

　と応えてからセンレリゥムは振り返る。

「そんなことを訊きくってことは、おまえ、鎧の主がここを下りて逃げた可能性を考えているのか？」

「可能性の問題だけどな」

「だとしても。あるいは身を投げたのだとしても。いずれにせよ、下の谷筋を調べたほうがいいんじゃないか？」

「そうだな。調べておこう」

　スナイデルッラは、ちらっとティターニアに視線を向けた。

　すでに日が昇っているから、ティターニアはティターニアであって、夜姫ではない。

　彼女が何かを言うことはなかった。

　それでもティターニアが小さく頷いたのをスナイデルッラは確認した。

　顔を戻すと、スナイデルッラはセンレリゥムに対して告げた。

「何部隊か下に遣やって調べさせる。わたしも行く。下に戻ってからこの谷まで迂回して捜索するとなると、どうせ日が暮れる。ティターニアも連れていこう」

「なるほど。谷に着く頃には夜姫様が現れるって寸法か」

「まぁ、そんなところだ」

　と応えておいて、スナイデルッラは内心で苦笑する。

（全然そんなところじゃないのだけれどな）

「ところで黒くろ騎き士しはどうする？　呼び戻したほうがいいんじゃないか、ルッラ？」

　黒騎士隊は逃げた敵の先せん鋒ぽう部隊を追撃しているらしい。

　黒騎士が走らせた伝令はゲーリンゲンの街まで走って大だい戦せん果かを報告していた。

　戦勝の知らせを受けたゲーリンゲンの街は、今ごろ官かん民みん一いつ体たいとなって沸き立っていることだろう。

「谷の捜索次第で我々が今後どうするかを決めることになるから、夜姫様の側に置いておいたほうがいいかもしれないな。伝令を走らせよう。頼めるか、リゥム？」

「わかった。手配しておくわ」

「では急いで下まで戻ろう。戻って谷筋の捜索を始めよう」

「ああ、そうしよう。捜索の前に、道案内のため、この辺りの地理に詳しい兵を呼んでおかないと……ん？　そういえば」

　何かに気づいたセンレリゥムが辺りを見回した。

「どうした？」

「カオルゥは？　こういうときこそあいつのシノビ部隊の出番だろうに」

　というセンレリゥムの指摘に、スナイデルッラが首を捻る。

「カオルゥからは……山狩りに出たまま連絡がないな」

「珍しいな。とくに何もなくても、こまめに連絡を寄よ越こすのがカオルゥなのに」

「彼女のことだ、山の中を駆けて遠方にまで行ってしまった……のかもしれないな」

「ありそうな話だな」

　と笑ったセンレリゥムだが、すぐに眉を顰ひそめた。

「いったん山の中に入ってしまうと、こちらから連絡が取れないのが困りものだよな。仕方がない。カオルゥの手の者を見かけたら連絡を寄越すようにと各部隊に指示を出しておくか」

「ああ、そちらも頼んだ。よし、下りよう」




　こうして一同は再び尾根を下りた。

　いったん本陣へ戻ったスナイデルッラとセンレリゥムは、改めて各隊へ指示を出すと、捜索隊を引き連れ、ティターニアを伴って険しい谷筋の捜索を始めた。

　しかし。

　日暮れ間際から開始された捜索は夜を徹てつして行われ、翌日になっても続けられたが、結局、何も発見できないままだった。
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「身を投げたのなら、遺い体たいの一つや二つ、あってもよさそうだが」

　思案気な顔でスナイデルッラがそう言うと。

「逃げたのなら逃げ果おおせたってことか？」

　センレリゥムがそう応えた。

　すでに辺りは日が暮れかかっているから、捜索を始めて丸一日が経ったことになる。

　スナイデルッラは垂直に近い斜度の崖を見上げる。

（ここを下りるのは並大抵のことでは無理だと思うのだが……）

　一度、二度と首を傾げたスナイデルッラは、センレリゥムに顔を向ける。

「どうだろうな。果たしてここを無事に下りて逃げられるものなのか」

「スナイデルッラ。センレリゥム」

　自分を呼ぶ声に二人が振り返ると、颯さつ爽そうとした足取りでティターニアが歩み寄ってくるのが見えた。

　遠征中は昼間でもいちいち着替えたりしないから、ずっと夜姫の鎧のままだ。

　姿形は変わらなくても、昼間のティターニアは二人を呼び捨てにしたりはしない。

　ということは、すでに彼女は夜姫となっているわけだ。

「最近、夜姫様、現れるのが早くなっているな？」

　センレリゥムがそう語りかけると、スナイデルッラは小さく肩をすくめた。

「依より代しろであるティターニアの体に馴な染じんできた……ということだろう」

　センレリゥムは目を見開いた。

「それって、さらに馴染めば昼間でも夜姫様でいられるようになる……ってことか？」

「さて、どうだろうな。わたしも死し魂こん召しよう喚かんを成功させたのは初めてなので、わからないことだらけなんだよ。その可能性もないことはない……と思うが」

　センレリゥムは、なんだ、と言ってがっかりした顔になった。

「昼でも夜姫様が出られりゃ、俺たちは無敵になると思ったのにな」

「昼でも顕けん現げんされたら、もう夜姫様と呼べなくなるな」

　スナイデルッラはそう言って笑った。

「吾がどうかしたか？」

　二人の前に立った夜姫が、二人の顔を交互に見やった。

「最近、夜姫様、登場されるのが早くなってますねって話をしてたんっすよ」

「そうだな。朝、消えるのも少し遅くなっている。この体に吾の魂が馴染んできた証拠だろうな」

「いいことっすね」

「だが、困ったこともある」

「え？　何がっすか!?」

「この体でいる時間が長くなると、胸が重すぎるから肩が凝るのだ」

「ああ！　そうっすか！　持てる者の悩みですね！」

　スナイデルッラは、ぽん、とセンレリゥムの肩に手を置いた。

「わたしもリゥムも未体験の悩みだな」

「ほっとけ！」

　くくくっ、と笑った夜姫だがすぐに真顔に戻った。

「何も見つからないのか」

「ええ、まだ何も」

「不ふ審しんな話だな」

「どうします？　さらに捜索を続けますか？」

　とスナイデルッラに訊かれ、夜姫は少し考える素振りを見せたが。

「いや。ここでこれ以上時間をかけてはいられない。ライオネルの街も心配だし、アイオリスたちのことも心配だ。勝報は送ったが、敵の主力はまだ健在だ。駄だ目め押しをしておかなくてはならない」

「何か考えがございますか？」

「リーザが無事に逃げ切ったのかどうかを敵に教えてもらおう」

　スナイデルッラとセンレリゥムが、怪け訝げんそうな顔になる。

「リーザを討ち取ったと宣言し、それを国中に知らせる」

「いいのですか？　もしリーザが未だに逃げているとすると、誤ご報ほうということになってしまいますが」

　スナイデルッラがそう訊くと、夜姫は胸を張って答えた。

「いいのだ。誤報なら、必ずやバイデリュンヘン側が、誤報だと言い立てる。リーザはまだ健在だと主張する。もしも逃げ果せたのであれば、リーザ本人が姿を見せるかもしれない。それでリーザの生存が確認される」

　センレリゥムは感心した顔で手を打った。

「なるほど！」

「もしリーザが生せい還かんしていなければ、リーザを討ち取ったという吾らの主張が正しいことになる。敵の残存勢力は大いに慌てるだろう。同時に、各地の味方は大いに勇気づけられるわけだ」

（たしかに。討ち取っていようといまいと、リーザの別働隊を蹴散らした我々にとって、リーザを討ち取ったと喧けん伝でんするのは、言い方は変だが、百利あって一害なしだな）

　スナイデルッラは夜姫の的確な着手に感心する。

（まさにバイオレッタ様だ。ここまで上う手まくいくとは、わたしも思わなかった）

「ライオネルの街へ、アイオリスの下もとへ、王国各地へ、急ぎ伝令を送れ。敵の陣営にも部隊を派遣し、リーザを討ち取ったと叫ばせよ。敵が支配する街には矢や文ぶみを撃ち込んでもいい。吾らがリーザを討ち取ったことが王国中に、いや王国の外にも伝わるように、多くの伝令兵を走らせるのだ」

「承知いたしました」
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　こうして夜姫は、改めてリーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンを討ち取ったという戦勝報告を持たせた伝令を各地に送ると、一部を現地に残して捜索を続けさせ、自らは別働隊を率いてライオネルの街へと凱がい旋せんしていった。

　けれどその部隊に、カオルゥと彼女が率いるシノビたちが復ふつ帰きすることはなかった。
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　少しだけ時間を戻そう。




　夜よる姫ひめ率いる別働隊は見事に奇き襲しゆうを成功させた。

　そしてリーザの別働隊を討ち破った。

　復ふつ興こう軍ぐんは逃げる兵を追つい撃げきして山中に入った。

　リーザが山中を逃走しているらしいことを把握した夜姫は、さらに兵を送って山狩りの態勢を強化させたのは見てきたとおりだ。

　追撃戦に移ったとき、カオルゥたちシノビ部隊にも出動の命めいが下った。

　山であろうと森であろうと、シノビの足なら平地を駆けるのとそれほど違わない。

　その上、逃げる敵の痕こん跡せきを追いかけるのは得意中の得意。

　シノビほど山中での追撃戦に相応ふさわしい者はいない。

　カオルゥ以下が追撃戦に投入されたのは当然のことだった。

　しかし。

　結局、カオルゥたちは夜姫が期待したような成果を上げることはなかった。

　どころか、いつの間にか連絡が取れなくなっていた。

　スナイデルッラは、

「カオルゥたちは遠くまで駆けていってしまったので連絡がつかなくなったのかも」

　と言ったが、実際、そのとおりだったのだ。

　リーザの行方ゆくえを追うために夜姫がカオルゥと連絡を取りたがった頃、彼女とその配下のシノビは、戦場となった山やま間あいの間かん道どうから遙はるかに離れた場所にいた。
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「カオルゥ様」

　と声をかけてきたのはヒイラギだ。

「なんですか？」

　一行は幾いくつもの山を越え、平地に近い場所まで下りてきていた。

　その足取りもどこかのんびりしたもので──といっても、ふつうの者が歩くのよりは速いのだが──あまり切せつ羽ぱ詰まった感じはしない。

　カオルゥの歩みに釈しやく然ぜんとしないものを感じたヒイラギは、己の疑問を彼女にぶつけてみることにしたのである。

「本ほん陣じんがあった場所から離れすぎたのではないですか？　いくらバイデリュンヘン兵の逃げ足が速くても、ここまでは逃げてこられないんじゃ？」

「そうですね。ここまでは逃げられないでしょう」

「え？　あ、はい……」

　自分の考えが正しいことを知り、ヒイラギは却って混乱した。

「あの、では、どうしてこんなとこまで……」

「本陣から離れたかったのです」

「……？？？」

「逆に言えば、もう本陣に、いえ、夜姫のところへ戻るつもりはないということです」

「え……えぇえっ!?」

　ヒイラギはシノビらしくない素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ちょうどいいです。休きゆう憩けいがてら話をしましょう。カエデ」

「はい」

　近くを歩いていたカエデが、すぐに近寄ってきた。

「皆を集めてください」

「はい、カオルゥ様」

　手近の木の枝に跳び乗ったカエデは、ばらけて歩いていた仲間のシノビに、鳥の鳴き真ま似ねをして集合の合図を送った。

　すぐにシノビたちが集まってきた。

　集まったのは、カオルゥの補佐役のカエデ以下、サユキ、ヒイラギ、アカネ、クヌギ、イチョウ、スギナの七人だ。

　八人は山道から少し森に入ったところの狭い空き地に円えん陣じんを組むように腰を下ろした。

　七人の部下の顔を見回すと、カオルゥは徐おもむろに口を開く。

「拙せつ者しやはエルゲン王国復興軍を、いえ、今は新生エルゲン王国軍と言うべきかもしれませんが、呼び方はともかく、拙者はそこを離れるつもりであります」

　ヒイラギとカエデ以外の五人はひっくり返りそうになるほど大きく仰のけ反ぞった。

「ど……どうしてですか？　リーザの部隊を討ち破った今、エルゲン王国全土の解放も視野に入ってきたというのに」

「だからこそです。もう、復興軍での我々の役目は終わりました。終わったのですよ、クヌギ。だから拙者はこのまま立ち去るつもりです」

　カオルゥは淡々と語ったが、有無を言わさぬ意志の強さが、決意の固さが言葉の端はし々ばしから感じられ、何か言いたそうにしていたシノビたちは押し黙だまった。

「それに、拙者はもう夜姫のところへ戻りたくはないのです」

　俯うつむき加減に視線を外していたシノビたちが、はっと顔を上げる。

「そっ、それはどういう意味ですか、カオルゥ様!?」

　とアカネが叫び。

　他のシノビたちも思わず上体を乗り出していた。

　いくらカオルゥの指示に従うのが自分たちの務つとめだといっても、今の言葉の持つ意味は重すぎる。

　さすがに皆、はい、わかりました、と首肯することはできなかった。

　カオルゥは天を仰ぎ、小さくため息を吐つく。

　しばらくそのままの体勢で固まっていたカオルゥだが、やがて顔を戻すと哀あい愁しゆうを帯びた声で話し始めた。

「夜姫の正体を知ってしまったからです。正確には知ってしまったと推すい測そくされる……でしょうか。言い方はともかく、その可能性が高い以上、拙者はもう夜姫に仕えることはできないということでありますね。もし皆の中で引き続き復興軍で働きたいという者がいれば、拙者は止とめません」

　そう言って、カオルゥは改めて一同の顔を見回した。

「我らはカオルゥ様に仕える者であります。カオルゥ様が離れると仰るのなら、我らはそれに従うのみであります」

　と言い切ったサユキだが、カオルゥの顔を窺うかがうような視線を向けてきた。

「ですが。理由を教えていただくことは可能でしょうか？」

「理由を聞いたら、皆も後戻りはできませんよ？」

「かまわないですって。カオルゥ様の下もとを離れてまで復興軍で働き続けたい奴なんて、いやしませんて。なあ？」

　そう言ってヒイラギは仲間の顔を見回し、同意を求めた。

　誰もが大きく頷うなずくのを見て、そうですか、とカオルゥはまたも小さなため息を吐つく。

「ならば話しておきましょう。夜姫が何者なのか、ということを。どうして拙者が夜姫の下を離れようと思ったのか、ということを」
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「これはドレスドゥド医士の最さい期ごの言葉を基もとにした拙者の推測ですが」

　とカオルゥが前置きをすると、カエデを除のぞく六人はごくりと唾つばを呑んだ。

　しかし、続く言葉をカオルゥは至し極ごくあっさりと吐はいた。




「夜姫とはティターニアなのです」




　重大な秘密を明かされると身構えていた六人は小さくずっこけた。

「あ…いえ……たしかにティターニア殿が依より代しろになっていましたが……」

　クヌギが困惑した顔で隣のヒイラギを見やった。

　ヒイラギも、サユキも、アカネも、クヌギも、イチョウも、スギナも、どういうことかと首を捻ひねっている。

「依り代。つまり平たく言えば、体はティターニア殿で心はバイオレッタ様、ということですよね？」

　スギナがそう訊きくと、カオルゥは難しい顔で、いいえ、と応えた。

「依り代などではありません。あれは、あくまでもティターニアなのです。どこまでもティターニアなのです。ティターニア本人でしかないのです」

「……え？」

　六人の顔が奇妙に歪み、固まった。

「おそらくは」

　カオルゥはもう一度、配下のシノビたちの顔を見回し、静かに言った。




「バイオレッタ様の魂たましいなど、どこにも存在してはいません」




「ええぇえぇっっ!?」

　六人は座った姿勢のまま、宙に跳び上がった。

「夜姫はティターニア。ティターニアがバイオレッタ様の振りをしているだけなのです。死し魂こん召しよう喚かんという魔術も噓うそっぱちです」

　カオルゥは力なく首を横に振った。

「そんな都合のいい魔術などあり得ない」

「だ、だけど……」

　ヒイラギが隣に座るカエデの様子に気がついた。

　彼女だけは自分たちのように驚いていない。

「カエデ、おまえ、知っていたのか!?」

「わたしは……ドレスドゥド医士を暗こ殺ろしたとき、その場にいたから。あのとき」

　カエデはそのときのことを思い出し、身震いした。

「医士の最期の言葉を聞いたんだ。首だけになりながらも医士はわたしとカオルゥ様に向かって叫んだんだ。夜姫はティターニアだという言葉を投げつけてきたんだ」

　カエデは両手で顔を覆った。

「あれが噓や出で任まかせとは思えなかった」

「あぁ……そうか。いや、でも」

　ヒイラギがカオルゥに向き直る。

「でもカオルゥ様、夜姫がティターニアだとするには、その、なんというか、あまりにもバイオレッタ様そのものだったようが気がするんですけど？」

　すると、アカネも続いた。

「たしかに我々はバイオレッタ様と直じかにお話しする機会はあまり多くありませんでした。それでも夜姫様はバイオレッタ様だと思えました。だいいち、お側に仕えていた六ろく姫き士しの皆様がバイオレッタ様だと認めていたではありませんか」

　カオルゥは皮肉の笑みを浮かべて言った。

「もちろん、アイオリスとスナイデルッラはぐるでありますよ」

　七人は絶句してしまう。

　カエデも驚いているから、さすがにこれは彼女の想像を超えていたのだろう。

「アイオリスとスナイデルッラが首しゆ謀ぼう者しやなのでしょう。ティターニアを使って、バイオレッタ様の魂を宿す夜姫を作り上げ、いえ、でっち上げ、他の姫士を、家臣を、兵を、民を欺あざむいたのです。まぁ、でも」

　カオルゥはそこで言葉を切ると、呆然とした顔で固まっている七人の顔を改めて見回した。

「このままではバイオレッタ様の志こころざしを全まつとうできない、バイオレッタ様の今までの戦いが無に帰してしまうと思えば、どんな手段を弄ろうしてでも……という考えも、わからないではありませんが」

「し、しかし、カオルゥ様」

　震える声でアカネが訊いた。

「そんなことが本当に可能なのですか？」

「さて、確証はありませんが。でも拙者は、ティターニアがバイオレッタ様の魂を宿した振りをしていたのだと思っていますよ。何しろティターニアはバイオレッタ様お付きの戦せん陣じん侍じ女じよで、つねにバイオレッタ様のお側に侍はべっていたのですからね」

「だからといって、ああも見事にバイオレッタ様を再現できるものでしょうか」

　そうアカネが訊くと、クヌギも続いた。

「ただ真似ているという水準を遙かに超えていたように思うのですが」

「そう、そこが死魂召喚の肝きもです。思い出してください。ティターニアは子供の頃にバイオレッタ様に身み請うけされ、以降、ずっと一緒にいました。毎日毎日、朝から晩まで、いえ朝から朝までバイオレッタ様の側にいたのです。執しつ務む室しつでも、食堂でも、寝室でも、湯ゆ殿どのでも。話によると厠かわやにまで付き従ったそうです」

「うわぁ、それは」

　七人は眉を顰ひそめて頭を引いた。

「バイオレッタ様の仕草、話し方、本人が気づかないような癖くせまでティターニアは把握していたに違いありません。彼女は誰よりもバイオレッタ様を知っていた。もしかすると本人よりも。アイオリスとスナイデルッラは、それに賭かけたのでしょう」

「ですが。ですが」

　七人はまだ納得できないといった顔だ。

　代表してアカネが訊いてきた。

「バイオレッタ様をよく見知っていたとしても、あれほど上手く忠実に再現できるものでしょうか」

「皆はティターニアが幼少の頃、どのような境きよう遇ぐうにあったか知っていますか？」

　カオルゥの質問がいきなり明後日あさつての方向へ飛んで、七人は戸惑った顔になる。

「いえ、聞いておりませんが」




「旅の芸人一座にいたところをバイオレッタ様に拾われたんだそうでありますよ」




　七人は戸惑いの表情のままだ。

　カオルゥは意味ありげな顔で七人を見回した。

「何か気づきませんか？　旅の、芸人、一座、なのです」

「あ！」

　ヒイラギは気づいたようだ。

　ほかのシノビたちも目を見開き、口に手を当てた。

「芝しば居い！」

「そうです。芸人一座なら、興行の度たびに芝居を打ちます。曲芸などできないティターニアは、芝居に出るため、演技を仕込まれたことでしょう」

「あぁ……」

　七人は惚ほうけたような声を漏らす。

「幼少の頃から演技を仕込まれ。その後、バイオレッタ様の侍女となって朝から朝までお側に侍り。バイオレッタ様の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを間近で見て。長ちようじてはバイオレッタ様のものの考え方や戦い方に触れ。あらゆる角度からバイオレッタ様を知り、あらゆる局面でバイオレッタ様を知った。おそらくバイオレッタ様が読まれた書物も、ある程度まで読んでいたのでしょう。そんなティターニアなのですから、バイオレッタ様の魂を宿した振りをするのは、さほど難しくはなかったのだと思います」

　淡々とそこまで語ったカオルゥは、いっそ清すが々すがしい顔で、

「あくまでこれはわたしの想像です。でも、外れてはいないと思っていますよ」

　と締めくくった。

　カエデが身を乗り出した。

「カオルゥ様、そんなやり方をお認めになるのですか？」

「認めたくはないです。でも、否定もしません。というより、これはじつによく考えられた策です。見事と言うより外ほかない。拙者も含めて誰もが騙だまされました。アイオリスの思いつきだとしたら」

　カオルゥは、ふふ、と小さく笑った。

　顔に浮かんだその笑みは、皮肉のようでもあり自じ嘲ちようのようでもあった。

「拙者、剣けん姫き士し殿を少し見誤っていたようです」

　今度はサユキが訊いた。

「それなのに、復興軍陣じん営えいを離れるのですか？」

「拙者は復興軍に雇やとわれたというより、バイオレッタ様に雇われたようなものですから。遠い異国の地を放ほう浪ろうしていたどこの馬の骨ともしれぬ拙者たちを召し抱えてくださったバイオレッタ様のご恩に報むくいようと、バイオレッタ様が亡くなったあとも復興軍のために働いてきましたが、全土の奪だつ還かんが見えた今、拙者の仕事は終わったと思っています。それに」

　カオルゥは天を見上げ、肩を落とした。

「バイオレッタ様がいないのなら……いないことがわかったのなら、拙者にはこれ以上、留まる理由がありません」

「であれば」

　とカエデが応えた。

「離れましょう。我らはカオルゥ様についていくだけです」

　顔を戻したカオルゥは、表情を和やわらげ、またも七人を見回した。

「せっかくの食い扶ぶ持ちを捨てることになりますが、いいのですか？」

　七人は無言で大きく頷いて肯こう定ていの意を表す。

「ありがとう」

　カオルゥは小さく頭を下げた。

「お気になさらずに」

「そうですよ。カオルゥ様が気にすることじゃないです」

「我々なら、すぐに新たな奉ほう公こう先さきが決まりますって」

　などと七人は口々に言った。

「で。どちらへ向かいますか？」

　というカエデの問いかけに、カオルゥは宙を見上げて地図を思い描く。

「とりあえず西へ向かってみますか。西でも戦いくさが続いているようです。我々の働き口もどこかに見つかるでしょう」

「承知しました」

　と七人は唱和した。

「では、行きますか」

　立ち上がったカオルゥは、背後の山々を振り返った。

　山の容かたちは遠く離れた故国のものとはまるで違っていたが、それでもカオルゥは、心のどこかに懐かしさを感じていた。

（さらばであります、バイオレッタ様）

　最近は上手く思い描けなかったバイオレッタの笑顔がカオルゥの脳のう裏りに鮮やかに浮かび上がった。

　脳裏のバイオレッタは笑顔のまま口を動かした。

「元気でやれよ、カオルゥ」

　聞こえるはずのないバイオレッタの朗ほがらかな声がどこからか聞こえた気がして、カオルゥは思わず足を止めてしまった。

「カオルゥ様？」

　カエデの問いかけにカオルゥは、

「なんでもありません」

　と小さく首を振る。

　そっぽを向いて目を擦っていたカオルゥは、やがてぶっきらぼうに、

「少し急ぎましょう」

　と言って歩みを再開させた。

　そのあとを七人のシノビたちが追いかけていく。




　こうしてカオルゥは夜姫やアイオリスたちの前から姿を消したのだった。
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　夜よる姫ひめが送り出した多数の使者のうちの一人が、夜姫の行方を探していたミュラー将軍麾き下かの部隊に捕らえられた。

　使者の持っていた文書を確認した部隊長は驚きよう愕がくし、使者を引っ立ててミュラー将軍の下もとに急行した。

　文面を見たミュラーも驚愕した。

　自ら使者を尋問したが、噓うそを吐ついているとは思えない。




「馬鹿な。夜姫の部隊がリーザ様の別働隊を襲っていた……だと」

　どうりでいくら探しても見つからないはずだと納得するミュラーだが、納得している場合ではなかった。

「しょ、将軍！」

　使者の尋問に同席していた幕ばく僚りようたちが狼狽うろたえている。

　無理もない。

　エルゲン王国解放軍──夜姫たちからすれば侵略軍──の総司令官が討ち死にしたとなれば、ことは重大だ。

　味方は意気消沈し、敵はますます意い気き軒けん昂こうとなる。

　各地の潜せん在ざい的な反バイデリュンヘン勢力が一斉に立ち上がるだろう。

　一方、バイデリュンヘン本国からの増援は期待薄。

　本国は本国で、他の戦線との兼ね合いもあって、さらなる援軍を直ただちに送って寄越すだけの余力は乏とぼしいのだ。

　となると、現有勢力で占せん領りよう（解放）を続けないとならないのだが、解放するどころか、いま支配下に置いている領域を確保するだけでも難しい。

（リーザ様が本当に討ち死にしたのだとすれば、儂わしが指揮を執とるしかないのだが）

　たしかに、リーザ麾下のもう一人の将軍、スタンドルよりも年長のミュラーが指揮を執るのはふつうだ。

　しかし、これまで軍務一筋でやってきたミュラーには占領地を統治するというような経験がほとんどなかった。

　それだけでも苦労しそうなのに、味方の兵は減り敵の兵力は増える一方という逆境の中での指揮となると。

（頭が痛いなどという話ではないな、これは。当面は戦線を縮小して本国からの増援を待つしかない……か？）

　だが、大きな問題がある。

（味方の兵が、これまでどおりに戦えるかどうか）

　百ひやく戦せん錬れん磨まのミュラー将軍は、総大将を討たれたときの軍が如い何かに脆もろいかをよく知っている。

　すでに自分の部隊がざわついているのを、ミュラーは敏びん感かんに感じ取った。

（不ま味ずいな。リーザ様討ち死にの衝撃は兵たちにとって大きすぎる。今さら口止めしたところで間に合わん。敵部隊が迫っているわけでもないのに、このままでは全体が浮き足立ってしまう。やはりシュバーヘンの街まで戻るしかない）

　ミュラーはそう決心した。

　鎧よろいを鳴らして勢いよく床しよう几ぎから立ち上がったミュラーは、心配そうな、あるいは不安そうな顔で自分を見つめている幕僚に対し、撤てつ収しゆうしてシュバーヘンの街まで戻ることを命じるのだった。
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　ミュラーは部隊を部隊として機能させたまま、なんとかシュバーヘンの街まで戻ってきた。

　彼のような経験豊富な指揮官でなければ、部隊は崩壊し、逃げ出す兵が続出していたかもしれない。

　実際、夜姫隊探索のために送り出した物もの見み部隊の幾つかは行方不明になっている。

　郊外に陣を敷しいたミュラーは、自ら五百の兵と幕僚を伴ってシュバーヘンの街に入ったが、事態は想像以上に悪化していた。

　すでにリーザ討ち死にの報ほうが街に届いていて、執しつ政せい官かんや留守部隊の幹かん部ぶが右往左往しているところだった。

「ミュラー将軍！」

　地じ獄ごくで天使に出会ったかのような顔で、幹部たちはミュラーを出迎えた。

　話を聞くと、すでに兵の一部が騒ぎ出しているそうで、ミュラーは難しい決断を強しいられることになった。

　なお悪いことに、リーザ討ち死にの報に接した留守部隊の指揮官は、驚きのあまり、主力部隊を率いるスタンドル将軍宛あてに使者を送り出したというではないか。

（ということは、今ごろは主力の幹部にも知れ渡っていることになる。最悪、兵の一部にも）

　一部にでも知られれば、それが全軍に広がるのは時間の問題だ。

　この手の情報は、どれだけ口止めしても広がるのを抑えられはしない。

　全軍に広まれば兵の動揺は甚はなはだしく、最悪、兵が逃げ出してしまいかねない。

（まぁそこはスタンドルのこと、上う手まくやるだろうが。しかし、もし敵が攻撃してきたら、それで終しまいだぞ）

　リーザ討ち死にの知らせに浮き足立った兵たちは、とてもではないが、まともに敵と戦えないだろう。

（戦うどころか、敵が襲ってきただけで逃げ出すだろうな。早めに撤収の指示を出しておくべきか。しかし、どこへ向かわせる？）

　と自分に問うてみるミュラーだが、考えるまでもない、グライルゼフトの街へ入れるしかないのだ。

（となると、ここ、シュバーヘンが恰かつ好こうの標的になってしまう）

　リーザの別働隊を討ち破った敵別働隊の兵力は把握できていないが、千やそこらということはないだろう。

　そして敵の主力は四千ほどいる。

　勝ちに乗じて、周囲の街からも部隊が出てくる可能性がある。

　合わせて六千、七千という大部隊が押し寄せたら、ミュラーの兵だけではシュバーヘンの街を守り切れないのは確実。

（というより、籠ろう城じようを命じても、勝手に脱出する兵が続出するだろう。仕方がない）

　ミュラーはシュバーヘンの街を放ほう棄きしてバルバリゥスへ向かうことを決断した。

「急ぎ、撤収の準備にかかれ」

　という命令に、何人かの幕僚が安あん堵どの息を漏らしたのをミュラーは見逃さない。

（リーザ様討ち死にの影響が大きすぎる）

　前途の多難を思ってミュラーは内心密かにため息を吐ついた。
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　大急ぎで撤収の準備を開始したバイデリュンヘン軍だが、持ち出す書類や武器防具、兵ひよう糧ろうなどが膨ぼう大だいで、予想以上に時間がかかってしまった。

　かといって、あまり急がせると、逃げ出すという印象が強くなりすぎる。

　街を出たとたん、兵が我先にと走り出してしまうかもしれない。

　あくまで整然とした撤収を演出しないとならない。

　それがミュラーの経験則から来る判断だったが、この場合、少し悠ゆう長ちようにすぎた。

　準備が終わる前に、復興軍──ミュラーたちから見れば反乱軍──の先せん鋒ぽうが街に迫ってきたのだ。




　ミュラーに比べ、夜姫の動きは迅じん速そくだった。

　ライオネルの街へ凱がい旋せんした夜姫は、そのまま留守部隊とコルネリアゥスを引き連れ、シュバーヘンの街に向かって進軍を開始した。

　進軍中に、リーザ討ち死にの報を聞きつけて義ぎ勇ゆう兵へいも集まってきたので、夜姫の部隊だけで四千近い軍勢に膨ふくれ上がっていた。

　それを確認したバイデリュンヘン軍の物見部隊が街に駆け戻ると、もはや秩ちつ序じよだった撤収は不可能になった。

　兵は書類を放り出し。

　武器や防具も放り出し。

　大切な兵糧でさえも打ち捨て。

　勝手に持ち場を離れる兵が続出した。

　隊長たちは持ち場に戻れと必死になって制したが、逆に兵たちから吊るし上げを食らう始末。

　小隊長級も兵と一緒になって騒ぎ出すに及んで、ついに軍の秩序は崩ほう壊かいした。

　あくまで押し留めようとした中隊長の一人が部下に殺され。

　別の中隊長は部下をほったらかしにして逃げ出し。

　さらに別の中隊長は、逃げ出す前に部下を使って略りやく奪だつを働き。

　それを止とめようとした警備部隊と斬り合いが始まり。

　大隊長や幕僚は、一刻も早い撤収を！　とミュラーに迫った。

　もはや秩序がどうのと言っていられなくなったミュラーは、武器も防具も兵糧も書類も放ほう棄きして撤収するしかなかった。

　しかし。

　指揮系統が乱れ、秩序が失われた軍は、ミュラーの命令が徹底されない。

　街を出てバルバリゥスを目指し北に走る者。

　バルバリゥスではなく、本国まで走って逃げようと考える者。

　主力に合流しようとして北東に走る者。

　街に留まり略奪をする者。

　軍の倉庫を漁あさって、馬車に金目の物を積もうとする者。

　シュバーヘンのバイデリュンヘン軍は、軍としての機能を完全に喪そう失しつしていた。

　どさくさ紛まぎれで余禄に与あずかろうとして街を出るのが遅れた兵たちに、押し寄せた復興軍が襲いかかった。

　それらの者は、住民から略奪したり倉庫を漁ったりして得た荷物を積んだ馬車で移動しているから足が遅い。

　少数で移動しているから反撃もできない。

　復興軍の先鋒に追いつかれた者から、抵抗する間もなく討ち取られた。

　夜姫は空になったシュバーヘンの街に易やす々やすと入城し、街の住民に歓かん呼こで迎えられた。




　　　　　４




　一方、こちらはアイオリスが率いる主力部隊。

　リーザを討ち取ったという報告を夜姫から受けたアイオリスは、それをすべての兵に知らせた。

　兵たちは歓喜し、鬨ときの声を上げた。

　今や兵の士気は天を衝つく勢いだった。

　アイオリスは敵主力の動向を探るべく、多くの物見部隊を送り出した。

　やがて物見部隊から、敵の陣営が騒がしくなっているという報告が届いた。




「さもありなん」

　報告を受け、アイオリスは満足げに頷いた。

「だね〜。総大将が討たれたっていう報しらせが敵にも届いたんだね〜」

　とサンドリヨンスが応え。

「これは好機ではないか、アイオリスよ？」

　と赤あか騎き士しが目を光らせる。

「ええ、わたしもそう思います。まずは少し押してみて敵の出方を探りましょう。敵の出方次第では、総攻撃に移るのもありかと」

「だの。よし、その役目、儂に任せてくれんか。敵がどのくらい腰が引けているのか、あるいは混乱しているのか、上手く探ってやる」

「では、お願いいたします。ですが、単独での深追いは避けてください。敵が退却するようなら、我々も追いますので」

「承知しておるとも」

　赤騎士、アイオリス、サンドリヨンスは慌ただしく準備を始めた。

　夜が明けると、まずは赤騎士率いる千五百が陣営を離れ、バイデリュンヘン軍主力が陣を敷しいている場所へ向かって進み始めた。
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　赤騎士隊の動きを察知した物見部隊は、ただちに報告を本陣宛に送った。

　配下の将兵の動どう揺ようを抑えようと必死になっていたスタンドルは、その知らせを聞いて顔を顰しかめる。

（敵は果か断だんだな。いや。リーザ様討ち死にの報を聞けば、当然の作戦行動か。しかし、困ったことになった）

　直ちに幕僚を集めたスタンドルは、己の決断を伝えた。

「この状況で敵に背を見せれば必ず襲われる。陣は構えたまま、ミュラー将軍との連れん携けいを探る。陣を撤収するのは敵の動きとミュラー将軍の動きが把握できてからでいい」

　多くの幕僚や大隊長は納得したようだが、中には不満を抱いた者もいた。

　以前からリーザに従っていた者はスタンドルを信頼しているが、本国から急きゆう遽きよ送られてきた者の中には、動かないというスタンドルの決断が悠ゆう長ちようすぎると感じた者もいる。

　とはいえ、ここでは少数派だから、あからさまに不満を口に出すことはできない。

　会議が散会しても、彼らは小さな不満を抱えたまま持ち場に戻ることになった。




　陣地の堅けん持じを伝えられた各部隊の兵は不満をあからさまに態度で示した。

　大公家息そく女じよであり解放軍の最高司令官であるリーザが討ち死にしたというのに、こんな場所で陣を敷いていてなんになるんだ!?　というのが彼らの言い分だ。

　そこかしこで不満が渦巻き、不平が漏れ出した。

　そこへ反乱軍の千五百が接近してきた。

　最前列に陣を敷く部隊の兵が浮き足立ったのも、ある意味、当然かもしれない。

　そんな状況で、接近してきた敵部隊から言葉の矢が飛んできた。




「リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンを討ち取った！」

「リーザ率いる別働隊は全滅した！」

「シュバーヘンの部隊は街を放棄して逃げ出した！」

「すでにシュバーヘンは我が軍の手に落ちた！」




　シュバーヘンのバイデリュンヘン軍部隊が街を放棄したことや、街に夜姫が入城したことはまだアイオリスたちに伝わっていなかったが、赤騎士は敵に吹ふい聴ちようした。

「どうせそのうち実現するのじゃからの、少し早めに言うだけじゃ」

　そう言って赤騎士は笑った。

　これらの言葉攻撃が、思いの外ほか、効果的だった。

　バイデリュンヘンの兵士は、リーザが討ち取られたらしいということしか知らない。

　情報の伝達手段が早馬を走らせるくらいしかない時代のこと、前線の兵が真実を知ることは難しい。

　敵の言うことが噓か真実まことかなど、兵には判断ができない。

　リーザが討ち死にしたという知らせを聞いて怖おじ気けづいていた兵の心を揺さぶるには充分な情報だった。

「シュバーヘンの味方が逃げ出したなら」

「援軍は来ない」

「このままここにいたら」

「敵に包囲されてしまう」

「そうなれば」

「全滅だ」

　そんな囁ささやき声が陣地に満ちていく。

　兵の何人かが小隊長に詰め寄り。

　困った小隊長は中隊長に訴え。

　中隊長は大隊長に泣きついた。

　しかし、陣地の保持を命じられている大隊長は、部下の訴えを撥はねつけるしかない。

「なんのために陣を保持しなくちゃならないんだ!?」

　と兵たちは憤いきどおった。

　敵に背を見せれば襲われるだけだというスタンドルの判断は正しいのだが、最前列にいる兵には、彼の大局的な判断が理解できない。

「もしかして、俺たちは捨て石にされるのではないか？」

　という疑念が頭を持ち上げる。

　誰かがそう言い出すと、次から次へと連れん鎖さ反応が起きる。

「そうだ、おかしいぜ」

「こんな場所で陣地を保持する意味なんか、ないじゃないか」

「俺たちを捨て石にして、上層部は自分たちだけ逃げるつもりじゃないのか？」

　兵たちの心に湧わいた疑念は膨れ上がるばかりだ。

　何人かの小隊長と一緒になった兵が中隊長を取り囲んだ。

　それを大隊長から遣わされた本陣の兵が取り押さえようとする。

　兵たちは抵抗し。

　揉もみ合いが始まり。

　誰かが剣を抜き。

　兵の一人が倒れた。

　居合わせた兵は怒り狂い。

　大隊長が寄よ越こした兵を取り囲んで殴り倒した。

「捨て石にされて堪たまるか！」

「とっとと逃げるんだ！」

「このままでは全滅するぞ！」

　兵たちは叫びながら味方の部隊を走り回る。

　次々と兵が腰を上げ。

　持ち場を離れ。

　あちこちで騒ぎが起こり。

　その大隊は大混乱に陥った。

　赤騎士が送り出した物見部隊が、敵部隊の混乱を察知した。

「言葉攻めが効きいたようじゃの。もう少し押してみるか」

　赤騎士は配下の兵に弓矢攻撃を命じた。

　まだ矢が届くような距離ではないが、敵が矢を撃ちだしたのを見てバイデリュンヘン兵の混乱はさらに激しくなる。

「敵が総攻撃してくるぞ！」

「逃げろ！」

　数人の兵が走り出すと、もう誰にも止められなかった。

　次から次へと兵が走り出し。

　最後には雪崩なだれを打つように陣を捨て、走り去っていった。

　あくまで兵を止めようとした大隊長や幕僚は、兵の奔ほん流りゆうに押し倒され、踏みつけられ、動かなくなった。

　こうして最前列にいた一個大隊は、戦うこともなく丸ごと消滅することになった。

　その影響は隣に陣を敷く部隊に波は及きゆうし、彼らは激しく動揺した。

　赤騎士は後方に控えているアイオリスとサンドリヨンスに伝令を走らせ、敵が崩れかけていることを伝える。

（この機を逃すべきではない）

　そう判断したアイオリスは、直ちに全軍を動かした。

　赤騎士隊の左翼にアイオリス指揮下の千五百が展開すると、そちら方面に陣を敷いていたバイデリュンヘン軍部隊は、陣を放棄して後退を始めた。

　一方、サンドリヨンス指揮下の一千は赤騎士隊の右翼を迂う回かいするように進み、敵陣の背後に回り込む姿勢を見せた。

　主力の中心に位置する部隊も、サンドリヨンス部隊の機き動どうに気づくと、もう保もち堪こたえられなくなった。

　まだ一戦もしていないのに主力軍部隊は総崩れといった有様で、撤退というより逃走といったほうが相応しいほどの惨さん状じようを呈した。

　スタンドルは自らが直じき率そつする五百だけはなんとかまとめていたが、あらゆるところで部隊は部隊としての機能を失い、指揮系統はずたずたになった。

　バイデリュンヘン軍が完全に統率を失ったと見て、アイオリスは突撃を命じ。

　それが駄目押しとなった。

　喊かん声せいを上げて突進してくる反乱軍を目にした兵は、手にした弓や槍を放り捨て、後ろも見ずに走り出す。

　蜘く蛛もの子を散らすように兵士は逃げ去り、あっという間にバイデリュンヘン軍主力の陣地は空になった。

　部隊としてまとまったままだったのが、スタンドルにとっては逆に不運だった。

　味方の逃走を支援しようとした本陣部隊は、自然と最後尾に取り残される形になり、突撃してきたアイオリスの部隊と干かん戈かを交えることになってしまった。

　五百と千五百で、戦力比は一対三。

　しかも、味方の将兵の腰は引けているのに対して、敵は勝ち戦いくさに乗じて天を衝つく勢いで迫ってくるのだから、元より勝負にならない。

　そこへ赤騎士隊までもが参戦してきたから堪たまらない。

　最後まで踏み留まったのが徒あだとなり、スタンドル部隊は敵に包囲され、殲せん滅めつされてしまった。

　スタンドル自身も、逃げる間もなく幕僚と共に枕を並べて討ち死にした。

　その頃には、迂回機動したサンドリヨンス隊が逃げる敵兵に襲いかかっていた。

　ばらばらに逃げているだけのバイデリュンヘン兵に反撃する余力はなく、追いつかれた兵から討ち取られていく。

　サンドリヨンス隊から逃れようと必死に走るバイデリュンヘン兵に狼が襲いかかる。

　狼に応戦しようと足を止めた兵はサンドリヨンス隊に追いつかれ、殲滅された。

　闇雲に逃げ回った兵は、疲労で動きが鈍くなったところを狼に襲われて殺された。

　やがてスタンドル隊を殲滅させたアイオリス隊や赤騎士隊が追いついてくると、掃そう討とう戦というより、一方的な虐ぎやく殺さつという様相になった。
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　スタンドル将軍が率いる主力部隊に配されたリーブヌールは、グライルゼフトの街を目指して馬を駆けさせていた。

　彼女の周囲では、多くの兵が息を弾はずませて走っている。




　リーザの幕僚としては新しん参ざん者もので下したっ端ぱである彼女は「部隊の混乱を抑えるように」とスタンドルから命じられ、二十名ばかりの兵を引き連れて後方に陣を敷いていた部隊へ派遣されていたのが幸いだった。

　大隊長と話をしているところに、敵の総攻撃が始まるという情報が飛び込んできた。

「これはいけませんね」

　主力部隊は、もう保ち堪こたえられないことをリーブヌールは悟った。

「大隊長、グライルゼフトへ向かうべきです」

　というリーブヌールの主張は、下へ手たをすると命令違反に問われかねないものだったが、すでに状況はそれどころではないと彼女は見抜いていた。

「し、しかし、退却の命令は出ていない」

　と大隊長は逡しゆん巡じゆんする。

「リーザ様が討ち死にされたのであれば、今は一兵でも多くバルバリゥスに集結させるべきです」

　とリーブヌールは迫った。

　彼女にすれば、陣地を堅けん持じして状況を確認しようというスタンドル将軍の判断は甘いと言わざるを得ない。

　もちろん、軍議の席でそんなことは言えない。

　相手はリーザの信頼が厚い歴戦の将軍。

　一方、自分はリーザの幕僚とはいえ、ついこのあいだまで庶務部隊長だった新参者。

　将軍に進言できるような立場ではない。

（相手がリーザ様だったら進言できたのに。あぁ……リーザ様！）

　リーザ討ち死にの報に接した彼女は、絶望のあまり自じ暴ぼう自じ棄きになりそうな自分を必死で抑え、叱しつ咤たした。

（まだわたしはリーザ様のご恩に報むくいていません。たとえリーザ様が討ち死にしたとしても、わたしはリーザ様にご恩返しをするために働くべきなのです！）

　リーブヌールは、自分の信じることを自分ができる範囲でやろうと決意した。

（まずは一人でも兵の犠牲を減らすこと）

　そう考えた彼女は、大隊長の説得を諦め、二十名の兵を連れ、その陣地を離れることにした。

　その際、勝手に兵に声をかけて回った。

「このままでは敵に包囲され、壊滅する虞おそれがあります。今のうちにお逃げなさい」

　他人の部隊の兵に逃げろと言うなど軍紀違反も甚はなはだしいが、もはやそんなことを言っている場合ではないと無視した。

　彼女の勧すすめで逃げ出す兵が出た。

　中には、一緒に連れていってくれと願い出る兵もいた。

　リーブヌールは彼らの要求を容いれ、自分の部隊に加えて陣をあとにした。

　その頃には主力全体が大混乱に陥っていた。

　どうすればいいのかわからず辺りを右往左往している兵に対して、リーブヌールは、

「グライルゼフトを目指しなさい」

　と声をかけて回った。

　慌てて走り出す兵もいたが、やはり彼女の部隊に加えてくれと申し出る兵もいた。

　そんな兵を吸収しているうちに、リーブヌールの部隊は二百ほどに膨ふくらんでいた。

　彼女はそれらの兵を引き連れ、グライルゼフトを目指したのだった。

　リーブヌールが主力の陣地を離れて少し経った頃に復興軍の総攻撃が始まったから、彼女の読みは正しかったことになる。

　ところが。

　グライルゼフトまで達しても、状況はまったく改善されなかった。

　むしろ悪化していた。

　グライルゼフトの守しゆ将しようはリーザ討ち死にの報を聞いて仰天し、街を放棄して逃げ出してしまっていたのである。
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　空からになった街に入ったリーブヌールたちに、街の住民の敵意溢あふれる視線が突き刺さる。

　もしも街の住民が武器を手にして──もう武器庫に警備の兵はいないから好き勝手に持ち出せる──襲いかかってきたら、二、三百では抑えきれない。

「これは不味いですね」

　リーブヌールは街の外に出て陣を張ると、軍の倉庫から兵糧を運び出した。

　逃げてくる兵はまだまだいる。

　彼らを飢うえさせないためにも兵糧を確保しておくことが大事。

　兵糧があることを見せつければ、兵が街に入って略りやく奪だつする危険もなくなる。

　だからなんとしても兵糧だけは確保しておく。

　たとえ行軍速度が落ちても、兵糧を運んでいく。

　それが元庶務部隊長リーブヌールにとっての最優先事項だった。

　街の外へ持ち出した馬車に兵糧を山積みにして、リーブヌールは逃げてくる兵を吸収し続けた。

　やがて彼女の部隊の兵数は八百ほどにまで増えた。

（そろそろここを離れないとなりませんね）

　もう少し頑張りたい気もするが、頑張りすぎて敵に追いつかれては元も子もない。

　彼女の部隊に加わった中には中隊長級が数名いただけで、あとは一般兵だ。

　リーザ公女の幕僚である彼女がもっとも地位が高いことになる。

　とはいえ、リーブヌールに軍の戦闘部隊の指揮を執った経験はない。

　リーブヌールは三名の中隊長を呼んだ。

　彼女は三名の中の誰かに行軍の指揮を任せようと思ったのだが、中隊長たちは一様に尻込みし、

「リーブヌール様に指揮をお願いします」

　と懇こん願がんしてきた。

「わたしでいいのですか？」

「ええ。リーブヌール様のほうが上ですし」

「ですが……わたし、書類仕事しかしたことがありませんよ？」

「いえ。我々が今ここでこうして無事でいられるのは、リーブヌール様のお指さし図ずがあったればこそです」

「我々は、矢を撃て、槍やりを突けくらいは命じられますが、戦局を読んで全軍を指図することなどできませんよ」

「どうかお願いします、リーブヌール様」

　そう言われてしまえば、リーブヌールに否いやも応もない。

「わかりました。できるだけのことはやってみましょう」

　リーブヌールは集めた兵たちに、

「生きて帰りたかったら指示に従いなさい」

　と念押しして、三人に二百ずつを預け、自らも二百の兵を率い、王都を目指して北上していった。
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　荷を積んだ荷馬車を数多く連れているので、行軍速度は上がらない。

　リーブヌールは一隊二百を先行させ、先の安全を確認させつつ、残りの六百で荷馬車を守りながら進んだ。

　彼女は途中、自らの部隊の存在を示すべく、バイデリュンヘン大公国の旗はたを街道沿いに何本も立てさせた。

　あとから走ってくる兵に、味方がいるぞ、ということを教えるためだ。

　リーブヌールは、途中、敢えて行軍を停止させた。

「先を急ぎましょう」

　と言う兵たちに、リーブヌールは優しく言い聞かせる。

「あとから逃げてくる兵を吸収したいのです。それで、わたしたちも逃げてくる兵も、助かる可能性が上がります」

「どういうことですか？」

「部隊の兵が多いに越したことはない、ということですよ。五百より千、千より二千、二千より三千。それだけいれば、敵もそうそう手を出してこないでしょう」

「そういうものですか」

「ええ、そういうものなのです」

（たぶん、ね）

　これまで戦場に立ったことのないリーブヌールに確信などないが、経験則からなんとなくわかる。

　戦では数が力なのだということが。

「さて。それでは休憩がてら、簡単な食事を摂とるとしましょうか」

「しょ、食事ですか!?」

「腹が減っては戦ができないと言うではありませんか。そのために苦労して兵糧を運んできたのですから」

　見た目に似合わぬリーブヌールの剛ごう胆たんさに、中隊長たちは驚き、感心した。

　部隊を停止させたリーブヌールは、周辺に何隊もの物見部隊を派遣して、逃げてくる兵の吸収を図った。

　それを何度か繰り返すうちにリーブヌール部隊の兵数は膨れ上がっていき、最終的に二千五百近くにまで達した。

（これだけいれば、反乱軍に追いつかれそうになったとしても、なんとかバルバリゥスまで逃げ込めそうですね）

　じっさい、追撃してきた復興軍の先鋒が接近したこともあったが、ちりぢりばらばらで敗走しているはずのバイデリュンヘン軍部隊が予想外に兵数が多く、また部隊としてまとまって行動していたため、攻撃を仕掛けることができなかった。

　掃そう討とう戦の指揮を執っていたアイオリスは、秩ちつ序じよだった撤退を行っている部隊がいると聞いて、

「敵にも見上げた度ど胸きようを持つ者がいるではないか」

　と笑ったという。

「その部隊には手を出すなと伝えよ。死に物狂いで抵抗されたら、こちらの被害も大きくなる。それに、あまり深追いをすると旧王都から兵が出てくる可能性もある。付近に潜ひそんでいる敗残兵を狩り出すことに注力したほうがいい」




　こうしてリーブヌールは二千五百の兵を率いてバルバリゥスへと帰還した。

　二千五百という兵はミュラー将軍が率いてきた兵よりも多く、将軍としても彼女には一いち目もく置かざるを得なかった。
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　バルバリゥスの兵力は、リーブヌールが連れてきた兵を合わせても、およそ四千五百といったところだった。

　作戦開始時には一万ほどを動員していたのだから、ほぼ半減である。

　もちろん減った数のすべてが討ち死にしたわけではない。

　戦場から逃げ出したものの、原隊復帰を果たさないままどこかへ逃げ去ってしまった兵が数多くいたのだ。

　バルバリゥスは堅固な城じよう郭かく都市だから、四千五百が籠こもれば、仮に敵が一万で押し寄せてきても陥おちる可能性はない。

　ふつうのときであれば。

　そして今はふつうのときではない。

　総大将のリーザが討ち死にした。

　のみならず、スタンドル将軍までもが。

　行方不明の幹部も多く、また大隊長や中隊長も、その多くが討ち死にしたり行方不明になっていたりする。

　小隊長なら代わりの者を立てられても、中隊長や大隊長となると、そう簡単に代理は立てられない。

　現状では、実際に兵を指揮する隊長の数が足りなすぎた。

　しかも敗戦に次ぐ敗戦といった惨さん状じように兵は動揺し、浮き足立っている。

　もしバルバリゥスを包囲されたら、逃げ出す兵が続出するだろう。

　おまけに街の住民も不穏な動きを見せている。

　夜間に哨しよう戒かい中の部隊が襲われる不安がある。

　敵が街に迫ってきたら、住民が蜂ほう起きすることも考えられた。

　あらゆる状況を想定したミュラーは、籠ろう城じようは不可能という結論に達した。




　軍議の席でミュラーはそのことを部下に告げた。

「籠城は不可能だと結論づけた」

　ミュラーの言葉に、出席者たちの多くは安堵の息を漏らす。

　ただ、その顔ぶれは寂しいものだった。

　ミュラーの幕僚が三人。

　リーザの幕僚で健在なのは、情報担当官のミニーチェと幕僚の末席に上がったばかりのリーブヌールのみ。

　副官ランツファルトも行方知れずになったまま連絡が取れていない。

　そして大隊長は四人のみ。

　残りは執政官を始めとする文官の代表者だ。

（たしかに、これで籠城するというのは無む謀ぼうの極きわみ。ミュラー将軍の判断は間違っていないと思います。が）

　リーブヌールは顔を伏せたまま、目だけを将軍のほうへ向ける。

　将軍は苦虫を嚙かみつぶしたような顔で話を続けた。

「リーザ様の無謀な作戦のおかげで我が軍は兵数を大きく減らしてしまった。籠城して包囲されたら街は保もたないだろう。かといって、本国からの増援が期待できる状況ではない」

　ミュラーの言葉を聞いて、リーブヌールの頭に血が上った。

（将軍は自分が助かりたいがために、リーザ様に敗戦の責任を押しつけようとしているのですね）

「ことは急を要する。大公閣かつ下かに使者を送って裁さい可かを仰いでいる暇はない。リーザ殿下の権限代行者である儂の責任で撤収する」

「将軍」

　リーブヌールが遠えん慮りよがちに手を挙げた。

「何か、リーブヌール？」

「どこまで下がるおつもりでしょうか？」

「国くに境ざかいまで退いて態勢を立て直すしかないだろうな」

「それでは、せっかく占せん領りようした土地を丸ごと敵に返すことになってしまいます」

「致し方あるまい。リーザ様の策が空を切ったのだから。殿下ご本人も討ち死にされてしまった。これ以上の作戦続行は不可能。本国から新たな兵員と解放司令官が送り込まれるまでは、どうしようもない」

　将軍の言葉の端はし々ばしに、リーザの責任を強調する意が見て取れる。

（このままでは、すべての責任がリーザ様に押しつけられてしまいます）

　リーブヌールは覚悟を決めた。

　リーザの無念を晴らすためにも、すべてを捨てるべきではない、と。

「将軍。国くに境ざかいの街バルディアスまで下がり、そこに籠もったら如何いかがでしょうか。あそこなら補給の不安も低いです。捲けん土ど重ちよう来らいを期すのであれば、エルゲン王国内に橋きよう頭とう堡ほを確保しておいたほうがよいかと思います」

「……おまえの言うこともわからんではないが。しかし、バルディアスに籠もったからといって、敵の攻勢を跳ね返せるとは思えん。王都よりもずっと規模は小さいし、街の防御力も低いのだからな。どのみち儂は本国へ戻り、リーザ様敗戦の後始末を大公閣下にご相談申し上げなくてはならん。バルディアスには籠もれん」

「では」

　リーブヌールの瞳が激しく燃えた。

「わたくしにバルディアスをお預けいただけないでしょうか」

「なにい!?　本気か!?」

「本国からの増援が来るまで、なんとか保もち堪こたえてみせます」

　リーブヌールは本気のようだ。

　ミュラーは考え込んだ。

（たしかに橋頭堡を確保しておくのは悪くない。だが、こいつに守れるか？　ついこのあいだまで庶務部隊長だったこいつに。反乱軍は一万近い兵を投入してくるかもしれんのだぞ。それではみすみす全滅するだけではないか？）

「……兵はどれだけ要いる？」

「わたくしが連れてきた二千五百でけっこうでございます」

　ミュラーが目を剝むいた。

「正気か!?」

「はい」

（二千五百で守れるなら万々歳だが……やらせてみるか？　こいつもリーザ様の幕僚で儂の部下ではないから、拒絶し難にくかったことにすればいい。失敗したときは、あくまでリーザ様とこいつの責任で押し通せばいいのだしな。成功したら成功したで、儂の判断が正しかったことになる）

「本当に二千五百でいいのか？」

「はい。その代わり、バルディアスの守備に関しては、わたくしに全権をいただけませんでしょうか？　それとバルバリゥスにある兵糧と軍資金、わたくしにお預けください。バルバリゥスにある攻こう城じよう兵器も運ばせてください」

（む？　こいつ、ずいぶんと強気に出たな。だが、それならそれで、こいつに全責任を負わせることができる）

「よかろう。おまえに全権を預ける。バルバリゥスの兵糧も軍資金も自由にしていい。見事バルディアスを守ってみせよ」

「はい」
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　リーブヌールはミュラー将軍が目付役として幕僚を付けて寄よ越こすかと思ったが、案に相違して誰も付けてこなかった。

　成功する可能性が低い作戦に自分の幕僚を関わらせたくないということか。

　代わりに、ミニーチェが同道すると申し出てきたのはリーブヌールにも意外だった。

「よいのですか？　最悪、二度と本国に戻れなくなります」

　そんなリーブヌールの問いかけに、ミニーチェは珍しく爽さわやかな笑顔になった。

「リーブヌール。あなた、リーザ様のために困難な役目を申し出たのでしょう？　幕僚に上がったばかりのあなたがそこまでしようとしているのに、先任のわたしが何もしないわけにはいかないじゃない」

　心強い味方ができたと、リーブヌールは泣きそうになった。

「わたしは情報の収集と操作が専門だけど、大隊くらいなら指揮できるわ。まぁ、何かの役には立てるでしょう。好きに使ってくれていいから」

「ありがとうございます」

　リーブヌールは深々と腰を折り頭を下げた。

「ほら、頭を上げて。もうあなたが上官なのよ。それでは兵に示しがつかないわ」

「あ、すみません」

　いったん頭を上げたリーブヌールは、へこへこと頭を下げた。

「だから。それでは困ると」

　ミニーチェは微苦笑を浮かべたが、すぐに真顔に戻り、リーブヌールの顔を正面から覗のぞき込む。

「で。肝かん心じんのバルディアス防衛に関してだけど。何か策があるのね？」

「あります」

　リーブヌールはいつもの気弱さを感じさせない堂々とした態度でそう言いきった。

「へえ？　聞かせてくれる？」

「はい、それは……」

　リーブヌールが己の考えを披ひ露ろうすると、ミニーチェは目を見開き言葉を失った。

「な……なんてことを考えるの、あなたは」

　やっとの事でそれだけを絞り出すと、ミニーチェは改めてリーブヌールを見やった。

（最初、彼女を幕僚に加えるとリーザ様が仰ったとき、何を酔すい狂きような……と思わないでもなかった。でも、違った。わたしが見誤っていた。リーザ様の眼がん力りきはたしかだったわ。ひょっとすると彼女は、リーブヌールは、とんでもない潜在能力を秘めている。彼女を見み出いだしたのがリーザ様のお力なら、わたしはリーザ様のためにも全力でリーブヌールを支えていこう）

　ミニーチェは、一見すると頼りなさそうなリーブヌールを見直し、再評価した。

「わかったわ。防衛策はあなたに一任します。二人してリーザ様の仇かたきを取りましょう、リーブヌール。いえ、リーブヌール様」

「いえ、あの、そんな、恐れ多いです」

　リーブヌールは思い切り腰を引いた体勢になり、眼がん前ぜんで掌てのひらをブルブルと振った。













「くっ。くくっ。面白いわね、あなた。本当に面白い」

「あ、あの、ミニーチェ様？」

　笑うのを止めたミニーチェは、わざとらしい顰しかめ面つらを作った。

「ですから。ミニーチェと呼び捨てにしてくださらなくては兵に示しがつきませんよ。さ、呼び捨ててください、ミニーチェと」

「ミ……ミニーチェさ……」

　ミニーチェがぎろりとリーブヌールを睨むと。

「障害が高すぎますぅぅ」

　リーブヌールは頭を抱え、ミニーチェは大笑いをするのだった。
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　ミュラー将軍は周辺の街に残っている兵を急いで呼び寄せたが、近郊の街の守兵にも逃げ出した者が多く、全部で一千程度しか集まらなかった。

　ミュラー将軍は三千を率いるとバルバリゥスを捨て、そのまま北上して国くに境ざかいも越え、本国へと帰き還かんした。

　一方、リーブヌールはバルバリゥスから持ち出せるだけの兵糧と軍資金を持ち出し、大型の投とう石せき機きなども運ばせ、ミニーチェと共に二千五百を率いて、国くに境ざかいに近い街、バルディアスに入ることになった。
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　バルディアスの街に入城したリーブヌールが真っ先にしたのは住民の追つい放ほうだった。




「街の住民には残らず街から出ていってもらいます」

　最初の軍議の席でリーブヌールがそう言い放つと、出席していた幹部たちは腰を抜かしそうなほど驚いた。

　分けてもリーザの下したで働いていた文官が猛もう抗こう議ぎをしてきた。

「そんなことをすれば、租そ税ぜいが得られなくなって我々が干ひ上あがってしまいます」

「大丈夫です。一年や二年の活動を支えるくらいの軍資金を持ち出してきました。兵糧もたっぷりあります」

（庶務部隊長だったリーブヌール様がそう言うなら、活動資金や兵糧に関してはなんとかなるのだろうが、それにしても無人となった街で本当に防衛戦が戦えるのか）

　文官だけでなく、隊長たちも不安そうな表情を隠さない。

「現状、街に住民がいることのほうがわたしたちにとって不利益になるのです」

「え？　ど、どういうことですか？」

「長期の籠城戦を戦うことになれば、住民の食糧の蓄たくわえが底をつくこともあり得ます。そうなれば、こちらで面倒を見なくてはなりません。住民を飢うえ死にさせてしまっては為い政せい者しやとして失格です。ですが、街の住民に食糧の配給を始めれば、こちらの兵糧も底をつきかねません。つまり」

　リーブヌールはお茶目な仕草で片目を瞑つぶってみせた。

「在庫が増えないのなら、消費する人間を減らすしかありません、ということですね」

　幹部たちは唖あ然ぜん、呆然という顔でリーブヌールを見やった。

「それだけではありません。籠城戦を戦う際に街の住民の犠ぎ牲せいを考えなくていいことも利点です。これはかなり大きな利点です」

　と指摘され、隊長たちは、

「あ、ああ、なるほど」

　と頷いた。

　街の住民から犠牲が出るのをほったらかしにしておけば、怒った住民が蜂起するかもしれない、ということだ。

「それだけではありません。そもそも住民がいなければ、住民の蜂起を心配する必要がないのです」

「……」

　言われてみれば、という話だった。

「というように、住民がいるよりいないほうが我々にとって有益なのですから、ここは出ていってもらうに如しかず、なのです。戦時でありますから、べつに補ほ償しようをする必要もありません。住民が戦に巻き込まれないように配慮したという形にしておけば、敵にも感謝されるでしょう」

　幹部たちは呆れた顔で力なく首を振った。

（リーブヌール……様、思ったよりも黒いな）

　というのが皆に共通した思いだった。

「それに利点はまだあります」

　リーブヌールの声に、全員が顔を上げる。

「敵は総攻撃に移る前に攻城兵器で攻撃してきますね？」

　と問われて、隊長たちは重々しく頷いた。

「そうですね。こちらの防御力を下げるために、まずは投石機で石を撃ち込んで来ると思います」

「その場合はこちらも投石機で応戦します」

　なるほど、そのために重くてでかい投石機を何台も運んできたのかと納得した隊長たちだが、すぐに大きな問題があることに気づいた。

「ですが、リーブヌール様、飛ばす石の補充が利きません。包囲されてしまえば、石を拾いに行くこともままなりませんし、街の中では石が拾えません」

「もしかして石畳の石を剝はがすのですか？　それはかなりの労力が必要になりますし、雨でも降れば石を剝がした道がぬかるんで兵や投石機の移動が大変になります」

「いいえ、石畳を剝がすことはしません」

「となると、最初に用意した石が切れたら、投石機は無用の長物になってしまいます」

「そうでもありません。石の補充は利きますから」

「はい？」

　隊長たちは互いの顔を見やって首を捻っている。

「敵が雨あめ霰あられと石を撃ち込んでくれば、街まち中なかの家に当たりますよね」

「それはまぁ、たしかに」

「となると、石が命中した家は崩れますよね」

「……あぁあぁっっ!?」

　隊長の一人が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「まさか崩れた家を弾の代わりに!?」

「石造りの家や煉れん瓦が造りの家が破壊されれば、投石機で飛ばすのに手頃な弾が、大量に生産されると思いませんか？」

　幹部たちは大きく仰け反った。

（黒い！）

（なんという黒さだ！）

「街は無人なのですから、壊れようが弾として使おうが、文句を言う住民など誰一人としていません」

（底の見えない黒さだ！）

（腹黒いどころじゃないぞ。頭の天てつ辺ぺんから爪先まで真っ黒だ）

　リーブヌールの意外な一面──もしかするとそれが本質かもしれない──を垣かい間ま見た思いの幹部たちは、彼女を軽けい侮ぶするどころか、なんとも頼もしいと思った。

　そんな隊長たちの様子を、ミニーチェがにやにやと楽しそうに見ている。

（これで摑みは充分ね。あとは実戦に際して、どこまで指導力を発揮できるか。それがこの籠城戦を成功させるか否いなかの分岐点になるわ）

　ミニーチェは少し楽しくなってきた。

　リーザを失った絶望感と空くう虚きよ感が少し解消された気がした。

（やってやりますよ、リーザ様。わたしの伝つ手てと力を使って、リーブヌールの優秀さを本国の上層部に植えつけてやります。それがリーブヌールを見出したリーザ様の先せん見けんの明めいを証明することに繋がるのですから）

　ミニーチェは、もう二度と見ることのできない凜り々りしくも優しかったリーザの笑顔を脳裏に思い浮かべ、願った。

（どうか、わたしとリーブヌールの戦いを見守っていてください）
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　アイオリスやサンドリヨンス、赤あか騎き士しと合流を果たした夜よる姫ひめやスナイデルッラ、センレリゥムは、敵が放ほう棄きした旧王都へ難なく入にゆう城じようした。

　長きに亘わたる圧あつ政せいから解放された住民は、歓喜の声で夜姫一行を迎えてくれた。

　久しぶりに王都の王宮へ入った夜姫やアイオリスは、懐なつかしさと達成感で泣きそうになった。

（ついに戻ってきました、王ひ女め様）

　アイオリスは心の中でバイオレッタに呼びかけた。

（ここにあなたがいてくだされば、どれほど嬉うれしかったことか）

　そんなアイオリスを見て、夜姫が言葉をかけてきた。

「気を抜くのは早いぞ、アイオリス。まだ国内にはバイデリュンヘン軍が残っている。それらをすべて叩き出して、吾われらの悲ひ願がんはようやく成じよう就じゆするのだ」

「承知しています、夜姫様」

（それにしても、夜姫様は。いや、ティターニアは。わたしやスナイデルッラが考えていたのを遙はるかに超える逸いつ材ざいだったな。彼女にこれほどの指導力があるとは思わなかった。これほどの思考力があるとは思わなかった。そして、これほどの演技力があるとは思わなかった。ありとあらゆる面において、バイオレッタ様に並ぶほど豊かな才能の持ち主ではないか）

　アイオリスにとって嬉しい誤ご算さんといったところか。

　だが、嬉しくても悲しくても誤算は誤算。

　それが将来にどう影響するか、まだアイオリスにはわからない。

（この先に対する微かすかな不安を感じないでもないが、今は。今だけは。己の策の成就を祝したい気分だ。この国に平和がもたらされ、この国の民たみが以前のような暮らしに戻れるなら、取った手段は関係ない。たとえそれが民を欺あざむくことになろうとも。だから……これでよかったのだ）

　アイオリスは揺れ動く感情を抑え込み、敢あえて胸を張った。

（そうとも。今も、これからも、わたしは夜姫様を支えていく。支えなくてはならないのだ。それがわたしの責任）

　アイオリスがそっと顔を向けると、自分を見ている夜姫と視線が合った。

　二人は、二人だけに通じる想いを込め、小さく頷うなずき合った。

「早速、軍ぐん議ぎを開こう。みなを集めてくれ、アイオリス」

「承知しました、夜姫様」
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　その日の夜、新生エルゲン王国の最高幹部会が催された。

　出席者は、剣けん姫き士しアイオリス、魔ま姫き士しスナイデルッラ、獣じゆう姫き士しサンドリヨンス、闘とう姫き士しセンレリゥムの四人。

　識しき姫き士しコルネリアゥスはいったんライオネルの街に戻ったので、ここにはいない。

　夜姫としてはコルネリアゥスにも軍議の席にいてほしかったのだが、彼女がいないと書類仕事が回らないから仕方がなかった。

　そしてもう一人、忍にん姫き士しカオルゥの姿が見えなかった。

　四人以外には、赤騎士と黒くろ騎き士しがいた。

　夜姫を含めた七名と数名の文官が、王宮でもっとも豪華な評ひよう定じようの間まに集つどっていた。

「これで全土の解放は成ったも同然。あとはバイデリュンヘン軍が籠こもる街や砦を一つずつ虱しらみ潰つぶしにしていけばいいだけだ」

　出席者の顔を見回した夜姫は、そう嘯うそぶいた。

「まずはその前に。王都を解放したことを祝って祝勝会を執とり行おうではないか。盛大な祝勝会を催もよおすことでエルゲン王国が完全に復活したことを、いや、新生エルゲン王国が成立したことを、内外に強く印象づけられる。王都は元通りここに置くから、ライオネルの街からコルネリアゥスと官かん僚りようたちを呼ばないとならないな」

　という夜姫の言葉に、アイオリスは目を輝かせ、ええ、と頷いた。

「コルネがいないと、本格的な復ふつ興こう事業が捗はかどりません。バイデリュンヘン軍に荒らされた国土を一刻も早く元通りにしなくては」

　力強く頷いた夜姫は、サンドリヨンスに顔を向けた。

「では、サンドリヨンス、ご苦労だが、明日にでもコルネリアゥスを呼びにライオネルの街まで行ってくれないか」

「承知しました〜」

「彼女が来たら、祝勝会の手配を頼もう。それからアイオリス」

「はい、夜姫様」

　夜姫の表情が少しだけ厳しいものになった。

「バイデリュンヘン軍が支配していた地域の街が現在どうなっているかを確認したい。明日から部隊を動かして探らせてほしい。敵には大した兵力が残っていないと思うが、念のため、二千くらいの部隊を二つ、動かそう。敵の砦も接収、破壊しながら各地域を回ってもらいたい」

「では、わたしとセンレリゥムで」

「頼んだ。ほかに急ぐことは、東部地域の王国勢と連絡をつけることだな。王都奪だつ還かんを伝え、あちらの現状を確認する。おそらくバイデリュンヘン軍は引き揚あげたとは思うが、もしもどこかにまとまった兵力が残っているなら掃そう討とうしなくてはならない」

「では、そちらは儂わしがやっておきましょう」

　と赤騎士が申し出た。

「うん、頼む」

　夜姫は恍こう惚こつとした表情で天井を見上げた。

（バイデリュンヘン軍を叩き出せば、エルゲン王国の復興は成就する。そのあとは時じ機きを見計らって、吾が、夜姫が、女王位に即つけばいい。そしてエルゲン王国を強国にし、民の暮らしを豊かにする。それこそがバイオレッタ様の意志。バイオレッタ様の願い。吾が、夜姫がそれを実現させるのだ）

　自分の人生はそのためにあるのだとティターニアは思った。

　自分はそのためにバイオレッタ様と出会ったのだとティターニアは思った。

（バイオレッタ様の代わりに、吾が女王となり、この国を、民を、導いてやる）




　その後、軍議は滞とどこおりなく進み、散会した。

　そして翌朝、サンドリヨンスは王都を出てライオネルの街に向かったのだった。
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　ライオネルの街の官かん僚りようたちを引き連れ王都へ移ってほしいという夜姫の要よう請せいに対して頷いたコルネリアゥスは、続けてサンドリヨンスが話した内容に首を傾かしげた。

「はい？　カオルゥが行方不明？」

「そうなんだよ〜。リーザの伏ふく兵へい部隊を破ったあと、追つい撃げき戦をしたんだけどさ〜。追撃戦っていうか、山狩りを〜。ところが。カオルゥたち、山に入ったっきり音おと沙さ汰たがないんだよね〜。あいつが迷って遭そう難なんしたり道を踏み外して崖がけから転落したりするはずないしね〜。どうしたんだろうってアリスや夜姫様も首を捻ひねっていたよ〜」

　コルネリアゥスは頻しきりに首を捻りながら考える。

「たしかに奇妙な話ですね、それ。でも……もしかすると、エルゲン王国の復興は成ったも同然、これ以上ここにいても仕事はないと思ったカオルゥは、新しい働き口を求め、部下を連れてどこかへ向かった……のかもしれませんよ」

「解放戦争が終わってもさ〜、バイデリュンヘン大公国とはしばらく角突き合わせなくちゃならないんだし〜、あいつの仕事がなくなるってことはないと思うんだけどな〜。だいいちリーザ部隊の居場所を摑んで奇き襲しゆうを成功させたのもあいつの手て柄がらみたいなもんじゃん〜？　それなのに、その報ほう賞しよう金きんを貰わずいなくなるかな〜」

「たしかに。何人もの部下を養わなくてはならないカオルゥにすれば、報賞金はほしいところですね」

「あいつ、どうしたんだろうな〜」

「寂しいですか？」

　というコルネリアゥスの問いに、サンドリヨンスは目を瞬しばたたかせる。

「え？　い、いや〜、そういうわけじゃないけど〜、なんていうか喧けん嘩か相手がいないと気合いが入らないっていうか、ね〜」

　照れ隠しが見え見えのサンドリヨンスの態度に、コルネリアゥスは小さく笑う。

「きっとそのうち、ひょっこりと戻ってくるかもしれませんよ」

「かな〜。もし戻ってきたら〜、心配させるなっつって殴ってやるよ〜」

「さて。わたくしは大急ぎで引っ越しの準備をしなくては。持っていく書類も膨大な量になりますから、一度で済ますのは無理ですね」

「頑張って〜。じゃ、あたしは王都へ戻るから〜」

「ご苦労様でした」

　サンドリヨンスを見送って自分の執しつ務む室しつへ戻ったコルネリアゥスは、秘書官にお茶を頼むと、難しい顔で考え込んだ。

（カオルゥがいなくなった……律りち儀ぎなカオルゥなら、余よ所そに働き口を求めるにしても、挨あい拶さつもなしにというのはあり得ませんね。ということは……もしかすると）

　コルネリアゥスの目が妖しい光を放つ。

（カオルゥも夜姫の秘密に気がついた……とか？）

　爛らん々らんと目を輝かせながらコルネリアゥスは立ち上がった。

（新しい展開が。わたくしが動くきっかけが訪れたのかもしれません）

　立ち上がると、コルネリアゥスは室内を行ったり来たりと歩き出す。

（確かめてみる価値はありそうです。故国へ戻ってしまったのなら捜しようがありませんが、この地のどこかに留まっているのなら……）

　足を止めたコルネリアゥスは、ふふ、と薄く笑った。

（捜し出してみせますよ、カオルゥ。わたくしの情報網は広く国外にも張り巡らせてありますからね。あなたの足あし跡あと、必ず見つけてあげます）
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　王都奪回の盛大な祝勝会を終えると、夜姫は直ただちに軍事行動を再開させた。

　王都周辺の街や砦に配されていたバイデリュンヘン部隊は、綺き麗れいさっぱりいなくなっていたので、彼女が向かったのは東部地域だ。

　そちらには、まだ踏み留まっている部隊がいた。

　東部地域の在地領主たちと睨にらみ合っていたそれら部隊も、夜姫親しん征せいの報を聞くや否いなや、街を捨て北方へと逃げ去っていった。

　おそらくそのまま国くに境ざかいを越え、本国へと脱出するはずと読んだ夜姫は、とくに追つい撃げきもさせなかった。

　それよりも、自分の存在を東部地域の諸しよ侯こうに見せつけること、植えつけることのほうが大事だと判断したのである。

　四千の大部隊を率いた夜姫は、東部地域の各街を巡り、諸侯や豪ごう族ぞくと会談を重ねた。

　会談は、新たな王国の主ぬしに忠ちゆう誠せいを誓う臣下という印象を周囲の人々に与えた。




　東部地域をも解放した夜姫は、取って返すと、そのまま西部地域に向かった。

　そちらには、国くに境ざかいに近い街の幾つかを占せん領りようしたまま、アゥグスブルゲン王国軍が居座っている。

　電でん光こう石せつ火かの作戦でアゥグスブルゲン王国軍を追い払うことに成功した夜姫は、現地で祝勝会を催し、抵抗を続けていた在地領主たちの労を労ねぎらい、奮ふん戦せんを称えたのだった。




　この戦勝で、エルゲン王国内に残る敵はただ一つ、バルディアスの街に居座ったバイデリュンヘン軍二千五百だけという状況になった。

　その頃には、バルディアスの街の住民が街を追放されたという情報が王都にも入ってきていた。

　バイデリュンヘン軍はなんのためにそんな真似をしたのかという点については軍議の席でもさんざん検討されたが、結局、兵ひよう糧ろうの消費を抑えようとしたのだろうという結論に落ち着いた。

「住民がいなければ、住民の蜂ほう起きを心配する必要もないからな」

　という夜姫の読みは正せい鵠こくを射ていた。

　しかし、さすがの夜姫も、投とう石せき機きの弾を補充するためというリーブヌールのもう一つの狙いまでは読むことができなかった。




「街が一つで、籠もる兵は二千五百。ならば、夜姫様がお出ましになるまでもないじゃろうて、ここは儂にお任せくだされ」

　バルディアスに籠ろう城じようしたバイデリュンヘン軍は、占領軍が本部を置いていたバルバリゥスから逃げ出した部隊の一部というのが確認されていた。

（つまり、本国から新たに送り込まれた精せい兵へいではなく、敗はい残ざんの兵。であれば、赤騎士の言うとおり、吾が全軍を率いて乗り出すまでもないな）

　そう考えた夜姫は赤騎士の申し出を認め、攻略軍の指揮官に彼を指名した。

「よし、赤騎士に任せよう。副官に黒騎士とセンレリゥムを付ける。兵は五千だ」

　攻こう城じよう戦の場合、攻める側は守る側の五倍ほしいというのが軍事的な常識であるから、敵の守兵に比して攻撃側の人数が足りないように思える。

　けれど今回の相手は、敵地に踏み留まれと命じられて嫌々ながら街に籠もった敗残の兵に等しい部隊。

　戦意が高いはずがない。

　夜姫も四人の姫士も赤騎士も黒騎士も、誰もがそう思った。

　思い込んだ。

「投石機で石を撃ち込むだけで、ただでさえ戦意の低い籠城側は、抵抗する気をなくすのではないかな」

　と夜姫が言うと、アイオリスが続いた。

「でありますね。逃げる際に駆け込んだだけでしょうから、兵糧や矢玉の用意もろくにないはず。包囲しようとしただけで脱出、逃走を図るかもしれません」

「気をつけるのは本国からの増援部隊だな。増援が来たときは無理をするな。こちらも増援を出す。その際は吾が兵を率いていこう」

「夜姫様の出番はございませんよ」

　と赤騎士は余よ裕ゆう綽しやく々しやくで笑い。

　黒騎士も大きく頷いた。

「頼んだぞ、赤騎士、黒騎士、センレリゥム」

「「「は」」」




　この七日後にバルディアス攻略軍は王都を進発していった。

　この戦いくさも簡単に片がつく。

　部隊を見送った誰もがそう信じていた。
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　案に相そう違いして、バルディアス攻略軍は苦戦した。

　大苦戦した。

　籠城側の戦意が予想よりも遙かに高かったのが苦戦の原因の一つ。

　そして、投石機での石の撃ち合いになったとき、籠城側の弾だん幕まくのほうが厚いのがもう一つの要因だった。




　最初に石の撃ち合いになったとき、赤騎士は、

「なぁに、こちらはたっぷりと石を用意したからの。対して奴らは、すぐに石が尽きるじゃろう。住民は一人もいないから、遠慮なく石を撃てるしの。昼夜の別なく撃ち続ければ、奴らには対抗のしようがないわ」

　と言って笑った。

　ところが。

　撃ち合いになったとき、相手の弾幕のほうが厚いのが誤算だった。

　しかも、数日経っても一向にその勢いが衰おとろえない。

　投石機の威い力りよくも、攻略軍が持ち込んだ物より籠城側が用意した物のほうが射しや程ていが長く、威い力りよくもあった。

　敵の石が当たって破壊される投石機も出てきて、むしろ撃ち合いでは攻撃側が圧倒される始末だ。

　そのうち兵の一人が、飛んでくる石が建物の一部であることに気づいた。

「つまり敵は建物の残ざん骸がいを弾にしているのか!?」

「ってことは、俺らが撃った石が当たって壊れた家を!?」

　その可能性に気づいた兵は、慌てて赤騎士に注ちゆう進しんした。

　報告を受けた赤騎士は頭を抱えてしまう。

「なんということじゃ。儂らは敵の弾を作ってやっとるようなものではないか！」

　彼はこのときようやく、敵が住民を追放した真の狙いを悟った。

「いかん。これ以上、投石機での撃ち合いをしても意味がないわ」

「じゃあ、どうするんだ？」

　センレリゥムに訊きかれ、赤騎士は彼方の街の城じよう壁へきを睨みつけた。

「強きよう襲しゆうして街に乗り込むしかあるまいの」

「大丈夫なのか？　敵の戦意は思ったよりも高いぞ？」

「それでも二千五百よ。総攻撃すれば、保もち堪こたえることはできんじゃろ」

「味方にも犠ぎ牲せいが出る」

「ある程度はやむを得んじゃろうな」

「まぁ、この軍は赤騎士殿が大将なんで、あんたがやると言えば俺は従うだけだが……総攻撃をするなら、増援を頼んだほうがよくないか？」

「敗残兵相手に、増援など頼めるか。五千で充分じゃ」

（おいおい、このおっさん、頭に血が上っていないか？）

　指揮官には従うしかないと思っても、微かな不安が湧わいてくるのを拭ぬぐいきれないセンレリゥムだった。
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　黒騎士が千二百、別の将軍が千二百、赤騎士が千五百、合計三千九百で、東、西、南の三方から強襲をかける手て筈はずとなった。

　センレリゥムは千を率いて後方待機、残りの百は伝令要員だ。

　北側は、敵が逃げ出せるようにわざと空けておく。

　退たい路ろを完全に断ってしまうと敵は死に物狂いで抵抗してくるが、こうして一部を空けておけば敵は逃げたくなるから、攻城戦の場合、包囲はしても敵の逃げ道を残しておくというのが軍事的な常識だ。




　よく晴れた日の朝、強襲部隊は一斉に突撃していった。

　梯はし子ごをかけ、城壁を乗り越え、内部に突入して制圧することを目指した。

　城壁を乗り越えて突入するまでが大変で、兵の犠牲も増えるだろう。

　けれど突入してしまえば、兵力の違いがものを言うはずで、支えきれなくなった籠城側は空いた北側から逃げ出すはずだった。

　ところが。

　矢を撃ちながら接近して梯子をかけるまではよかった。

　その梯子を兵が登り始めたとき、城壁上に積まれていた丸太が転がり落ちてきた。

　赤騎士は城壁を補強するために積んだ丸太だと見ていたが、そうではなく、攻撃側を落とすための仕掛けだったのだ。

　丸太は梯子を壊し、登っていた兵を巻き込んで落ちていった。

　かけた梯子のほぼすべてが破壊され。

　登っていた兵の大半が死傷した。

　先せん鋒ぽうに続こうと、城壁直下に控えていた兵も、落ちてきた丸太の下敷きになった。

　やや後方で矢避けの盾を構えていた兵は、為す術すべなく後退するしかなかった。

　逃げる兵に向かって矢が飛び。

　城内から放物線を描いて石が飛び。

　密集隊形を取っていた攻撃側は、大きな被害を出した。

　目の前で繰り広げられる惨さん状じようをセンレリゥムは歯がみしながら見守るしかなかった。

（くそ！　奴ら、敗残兵なんかじゃない！　恐ろしく周到に籠城戦を準備した精兵じゃねえか！）




　強襲に失敗した攻略軍兵士は、命からがら戻ってきた。

　被害状況を確認してみると、兵の犠牲は合わせて五百名にも及んでいた。

　一度の強襲で兵員の一割を失うというのは、惨敗と言ってよかった。

「このままでは済まさん」

　怒りに燃えた赤騎士は、翌日、もう一度、強襲を仕掛けた。

　だが、結果は同じだった。

　今度は丸太の代わりに煮えたぎった油が撒まかれ。

　転がり落ちる兵に向かって火矢が撃たれた。

　燃える味方の兵を間近で見せつけられた兵には、それ以上進む力はなかった。

　その日も三百の被害を出し、とうとう赤騎士は強攻策を断念せざるを得なかった。

　エルゲン王国軍が味わう久しぶりの敗戦だった。

　同時にそれは、ここまで思い通りに復興戦争を戦い勝利してきた夜姫が初めて味わう挫ざ折せつだった。
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　敗戦の報ほうを聞いた夜姫は、しばし、呆ぼう然ぜんとしたという。

　気を取り直した夜姫は、バルディアスを巡る攻防戦の模も様ようの詳細を知り、感心すると同時に首を捻った。

（敵の守しゆ将しようは侮あなどれない奴だな。しかし……リーブヌールとは聞いたことのない名だな。てっきり、ミュラーとかいう将軍が指揮を執っているかと思ったのだが）

　夜姫はアイオリスやスナイデルッラ、コルネリアゥスを始めとする主立った者に確認してみたが、エルゲン王国側でその名を知っている者は誰もいなかった。

（リーザ以下、幹かん部ぶが揃そろって討ち死にしたため、本国が新たな指揮官を送り込んできたのか？　しかし、この状況で送り込んでくるのなら、名のある将軍のはずだが、誰一人知らないというのはおかしい。だいいち籠城した兵は王都を逃げ出した部隊という報告が入っている。指揮官だけ本国から送り込まれたということもないだろうし。どうにも奇妙だな）

　守将が何者かはわからないが、夜姫には容よう易いならざる相手だということがわかる。

（どうする？　吾が自ら乗り出して、一息に揉もみ潰すか？　いや。もし攻略に手間取るようだと、吾の名声、戦功に傷がつく。バイオレッタ様である吾は、あくまで連戦連勝でなくてはならないのだ。それに、今は即位を視野に入れた大事な時期。長期に亘わたって王都を不在にするわけにはいかない。ここは赤騎士に頑張ってもらうしかないな）

　とはいえ、兵の犠牲ばかりが増えても困る。

　それはそれで夜姫の名声に傷がつきかねない。

　夜姫は赤騎士に対し、強攻策を捨てて兵糧攻めをするようにと命じた。
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　これ以上兵の被害を出すわけにはいかないから兵糧攻めに方ほう針しん転てん換かんせよという夜姫の命令に、赤騎士としては従うしかなかった。

　バルディアスの街を囲んでいる赤騎士からは定期的に連絡が送られてくるが、一カ月が過ぎ、二カ月が過ぎても、籠城側が食しよく糧りよう不足に苦しむ様子はなかった。

（どういうことだ？　王都から逃げていく部隊がかろうじて踏み留まっている……のではなかったか？　それにしては兵糧に困らないというのが解げせないな。たしかに王都の倉庫は空っぽに近い状態だったが……まさか!?　持ち出した兵糧のすべてをバルディアスに運び入れたのか!?）

　その可能性に思い至った夜姫は愕がく然ぜんとした。

　だとすると、逃げていく部隊がかろうじて踏み留まったのではなく、最初から籠城を想定していたということになる。

　それはバルディアスの守将リーブヌールの指揮で行われた可能性が高いから、やはり彼女は本国から送られてきた指揮官などではなく、リーザ麾き下かの、あるいはスタッガルド麾下の幕ばく僚りようだということになるが、しかし、識姫士でも知らないような幕僚がいたとも思えない。

（わからないな。リーブヌールという敵の守将がわからない）

　夜姫は、初めて相手に自分の読みを上回る手を指された気がして身震いした。

　が、震えてばかりもいられない。

（いずれにせよ、このままにしておくのは不味い。王都を留守にしたくないが、やはり吾が出ていくしかないか。赤騎士が苦戦した相手を吾が破るという図式、それはそれで悪くはない。しかし。リーブヌールとやらがこれほどやるとは思わなかった。いったい何者なのだ、敵の守将は!?）

　リーブヌールの正体が完全に不明なことが夜姫を苛いら立だたせた。

（いや。相手を詮せん索さくしている場合でもないか）

　夜姫はアイオリスに軍を起こす準備を急がせることにした。

　そして一いち旬じゆん日じつほど後。

　夜姫がアイオリスやスナイデルッラと共に増援部隊を率いて王都を出ようとしたとき、国くに境ざかいを越えてバイデリュンヘン軍の援軍が現れた。

　それを聞いた夜姫は進発を取りやめ。

　赤騎士率いる攻略軍は街の包囲を解いて撤てつ収しゆうした。

（今は危険を冒おかすときではない。まずは女王即位を優先する。それがバイオレッタ様の意志を継ぐ吾の責務だ。女王として国内をまとめ、それからバルディアスを攻略するのでも遅くはない。今は付つけ城じろを築き、見張りの部隊を置いておくのでいい）

　というのが夜姫の決断だった。




　こうしてバルディアスの街は、エルゲン王国の喉のど元もとに突き刺さった小骨としてバイデリュンヘン軍が確保し続けることとなったのだった。
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　援軍を率いてきたのはミュラー将軍だった。

　三千を率いてバルディアスに入城した将軍は、新たに武器や兵糧を運び入れ、籠城の指揮を執っていたリーブヌールに大たい公こうからの言葉を伝えた。




「此こ度たびの貴公の働き、まことに見事である。よって吾は貴公をバルディアス公に任命し、その働きに酬むくいるものである」




　少し前までただの庶務部隊長だったリーブヌールは、この叙じよ任にんによって諸侯に列せられたことになる。

　連れてきた三千のうちの千をリーブヌールの配下に組み入れると、ミュラーは悠然と引き返していった。

「そのうち本格的な解放軍が投入されるはずである。それまで粘ねばってくれ。大公閣かつ下かも期待している」

　という言葉を残して。

　リーブヌールはその期待に応えた。

　この後、リーブヌールは一年に亘わたって新生エルゲン王国の攻撃を撥はね返し続けた。

　その間かんに新生エルゲン王国では、夜姫が新たな女王位に即ついた。

　夜姫は、喉に刺さった小骨を取り除くことより、女王即位という重大事を優先させたのである。




　そして夜姫の女王即位から数カ月。

　刺さった小骨を取り除くために夜姫が大規模な軍事行動の準備を開始した頃。

　国くに境ざかいにバイデリュンヘン軍の大部隊が姿を見せた。

　こうして両国の争いは新たな局面に入った。

　以降、バイオレッタの意志を継ついだエルゲン王国の女王夜姫と、リーザ公女の意志を継いだバルディアス公リーブヌールの本格的な戦いが始まることになる。

　いつの頃からか、リーブヌールには長身痩そう軀くの男が副官として付き従うようになっていたことを最後につけ加えて、バイオレッタの死と夜姫誕生にまつわる物語を、ここで閉じることにしよう。
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「久しぶりですね、カオルゥ」

「久しぶりだね、コルネ」

　元六ろく姫き士しの二人は、薄暗い部屋で久方ぶりに顔を合わせていた。

「よく拙せつ者しやのことがわかったでありますね」

　というカオルゥの言葉に、コルネリアゥスは密ひそやかに笑った。

「わたくしの情報網を甘く見てもらっては困ります」

「ですが、いいのですか。仕事を放り出してこんなところまで来て。あなたがいないと復ふつ興こう軍ぐんの、いえ、エルゲン王国の書類仕事は回らないでしょうに」

　そんなカオルゥの指摘に対して、コルネリアゥスは、くく、と笑ってみせた。

「わたくしはもう識しき姫き士しではありませんよ。あなたが忍にん姫き士しでないのと同様にね」

　カオルゥは僅わずかに目を見開いた。

「エルゲン王国を離れたのですか」

「ええ、離れました。この子と一緒にね」

　コルネリアゥスは傍かたわらに控えている一体の魔術人形を指し示した。

　それにチラッと目をやったカオルゥは、なるほど、と呟つぶやいた。

「あなたのところにいたのですか。ということは、コルネ、あなたも夜よる姫ひめの秘密を知ったのですね」

「ええ。ドレスドゥド医士がこの子に託たくした手紙を読んだわ。そして医士の推すい測そくが正しいと思った。それからわたくしは、ずっと考えていたの。どうしたらこの茶番を止やめさせることができるのかを。証拠はない。だから言い立てても誰も耳を貸さないでしょう。どころか、わたくしの命も危うくなる。ドレスドゥド医士のようにね」

　コルネリアゥスはそこで言葉を切り、意味ありげな視線を相手に向けたが、カオルゥは少しも動じず、彫ちよう像ぞうのように固まったままだった。

　まるで魔術人形が二体いるかのような印象だ。

「そもそも夜姫の正体を暴き立てれば、祖そ国こく解放戦争の完かん遂すいに水を差すことになります。それはわたくしの本意ではない。かといって夜姫が、いいえ、ティターニアが兵や民を欺あざむき続けるのを黙って見ていることもできない。だから考えていたの。わたくしはどうすればいいのかということを」

　カオルゥがコルネリアゥスに暗い目を向けてきた。

「どうするかを決めたのですか？　だからエルゲン王国を、夜姫の下もとを離れたと？」

「そう思ってもらっていいわ」

「で。コルネは何をどうすると決めたのですか」

「エルゲン王国を正当な持ち主の手に返します」

「ラーエルテス王子？　王子は亡くなったのでは？」

「よく知っているわね。そうよ、ラーエルテス王子は事故で亡くなられた。本当に事故だったのかどうか、それも怪しいところですが、今は置いておきます」

「ですが、そうなると正当な持ち主とは？」

「行方不明になっていた第六王女を見つけて保護してあります」

　珍しくカオルゥが驚きの色を浮かべた。

「仕事が早いのですね。いえ、いつものことですか」

「王家の血を引かない女王からエルゲン王国を取り戻し、正当な持ち主に返す。それがわたくしのやろうとしていることよ、カオルゥ」

「コルネのやろうとしていることに対する評価は控えておきます。が。それと、拙者を見つけて呼び出したことと、どう関係するのです？」

「あなたを雇いたいの、カオルゥ」

　今度こそ、はっきりとカオルゥは驚きの表情になった。

「本気でありますか？」

「本気でなければ、あなたを捜さないし、こんなところまで出向いてあなたに会おうとしないわ」

「つまり、拙者にコルネの仕事を手伝えと？」

「手伝ってくれると助かるのだけれど」

「……拙者、少しお高いでありますよ？」

「心配は要いりません。バイデリュンヘン軍が残していった物の数々を売り払ったとき、少しばかりちょろまかしておいたの。それを持ち出して各地に荘しよう園えんを買ったり、商売を始めたりして、わたくし、今かなりの資産家なのよ」

「抜け目がないでありますね。ですが……規律、規則にうるさいコルネが、思い切ったことをしたものです」

（それだけ本気ということですか）

　コルネリアゥスが小さく肩をすくめた。

「正面から戦っても勝ち目がないものね」

「わかりました。お手伝いしましょう」

「ありがとう、カオルゥ」

「拙者、バイオレッタ様が大好きでした。ティターニアがバイオレッタ様の魂たましいを騙かたったことは快こころよく思っていませんでしたので」

「わたくしも同じよ。これはバイオレッタ様の意志を継ぐことでもある。わたくしたちこそバイオレッタ様の意志を正しく継ぐ者だわ。エルゲン王国はエルゲン王家のものなのですからね」

「で。コルネはどこから手をつけるつもりなのです？」

「エルゲン王家の王女が王国を取り戻すには、後ろ盾だてが要いります。それはアゥグスブルゲン王国が相応ふさわしいでしょう。元々、エルゲン王国に食しよく指しを動かしていましたし、元を辿たどれば同じ血筋から分かれた両王家ですからね。彼かの国にしてみれば渡りに船でしょう。すでに伝つ手てを作ってあります」

「相変わらず仕事が早いであります」

　そう言ってカオルゥは立ち上がった。

　立ち上がって、コルネリアゥスに向かって右手を差し出した。

　シノビである彼女がそんなことをするのは珍しい。

　コルネリアゥスはカオルゥの右手をしっかりと握った。

「よろしくね」

「こちらこそ。そして」













　手を放したカオルゥは、レオンハゥトに向き直る。

「命じられたとはいえ、そちらの子には悪いことをしました。許してくれるとは思いませんが、謝罪をしておきます」

　そう言ってカオルゥは静かに頭こうべを垂れた。

「気にしなクてもいい。人にハそれぞれ立場というモノがあル。先生があそコで斃たおれたノハそういウ運命だっタのダろう」

「ご寛かん恕じよ、感謝するであります」

「よくできた子でしょう？　あのドレスドゥド先生が作った人形とは思えないわ」

　そう言ってコルネリアゥスは、くすくすと笑う。

　一ひと頻しきり笑ったコルネリアゥスだが、やがて笑みを消し、カオルゥに呼びかけた。

「では行きましょうか。これから長く厳しい戦いが続くでしょう。成功するかどうかはわかりませんけど、できる限りのことをします。それが」

　そこで言葉を切ったコルネリアゥスは、遠い目で天井を見上げるのだった。

「敬愛して止まないバイオレッタ様のためにできる唯一のことですから」

　長く厳しい戦いに臨のぞむ彼女の目に映っているものは、果たしてなんだったのだろう。
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　こうしてコルネリアゥスとカオルゥは、敬愛する者の意志を奉ほうじて戦いを続けていくことになった。

　それはリーブヌールも。

　そして夜姫も同様である。

　運命の女神が振る賽さいは、いったいどんな目を示すのか。

　彼女たちの戦いの果てに、いったいどんな結末が待ち受けているのか。

　それはまだわからない。








　今日も天空の箱はこ庭にわで、運命の女神フェイタルは賽さいを振る。

　緑に輝く長い髪を二つに束ねた少女の出で立ちで、女神は賽を振り続ける。

　でも遊んでいるわけじゃない。

　これは彼女の仕事だから。

　幾いく百ひやく、幾千、幾万の、軽くて小さな賽を振り、人の人生を左右する。

　それが女神の仕事だから。




　女神は毎日、賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　女神は出た目に興味がない。

　どんな目が出ても。

　それで誰かの人生が変わっても。

　あるいは少しも変わらなくても。

　女神には関係のないこと。

　けれど出た目には強い強制力があって。

　それこそが運命と呼ばれる力。




　強大な権力を持つ王も。

　一いつ騎き当とう千せんの兵つわものも。

　神に仕える聖せい職しよく者しやも。

　莫ばく大だいな富を持つ大商人も。

　なんの力もない市し井せいの民も。

　市井の民からでさえ蔑さげすまれる乞こつ食じきも。




　誰も女神の力からは逃れられない。

　誰も女神が示す未来からは逃れられない。




　契ちぎりを為した盟めい友ゆうでさえ、ときに違たがい。

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきでさえ、ときに手を握る。

　知ろうとする者は知らず。

　知りたくない者が知る。

　忠ちゆう義ぎ者ものが裏切り。

　薄はく情じよう者ものは見限らず。

　不幸な者が笑い。

　幸さち多き者が泣き叫ぶ。




　運命の女神の力は等しく皆に働いて。

　地位や財力、年齢や性別も無関係。

　英雄だろうと太刀打ちできない無む類るいの力で。

　今日も女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　そして誰かの人生が劇げき的てきに変わり捻ねじ曲がり。

　誰かの人生が同じように続き繰り返し。

　誰かの人生が唐突に最後の最さい期ごを迎え。




　誰かの人生が別の誰かの人生と交こう錯さくし。

　誰かの人生が別の誰かの人生と衝突し。

　誰かの人生が別の誰かの人生と別べつ離りする。




　女神が振った賽の目はなに？

　それは誰の運命で？

　それはどんな運命で？

　変わるの？　同じなの？

　続くの？　終わりなの？




　答えを知る者はどこにもいない。




　待っているのは、どんな未来？

　待っているのは、どんな結末？

　待っているのは、どんな始まり？




　やがてあなたは知ることになる。

　終わりは次の始まりにすぎず。

　新たな運命が新たな物語の糸を紡つむぎ出すことを。




　今日も運命の女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　彼女の手によって一つの物語が終わり。

　やがて別の物語の幕が開くだろう。








　あとがき




　どうも、舞まい阪さかです。本編をお読みいただいた読者さんには言うまでもないことですが、本作＝「夜姫と亡国の六ろく姫き士し」は、この四巻がシリーズ最終巻となりました。この先の構想もいろいろとあったので、それらを実現できなかったのは少しばかり心残りです。とはいえ、いちおうやりたかったことはやれたので、これはこれでよしとしましょう。短いあいだでしたが、おつきあいいただきありがとうございました。そのうちに新作をひっさげて戻ってきますので、そのときはまたよろしくお願いします。




　新作といえば。今度、ファミ通文庫の担当さんが交替するのですよね。新担当さんがいったいどんな方なのか、今からドキドキです。やはり担当さんの嗜し好こうや思考や指向によって、こちらが出す企画（通る企画）も変わってきますしね。もし新作が「なんだか舞阪らしくないなぁ」と思わるようなネタだったら、それはおそらく新担当さんのせいでしょう（笑）。

　今回は、あとがきをあっさり終えることにして、そろそろいつもの今後の予定を書いて締めとします。

　来月、七月には「続・ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」（ファミ通文庫）が出ます。

　九月に「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」（ＭＦ文庫Ｊ）の六巻が出る予定です。十一月に「ロムニア帝国興こう亡ぼう記き」（富士見ファンタジア文庫）の四巻が出る予定です（三巻は、ついこのあいだ＝六月二十日に出ている……はずです）。

　もしかすると十二月にもう一冊出せるかも。それで今年は十冊出せることになります。引退するまでに一度やってみたかったんですよ、年間二ふた桁けた刊行。今年はチャンスなのでなんとか実現したい……というか、実現できるように頑張りたいと思います。つまり、ブラジルワールドカップなど見てないで原稿を書けってことですね。う〜ん、厳しい。




　では、来月「続・ものぐさ寝猫の怠惰な探偵帖」でお目にかかりましょう。




　舞阪百貨店別館、稼働中→http://maisaka100ka.blog.fc2.com/

　ほとんど呟いてませんが、とりあえずツイッターもやってます。





二〇一四年五月吉日　舞阪　洸こう















著者

舞阪 洸

Kou Maisaka




桜の季節（＝ＧゴールデンＷウィーク）も過ぎて、北海道は春真っ盛りです……などと書いたとたんオホーツク海側では雪が降り国道では峠が通行止めになったり。やはり侮れませんな、北海道。暖房器具はまだ仕舞えません。それはさておき「舞阪百貨店別館」稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/
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普段はゲーム原画やらイラストやらをやって過ごしております。しかも非常にゆる〜いテイストのものばかり描いていますので、今回のように戦争とか起こっちゃう話をいただいた時にはびっくりしてしまいました。何はともあれよろしくお願い致します。おっさんとかクマとかもいるよ！
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